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円と直線は道路網を表わし、その中央に整備された道路を画いた。道路網の色を毎月変えて季節感を出すようにした。



特
集
/
道
路
関
係
法
令
改
正

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備

臨
時
措
置
法
の
一部
を
改
正
す
る
法
律
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

一
は
じ
め
に

道
路
整
備
に
関
す
る
法
定
計
画
は
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
を
基
本
と
し
て
、
奥
地
等
に
お
け
る
産
業
の

総
合
的
な
開
発
の
基
盤
と
な
る
奥
地
等
産
業
開
発
道

路
の
整
備
に
関
す
る
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計

画
、
積
雪
寒
冷
の
度
が
特
に
甚
だ
し
い
地
域
に
お
け

る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
積
雪
寒
冷
特
別
地
域

道
路
交
通
確
保
五
箇
年
計
画
、
交
通
事
故
が
多
発
し

て
い
る
道
路
等
に
お
け
る
交
通
環
境
の
改
善
に
関
す

る
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
五
箇
年
計
画
か
ら
な

る

(注

…
特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
五
箇
年
計
画

に
つ
い
て
は
、
財
政
構
造
改
革
の
推
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法

(平
成
九
年
法
律
第
百
九
号
)
に
よ
り
計

画
期
間
が
二
箇
年
延
長
さ
れ
、
現
行
の
計
画
は
七
箇

年
計
画
と
な

っ
て
い
る
。
)
。

道
路
を
は
じ
め
と
し
、
公
園
、
下
水
道
等
の
公
共

施
設
は
、
社
会
経
済
活
動
の
基
盤
と
し
て
重
要
な
機

能
を
果
た
す
と
と
も
に
そ
の
整
備
に
多
額
の
投
資
を

要
す
る
た
め
計
画
的
に
整
備
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
特
に
我
が
国
に
お
い
て

こ
れ
ら
の
施
設
の
整
備
が
立
ち
遅
れ
て
い
る
現
状
に

照
ら
し
、
そ
の
整
備
を
重
点
的
か
つ
緊
急
に
推
進
す

る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
公
共
施
設
の
整
備
に
関
し

て
は
、
整
備
計
画
の
策
定
を
法
律
に
よ
っ
て
政
府
に

義
務
づ
け
る
と
と
も
に
、
整
備
事
業
の
目
標
、
事
業

量
等
に
つ
い
て
計
画
の
改
定
ご
と
に
国
民
の
総
意
を

仰
ぐ
べ
く
計
画
期
間
を
も
法
定
化
し
て
い
る
場
合
が

特
に
緊
急
措
置
法
の
形
式
を
と
る
も
の
に
多
い
。

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
は
こ
の
典
型
で
あ
り
、
そ

の
根
拠
法
と
な
る
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
第

一
項
に
お
い
て
計
画
期
間
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ

の
た
め
、
計
画
の
改
定
に
当
た
っ
て
、
同
法
の
改
正

が
必
要
と
な
る
。
ま
た
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整

備
計
画
に
つ
い
て
は
、
そ
の
根
拠
法
で
あ
る
奥
地
等

産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
が
過
疎
地
域
活
性

化
特
別
措
置
法
等
と
同
様
に
時
限
法
と
な
っ
て
お
り
、

有
効
期
限
の
到
来
と
と
も
に
そ
の
延
伸
の
要
否
と
い

う
形
で
同
法
に
よ
る
地
域
振
興
施
策
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

標
記
の
法
律
は
、
こ
の
二
計
画
が
平
成
九
年
度
を

も
っ
て
終
了
し
、
平
成
一
〇
年
度
以
降
五
箇
年
間
の

計
画
を
さ
ら
に
策
定
す
る
必
要
に
際
し
、
道
路
整
備

緊
急
措
置
法

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
)

道行セ 98,4 メ



及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法

(昭

和
三
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
)
の
所
要
の
改
正
を

行
う
も
の
で
あ
る
。
両
法
の
改
正
は
、
奥
地
等
産
業

開
発
道
路
が
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
一

項
及
び
同
法
施
行
令
第
一
条
第
二
号
に
定
め
る
道
路

整
備
五
箇
年
計
画
の
対
象
道
路
に
包
含
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
一
括
し
て

｢道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及

び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
案
｣
と
し
て
国
会
に
提
出
さ
れ
、

去
る
三
月
三
一
日
に
公
布
さ
れ
、
四
月
一
日
か
ら
施

行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

(た
だ
し
、
奥
地
等
産
業

開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
公

布
日
施
行
。)。
な
お
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
道
路
交

通
確
保
五
箇
年
計
画
も
平
成
九
年
度
を
も
っ
て
終
了

し
た
が
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通

の
確
保
に
関
す
る
法
律

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七

十
二
号
)
第
四
条
第
一
項
に
お
い
て
、
同
計
画
の
策

定
は
五
年
ご
と
に
継
続
し
て
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
た
め
、
新
た
な
同
計
画
の
策
定
に
当
た
り
特
段
の

法
改
正
を
要
し
な
い
も
の
で
あ
る
。

二

改
正
法
律
の
内
容

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道

路
整
備
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(平

成
十
年
法
律
第
三
十
三
号
)
は
平
成
一
〇
年
度
を
初

年
度
と
す
る
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
及
び
奥

地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
の
策
定
等
に
関
す
る

②

改
正
の
概
要

規
定
を
整
備
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
て
、
本
則
二

1

菖

蒲

条
及
び
附
則
三
項
か
ら
な
っ
て
い
る
o

1

第
一条
関
係

(道
路
整
備
緊
急
措
置
法
の
一
部
改
正
)

◎

改
正
の
趣
旨

我
が
国
の
道
路
整
備
は
、
昭
和
二
九
年
に
始
ま
る

第
1
次
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
か
ら
本
格
化
し
、
以

来
n
次
に
わ
た
る
五
箇
年
計
画
を
経
て
着
実
な
進
展

を
見
て
き
た
が
、
高
規
格
幹
線
道
路
網
の
整
備
は
計

画
の
半
分
に
達
し
た
に
過
ぎ
ず

(平
成
九
年
度
末
で

七
、
二
六
五
如
)、
ま
た
電
線
類
の
地
中
化
率
も
諸
外

国
に
比
べ
て
低
く
、
市
街
地
内
の
幅
の
広
い
歩
道
に

つ
い
て
も
ま
だ
四
分
の
一
程
度
し
か
整
備
さ
れ
て
い

な
い
な
ど
、
我
が
国
の
道
路
は
今
な
お
質
･
量
と
も

に
不
十
分
な
状
況
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
後
と

も
、
経
済
構
造
改
革
の
支
援
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く

り
･
都
市
づ
く
り
の
支
援
等
を
課
題
と
し
て
、
国
民

の
道
路
整
備
へ
の
要
請
に
的
確
に
こ
た
え
つ
つ
、
緊

急
か
つ
計
画
的
に
道
路
整
備
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
･0こ

の
た
め
、
当
面
の
五
箇
年
に
緊
急
に
行
う
べ
き

道
路
整
備
に
つ
い
て
、
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計

画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
所
要
の
改
正
を
行
っ

た
も
の
で
あ
る
。

①

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
第
二
条
第
一
項
に
お

け
る

｢平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
｣
と
い
う

期
間
は
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
計
画
期
間

を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
同
項
は
同
計
画
策
定

の
直
接
の
根
拠
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
こ
れ
を

｢平
成
十
年
度
以
降
五
箇
年
間
｣

に
改
め
る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
の
策
定
に
根
拠
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
)0

②

同
法
第
三
条
第
一
項
は
、
い
わ
ゆ
る
道
路
整

備
特
定
財
源
制
度
の
根
拠
と
な
る
規
定
で
あ
り
、

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
国
が

支
弁
す
る
経
費
に
揮
発
油
税
の
収
入
額
及
び
石

油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
二
分
の
一
を
充
当
す
る

こ
と
を
定
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
道
路
整
備

特
定
財
源
制
度
は
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
を
前

提
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
新
た
な

計
画
の
着
実
な
実
施
の
た
め
、
引
き
続
き
こ
の

制
度
を
維
持
す
る
必
要
が
あ
り
、
｢平
成
五
年
度

以
降
五
箇
年
間
｣
を

｢平
成
十
年
度
以
降
五
箇

年
間
｣
と
改
め
る
も
の
で
あ
る
。

③

同
法
第
四
条
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る

道
路
の
整
備
に
関
す
る
国
の
負
担
金
の
割
合
及

び
補
助
金
の
率
の
特
例
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

同
条
中
に
は
当
該
特
例
が
道
路
整
備
五
箇
年
計
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画
と
直
接
関
連
す
る
こ
と
を
明
示
す
る
文
言
は

存
し
な
い
も
の
の
、
道
路
法
等
で
定
め
る
負
担

金
の
割
合
等
以
上
に
国
が
負
担
又
は
補
助
す
る

理
由
は
当
該
負
担
又
は
補
助
を
行
う
対
象
が
国

の
施
策
と
し
て
緊
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他

な
ら
ず
、
こ
れ
を
明
確
に
し
た
道
路
整
備
五
箇

年
計
画
と
無
関
係
に
、
お
よ
そ
す
べ
て
の
道
路

の
整
備
に
当
該
特
例
を
適
用
し
う
る
と
は
考
え

ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
計
画
が
道
路

整
備
の
目
標
及
び
事
業
の
量
を
定
め
る
に
止
ま

り
、
負
担
又
は
補
助
の
対
象
を
特
定
す
る
に
は

抽
象
的
に
過
ぎ
る
た
め
、
あ
え
て

｢道
路
整
備

五
箇
年
計
画
に
基
づ
く
｣
等
の
文
言
を
規
定
せ

ず
、
具
体
の
事
業
採
択
の
段
階
で
同
計
画
と
の

整
合
を
図
る
こ
と
と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

し
た
が
っ
て
同
条
中
の

｢平
成
五
年
度
以
降
五

箇
年
間
｣
と
い
う
期
間
を
第
二
条
第
一
項
の
改

正
を
受
け

｢平
成
十
年
度
以
降
五
箇
年
間
｣
と

改
め
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
国
の
負
担
金
の
割
合
及
び
補
助
金
の

率
に
つ
い
て
は
、
道
路
整
備
緊
急
措
置
法
施
行

令
に
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
は
、
従
前
か
ら
の
変
更
は
な
い
。

④

同
法
第
五
条
は
、
昭
和
六
〇
年
に
追
加
さ
れ

た
も
の
で
あ
り
、
国
が
地
方
公
共
団
体
に
対
し

て
毎
年
度
、
一
定
の
地
方
道
路
の
整
備
に
要
す

る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
地
方
道
路
整

備
臨
時
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
に
つ
い
て
定

め
た
も
の
で
あ
る
。
地
方
道
事
業
を
強
力
に
推

進
す
る
た
め
に
は
、
現
行
の
補
助
事
業
だ
け
で

は
小
規
模
な
事
業
に
つ
い
て
の
採
択
が
遅
れ
が

ち
に
な
る
等
十
分
な
対
応
が
困
難
で
あ
り
、
一

体
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
整
備
効
果
を
短

期
間
内
に
発
現
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
か
つ
適
当

な
地
方
道
事
業
で
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に

照
ら
し
緊
急
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
本
交
付
金
制
度
の

対
象
と
し
て
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
中

の

｢平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
｣
を

｢平
成

十
年
度
以
降
五
箇
年
間
｣
と
改
め
る
も
の
で
あ

る
α0

2

第
二
条
関
係

(奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨

時
措
置
法
の
一
部
改
正
)

奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
は
奥
地
等
産
業

開
発
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

格
差
の
是
正
に
資
す
る
と
と
も
に
、
民
生
の
向
上
と

国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

策
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
奥
地
等
産
業
開
発
道

路
の
整
備
状
況
か
ら
見
て
、
な
お
、
こ
れ
を
継
続
し

て
整
備
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
道
路
整
備
五

箇
年
計
画
と
あ
わ
せ
て
、
平
成
一
〇
年
度
以
降
五
箇

年
計
画
に
係
る
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
を

3

策
定
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
た
め
、
奥
地
等
産
業
開

墾

発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
の
有
効
期
限
を
平
成
一
五

セ-丁

年
三
月
三
一
日
ま
で
五
年
間
延
長
す
る
も
の
で
あ
る
。
満

3

附
則
関
係

=

施
行
期
日

附
則
第
一
項
は
、
施
行
期
日
に
つ
い
て
定
め
た
も

の
で
、
こ
の
法
律
は
平
成
一
〇
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の

規
定

(奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
の

一
部
改
正
)
は
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時

措
置
法
が
平
成
一
〇
年
三
月
三
一
日
限
り
で
効
力
を

失
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
失
効
前
に
改
正
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
公
布
日
で
あ
る
平
成
一

〇
年
三
月
三
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
･0②

平
成
一
〇
年
度
に
お
け
る
道
路
整
備
費
の
財
源
等

の
特
例

附
則
第
二
項
は
、
平
成
一
〇
年
度
に
お
け
る
道
路

整
備
費
の
財
源
及
び
地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
の

総
額
に
つ
い
て
特
例
を
設
け
る
も
の
で
あ
る
。
道
路

整
備
緊
急
措
置
法
に
お
い
て
は
、
第
三
条
の
道
路
整

備
費
の
財
源
に
充
て
る
額
及
び
第
五
条
の
地
方
道
路

整
備
臨
時
交
付
金
の
額
の
算
定
上
、
前
々
年
度
の
い



わ
ゆ
る
決
算
調
整
額
を
充
て
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

画
に
係
る
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
経
理
で
き
な

こ
れ
は
、
当
該
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決

い
こ
と
と
な
る
。
道
路
整
備
特
別
会
計
法
附
則
第
一

算
額
は
翌
年
度
に
判
明
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
年
度

六
項
は
、
前
五
箇
年
計
画
に
係
る
道
路
整
備
事
業
を

は
収
入
額
の
予
算
額
を
も
っ
て
充
て
、
そ
の
決
算
額

新
五
箇
年
計
画
に
係
る
道
路
整
備
事
業
に
含
ま
れ
る

と
の
差
額
は
、
翌
々
年
度
に
調
整
す
る
こ
と
と
す
る

も
の
と
す
る
規
定
で
あ
り
、
こ
の
規
定
に
よ
り
、
具

も
の
で
あ
る

(つ
ま
り
、
決
算
額
が
予
算
額
よ
り
多

体
的
に
は
、
平
成
一
〇
年
度
以
降
に
繰
り
越
し
た
道

か
っ
た
場
合
は
、
翌
々
年
度
に
そ
の
差
額
を
加
算
し
、

路
整
備
事
業
に
要
す
る
費
用
等
を
歳
出
し
、
旧
五
箇

予
算
額
が
決
算
額
よ
り
多
か
っ
た
場
合
は
、
翌
々
年

年
計
画
に
係
る
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
の
地
方
負

度
に
そ
の
差
額
を
控
除
す
る
。
)。
し
た
が
っ
て
、
こ

担
金
等
を
平
成
一
〇
年
度
以
降
に
歳
入
す
る
こ
と
が

の
原
則
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
○
年
度
の
前
々
年
度
で

可
能
と
な
る
。

算
額
は
翌
年
度
に
判
明
す
る
こ
と
か
ら
、
当
該
年
度

は
収
入
額
の
予
算
額
を
も
っ
て
充
て
、
そ
の
決
算
額

と
の
差
額
は
、
翌
々
年
度
に
調
整
す
る
こ
と
と
す
る

も
の
で
あ
る

(つ
ま
り
、
決
算
額
が
予
算
額
よ
り
多

か
っ
た
場
合
は
、
翌
々
年
度
に
そ
の
差
額
を
加
算
し
、

予
算
額
が
決
算
額
よ
り
多
か
っ
た
場
合
は
、
翌
々
年

度
に
そ
の
差
額
を
控
除
す
る
。
)。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
原
則
に
よ
れ
ば
、
平
成
一
○
年
度
の
前
々
年
度
で

あ
る
平
成
八
年
度
の
決
算
調
整
額
は
、
平
成
一
○
年

度
に
お
い
て
調
整
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
平
成
九

年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
平
成
八
年
度
の
揮
発
油

税
の
収
入
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の

二
分
の
一
の
決
算
調
整
額

(平
成
八
年
度
決
算
額
は
、

同
年
度
予
算
額
よ
り
も
約
四
〇
二
億
円
多
か
っ
た
。)

を
上
回
る
約
八
四
三
億
円
が
道
路
整
備
関
係
予
算
と

し
て
計
上
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
平
成
一
〇
年
度

に
加
算
し
な
い
こ
と
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

③

道
路
整
備
特
別
会
計
法
の
一
部
改
正

附
則
第
三
項
は
、
道
路
整
備
特
別
会
計
法
に
附
則

第
一
六
項
と
し
て
い
わ
ゆ
る
ブ
リ
ッ
ジ
規
定
を
設
け

る
等
の
措
置
を
講
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
が

な
け
れ
ば
、
道
路
整
備
特
別
会
計
は
、
改
正
後
の
道

路
整
備
緊
急
措
置
法
の
規
定
に
基
づ
く
新
五
箇
年
計

画
に
係
る
道
路
整
備
事
業
を
経
理
し
、
前
五
箇
年
計



道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
条
文

○
道
路
整
備
緊
急
措
置
法

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
)

(抄
)

改

正

案

現

行

(傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
)

(道
路
整
備
五
箇
年
計
画
)

第
二
条

建
設
大
臣
は
、
平
成
十
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る
高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
並

び
に
政
令
で
定
め
る
都
道
府
県
道
そ
の
他
の
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕

(以
下

｢道
路

の
整
備
｣
と
い
う
。)
に
関
す
る
計
画

(以
下

｢道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
と
い
う
。)
の
案
を
作
成

し
て
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
o

2
1
5

(略
)

(道
路
整
備
費
の
財
源
)

第
三
条

政
府
は
、
平
成
十
年
度
以
降
五
箇
年
間
は
、
毎
年
度
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

(当
該
年

度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
予
算
額
の

二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
合
算
額

(以
下
｢揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額
｣
と
い
う
。)
が

同
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
決
算
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
決
算
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
金
額
の
合
算
額

(以
下

｢揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額
｣
と
い
う
。)
を
超
え
る

と
き
は
、
第

一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
当
該
超
え
る
額
を
控
除
し
た
額
)
に
相
当
す
る
金
額
を
道
路
整

備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁
す
る
経
費

(以
下

｢道
路
整
備
費
｣
と
い
う
。)
の
財
源

に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
当
該
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額

二

当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額
が
同
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入

額
の
決
算
額
に
不
足
す
る
と
き
は
、
当
該
不
足
額

2

(略
)

(国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
等
)

第
四
条

平
成
十
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
道
路
の
舗
装
そ
の
他
の
改

築
に
関
す
る
国
の
負
担
金
の
割
合
又
は
補
助
金
の
率
に
つ
い
て
は
、道
路
法
(第
八
十
八
条
を
除
く
。)

及
び
土
地
区
画
整
理
法

(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
の
七

(土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
十
分
の
五
･
五
)
の
範
囲
内
で
、
政
令
で
特
別

の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
)

第
五
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
平
成
十
年
度
以
降
五
箇
年
間
は
、
毎
年
度
、
第
二
条
第
一

項
の
政
令
で
定
め
る
都
道
府
県
道
そ
の
他
の
道
路
の
舗
装
そ
の
他
の
改
築
又
は
修
繕
の
う
ち
そ
の
規

模
に
つ
い
て
建
設
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
公
共
公
益
施
設
の
整
備
等
に

(道
路
整
備
五
箇
年
計
画
)

第
二
条

建
設
大
臣
は
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る
高
速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
並

び
に
政
令
で
定
め
る
都
道
府
県
道
そ
の
他
の
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕

(以
下

｢道
路

の
整
備
｣
と
い
う
。)
に
関
す
る
計
画

(以
下

｢道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣
と
い
う
。)
の
案
を
作
成

し
て
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
l
5

(略
)

(道
路
整
備
費
の
財
源
)

第
三
条

政
府
は
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
は
、
毎
年
度
、
次
に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

(当
該
年

度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
予
算
額
の

二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
合
算
額

(以
下

｢揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額
｣
と
い
う
。)
が

同
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
決
算
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
決
算
額
の
二
分
の

一
に
相
当
す
る
金
額
の
合
算
額

(以
下

｢揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額
｣
と
い
う
。)
を
超
え
る

と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら
当
該
超
え
る
額
を
控
除
し
た
額
)
に
相
当
す
る
金
額
を
道
路
整

備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁
す
る
経
費

(以
下

｢道
路
整
備
費
｣
と
い
う
。)
の
財
源

に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
当
該
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額

二

当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額
が
同
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入

額
の
決
算
額
に
不
足
す
る
と
き
は
、
当
該
不
足
額

2

(略
)

(国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
等
)

第
四
条

平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
道
路
の
舗
装
そ
の
他
の
改

築
に
関
す
る
国
の
負
担
金
の
割
合
又
は
補
助
金
の
率
に
つ
い
て
は
、道
路
法
(第
八
十
八
条
を
除
く
。)

及
び
土
地
区
画
整
理
法

(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
の
七

(土
地
区
画
整
理
事
業
に
係
る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
十
分
の
五
･
五
)
の
範
囲
内
で
、
政
令
で
特
別

の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
)

第
五
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
は
、
毎
年
度
、
第
二
条
第
一

項
の
政
令
で
定
め
る
都
道
府
県
道
そ
の
他
の
道
路
の
舗
装
そ
の
他
の
改
築
又
は
修
繕
の
う
ち
そ
の
規

模
に
つ
い
て
建
設
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
公
共
公
益
施
設
の
整
備
等
に



1

(略
)

2

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
限
り
そ
の
効
力
を
失
う
。

3
l
5

(略
)

改

正

案

1

(略
)

2

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
限
り
そ
の
効
力
を
失
う
。

3
1
5

(略
)

現

行

○
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法

(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
)

(抄
)

関
連
し
て
、
又
は
地
域
の
自
然
的
若
し
く
は
社
会
的
特
性
に
即
し
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全

性
若
し
く
は
利
便
性
の
向
上
又
は
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
一
定
の
地
域
に
お
い
て
一

体
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
照
ら
し
緊
急
に

行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業

(以
下

｢対
象
事
業
｣
と
い
う
。)
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
交
付
金
を
交
付
す
る
。

2
l
6

(略
)

(傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
)

関
連
し
て
、
又
は
地
域
の
自
然
的
若
し
く
は
社
会
的
特
性
に
即
し
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
安
全

性
若
し
く
は
利
便
性
の
向
上
又
は
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
た
め
一
定
の
地
域
に
お
い
て
一

体
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
照
ら
し
緊
急
に

行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業

(以
下

｢対
象
事
業
｣
と
い
う
。)
に
要
す
る
経
費
の
財

源
に
充
て
る
た
め
、
交
付
金
を
交
付
す
る
。

2
l
6

(略
)

改

正

案

○
道
路
整
備
特
別
会
計
法

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
五
号
)

(抄
)

現

行

附

則

　
　
　

　　
　

16

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(平
成
十
年
法
律
第

号
)
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
整
備
緊
急
措
置
法

(以
下

こ
の
頃
に
お
い
て
｢改
正
前
の
法
｣
と
い
う
。)
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
揮
発
油
税
の
収
入
額
に
相

当
す
る
金
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
改
正
前
の
法
第
二
条
の

道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
経
費
で
国
が
支
弁
す
る
も
の
の
財
源
に
充
て
て
行
っ
た
道

路
整
備
事
業

(平
成
九
年
度
以
前
の
年
度
の
こ
の
会
計
の
予
算
で
平
成
十
年
度
以
後
の
年
度
に
繰
り

越
し
た
も
の
に
よ
り
行
う
道
路
整
備
事
業
を
含
む
。)は
、
第
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
整
備
事

業
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す
る
。

"

(略
)

焔

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て
行
う
場
合
に
お
け

る
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
中

｢第
四
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
｣
と
あ
る
の
は

｢第
四
条
又
は
附
則
第
二
十
項
の
規
定
に
よ
る
一般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進

1
ー
姫

(略
)

16

(略
)

“

前
項
の
規
定
に
よ
り
、
同
項
に
規
定
す
る
政
府
の
経
理
を
こ
の
会
計
に
お
い
て
行
う
場
合
に
お
け

る
第
三
条
及
び
第
四
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
三
条
中

｢第
四
条
の
規
定
に
よ
る
一
般
会

計
か
ら
の
繰
入
金
｣
と
あ
る
の
は

｢第
四
条
又
は
附
則
第
十
九
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
株
式
の
売
払
収
入
の
活
用
に
よ
る
社
会
資
本
の
整
備
の
促
進
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の
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改
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部
分
)



に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
)
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
産
業

投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
｣
と
、
｢道
路
整
備
特
別
措
置
法
(昭
和
三
十
一

年
法
律
第
七
号
)
第
八
条
の
三
第
一
項
｣
と
あ
る
の
は

｢道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年

法
律
第
七
号
)
第
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
附
則
第
七
条
第
一
項
｣
と
、
｢又
は
民
間
都
市
開
発
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
第
五
条
第
一
項
｣
と
あ
る
の
は

｢、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
第
五
条

第
一
項
若
し
く
は
附
則
第
十
五
条
第
一
項
、
道
路
法
附
則
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
土
地
区
画
整

理
法
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
三
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二

項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
附
則
第
五
項
又
は
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措

置
法
附
則
第
九
条
第
二
項
｣
と
、
｢、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
｣
と
あ

る
の
は

｢、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
、
附
則
第
十
九
項
の
規
定
に
よ

る
産
業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
へ
の
繰
入
金
｣
と
、
｢並
び
に
附
属
諸
費
｣
と
あ
る
の
は

｢、
道
路
法
附
則
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
土
地
区
画
整
理
法
附
則
第
十
二
項
か
ら
第
十
四
項
ま

で
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
六
項
、
共
同

溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
五
項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法
附
則
第
八
項
又
は
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
附
則
第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
又

は
負
担
金
並
び
に
附
属
諸
費
｣
と
、
第
四
条
中

｢の
交
付
｣
と
あ
る
の
は

｢の
交
付
並
び
に
道
路
法

附
則
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
土
地
区
画
整
理
法
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま

で
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
附
則
第
七
条
第
一
項
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
三
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
項
、

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
附
則
第
五
項
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
附

則
第
九
条
第
二
項
又
は
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
貸
付
け
及
び
道
路
整
備
特
別
措
置
法
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
貸
付
金
の
貸
付
け
｣
と
す

る
↓。(略

)
(略
)

(略
)

(略
)

(略
)

に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
八
十
六
号
)
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
産
業

投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
か
ら
の
繰
入
金
｣
と
、
｢道
路
整
備
特
別
措
置
法
(昭
和
三
十
一

年
法
律
第
七
号
)
第
八
条
の
三
第
一
項
｣
と
あ
る
の
は

｢道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年

法
律
第
七
号
)
第
八
条
の
三
第
一
項
若
し
く
は
附
則
第
七
条
第
一
項
｣
と
、
｢又
は
民
間
都
市
開
発
の

推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
第
五
条
第
一
項
｣
と
あ
る
の
は

｢、
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
二
号
)
第
五
条

第
一
項
若
し
く
は
附
則
第
十
五
条
第
一
項
、
道
路
法
附
則
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
土
地
区
画
整

理
法
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま
で
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通

の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
三
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二

項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
附
則
第
五
項
又
は
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措

置
法
附
則
第
九
条
第
二
項
｣
と
、
｢、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
｣
と
あ

る
の
は

｢、
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
一
般
会
計
へ
の
繰
入
金
、
附
則
第
十
八
項
の
規
定
に
よ

る
産
業
投
資
特
別
会
計
社
会
資
本
整
備
勘
定
へ
の
繰
入
金
｣
と
、
｢並
び
に
附
属
諸
費
｣
と
あ
る
の
は

｢、
道
路
法
附
則
第
八
項
若
し
く
は
第
九
項
、
土
地
区
画
整
理
法
附
則
第
十
二
項
か
ら
第
十
四
項
ま

で
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
六
項
、
共
同

溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
五
項
、
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措

置
法
附
則
第
八
項
又
は
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
附
則
第
九
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
る
補
助
金
又

は
負
担
金
並
び
に
附
属
諸
費
｣
と
、
第
四
条
中

｢の
交
付
｣
と
あ
る
の
は

｢の
交
付
並
び
に
道
路
法

附
則
第
四
項
若
し
く
は
第
五
項
、
土
地
区
画
整
理
法
附
則
第
二
項
若
し
く
は
第
五
項
か
ら
第
八
項
ま

で
、
道
路
整
備
特
別
措
置
法
附
則
第
七
条
第
一
項
、
積
雪
寒
冷
特
別
地
域
に
お
け
る
道
路
交
通
の
確

保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
三
項
、
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
二
項
、

交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業
に
関
す
る
緊
急
措
置
法
附
則
第
五
項
、
沖
縄
振
興
開
発
特
別
措
置
法
附

則
第
九
条
第
二
項
又
は
民
間
都
市
開
発
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
附
則
第
十
五
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
貸
付
け
及
び
道
路
整
備
特
別
措
置
法
附
則
第
八
条
に
規
定
す
る
貸
付
金
の
貸
付
け
｣
と
す

る
し。
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(略
)
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(略
)

20

(略
)

れ

(略
)

22

(略
)



道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道

路
整
備
臨
時
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
参
照
条
文

○
道
路
整
備
緊
急
措
置
法

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四
号
)

(抄
)

(目
的
)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
道
路

(道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第

百
八
十
号
)
に
よ
る
道
路
を
い
う
。
以
下
同
じ
。)
を
緊
急
か
つ
計

画
的
に
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
交
通
の
安
全
の
確
保
と
そ

の
円
滑
化
を
図
る
と
と
も
に
、
生
活
環
境
の
改
善
に
資
し
、
も
っ

て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
と
国
民
生
活
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

(道
路
整
備
五
箇
年
計
画
)

第
二
条

建
設
大
臣
は
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る
高

速
自
動
車
国
道
及
び
一
般
国
道
並
び
に
政
令
で
定
め
る
都
道
府
県

道
そ
の
他
の
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕

(以
下

｢道

路
の
整
備
｣
と
い
う
。)
に
関
す
る
計
画

(以
下

｢道
路
整
備
五
箇

年
計
画
｣
と
い
う
。)
の
案
を
作
成
し
て
閣
議
の
決
定
を
求
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2
i
5

(略
)

(道
路
整
備
費
の
財
源
)

第
三
条

政
府
は
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
は
、
毎
年
度
、
次

に
掲
げ
る
額
の
合
算
額

(当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
の

収
入
額
の
予
算
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
予
算
額

の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
の
合
算
額

(以
下

｢揮
発
油
税
等

の
収
入
額
の
予
算
額
｣
と
い
う
。)
が
同
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入

額
の
決
算
額
の
全
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
二
分
の
一
に

相
当
す
る
金
額
の
合
算
額

(以
下

｢揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決

算
額
｣
と
い
う
。)
を
超
え
る
と
き
は
、
第
一
号
に
掲
げ
る
額
か
ら

当
該
超
え
る
額
を
控
除
し
た
額
)
に
相
当
す
る
金
額
を
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
国
が
支
弁
す
る
経
費

(以
下

｢道

路
整
備
費
｣
と
い
う
。
)
の
財
源
に
充
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
当
該
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額

二

当
該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額

が
同
年
度
の
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
決
算
額
に
不
足
す
る
と

き
は
、
当
該
不
足
額

2

(略
)

(国
の
負
担
金
の
割
合
の
特
例
等
)

第
四
条

平
成
五
年
度
以
降
五
箇
年
間
に
お
け
る
地
方
公
共
団
体
に

対
す
る
道
路
の
舗
装
そ
の
他
の
改
築
に
関
す
る
国
の
負
担
金
の
割

合
又
は
補
助
金
の
率
に
つ
い
て
は
、
道
路
法

(第
八
十
八
条
を
除

く
。)及
び
土
地
区
画
整
理
法
(昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
)

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
十
分
の
七

(土
地
区
画
整
理
事
業
に
係

る
も
の
に
あ
っ
て
は
、
十
分
の
五
･
五
)
の
範
囲
内
で
、
政
令
で

特
別
の
定
め
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
)

第
五
条

国
は
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、
平
成
五
年
度
以
降
五
箇

年
間
は
、
毎
年
度
、
第
二
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
都
道
府
県

道
そ
の
他
の
道
路
の
舗
装
そ
の
他
の
改
築
又
は
修
繕
の
う
ち
そ
の

規
模
に
つ
い
て
建
設
大
臣
が
定
め
る
基
準
を
超
え
な
い
も
の
で
あ

っ
て
、
公
共
公
益
施
設
の
整
備
等
に
関
連
し
て
、
又
は
地
域
の
自

然
的
若
し
く
は
社
会
的
特
性
に
即
し
て
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の

安
全
性
若
し
く
は
利
便
性
の
向
上
又
は
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保

を
図
る
た
め
一
定
の
地
域
に
お
い
て
一
体
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き

も
の
に
関
す
る
事
業
の
う
ち
、
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
に
照
ら
し

緊
急
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
事
業

(以
下

｢対

象
事
業
｣
と
い
う
。
)
に
要
す
る
経
費
の
財
源
に
充
て
る
た
め
、
交

付
金
を
交
付
す
る
。

2

前
項
の
交
付
金

(以
下

｢地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
｣
と
い

う
。)
の
総
額
は
、当
該
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額
(当

該
年
度
の
前
々
年
度
の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
予
算
額
が
同
年
度

の
揮
発
油
税
の
収
入
額
の
決
算
額
に
不
足
す
る
と
き
は
、
当
該
不

足
額
を
加
算
し
、
当
該
予
算
額
が
当
該
決
算
額
を
超
え
る
と
き
は
、

当
該
超
え
る
額
を
控
除
し
た
額
)
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を

限
度
と
す
る
。

3
l
6

(略
)

○
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時
措
置
法

(昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
十
五
号
)

(抄
)

(目
的
)

第
一条

こ
の
法
律
は
、
奥
地
等
に
お
け
る
産
業
の
総
合
的
な
開
発

の
基
盤
と
な
る
べ
き
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
の
整
備
を
促
進
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
格
差
の
是
正
に
資
す
る
と
と
も
に
、
民
生
の

向
上
と
国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
)

第
四
条

建
設
大
臣
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
奥
地
等

産
業
開
発
道
路
の
新
設
及
び
改
築
に
関
す
る
計
画

(以
下

｢奥
地

等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
｣
と
い
う
。)
の
案
を
作
成
し
て
、
閣

議
の
決
定
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2
l
4

(略
)

(奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
の
実
施
に
関
す
る
措
置
)

第
五
条

政
府
は
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
計
画
を
実
施
す
る

た
め
必
要
な
資
金
の
確
保
を
図
り
、
か
つ
、
国
の
財
政
の
許
す
範

囲
内
に
お
い
て
、
そ
の
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

2

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
の
新
設
又
は

改
築
に
要
す
る
費
用
に
係
る
国
の
負
担
割
合
又
は
補
助
率
に
つ
い

て
は
、
道
路
法

(第
八
十
八
条
を
除
く
。)
の
規
定
に
か
か
わ
ら

ず
、
十
分
の
五
･
五
の
範
囲
内
で
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
‘

こ
と
が
で
き
る
o

附

則

1

(略
)

2

こ
の
法
律
は
、
平
成
十
年
三
月
三
十
一
日
限
り
そ
の
効
力
を
失

>-ノ
0

3
1
5

(略
)
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○
道
路
整
備
特
別
会
計
法

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
五
条
)

(抄
)

(設
置
)

第
一
条

道
路
整
備
緊
急
措
置
法

(昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
四

号
)
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
揮
発
油
税
の
収
入
額
に
相
当
す
る

金
額
及
び
石
油
ガ
ス
税
の
収
入
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額

を
同
法
第
二
条
の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
経
費

で
国
が
支
弁
す
る
も
の
の
財
源
に
充
て
て
行
う
道
路
整
備
事
業
(同

条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
の
新
設
、
改
築
、
維
持
及
び
修
繕
(以

下

｢道
路
の
整
備
｣
と
い
う
。)
に
関
す
る
事
業
で
国
が
行
う
も
の

並
び
に
道
路
の
整
備
に
関
す
る
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
の

国
の
負
担
金
そ
の
他
の
経
費
の
交
付
及
び
資
金
の
貸
付
け
を
い
う
。)

に
関
す
る
政
府
の
経
理
を
明
確
に
す
る
た
め
、
特
別
会
計
を
設
置

し
、
一
般
会
計
と
区
分
し
て
経
理
す
る
。

2

(略
)

附

則

1
ー
14

(略
)

脇

道
路
整
備
緊
急
措
置
法
及
び
奥
地
等
産
業
開
発
道
路
整
備
臨
時

措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(平
成
五
年
法
律
第
十
六
号
)

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
道
路
整
備
緊
急
措
置
法

(以
下

こ
の
項
に
お
い
て
｢改
正
前
の
法
｣
と
い
う
。
)
第
三
条
の
規
定
に

よ
り
、
揮
発
油
税
の
収
入
額
に
相
当
す
る
金
額
及
び
石
油
ガ
ス
税

の
収
入
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
金
額
を
改
正
前
の
法
第
二
条

の
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
実
施
に
要
す
る
経
費
で
国
が
支
弁
す

る
も
の
の
財
源
に
充
て
て
行
っ
た
道
路
整
備
事
業

(平
成
四
年
度

以
前
の
年
度
の
こ
の
会
計
の
予
算
で
平
成
五
年
度
以
後
の
年
度
に

繰
り
越
し
た
も
の
に
よ
り
行
う
道
路
整
備
事
業
を
含
む
。)
は
、
第

一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
道
路
整
備
事
業
に
含
ま
れ
る
も
の
と
す

る
o

16
1
羽

(略
)

さ
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特
集
/
道
路
関
係
法
令
改
正

道
路
法
施
行
令
の
一部
を
改
正
す
る
政
令
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

一
改
正
の
背
景

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

(平
成

十
年
政
令
第
三
十
七
号
)
及
び
道
路
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

(平
成
十
年
建
設
省
令
第
二

号
)
が
、
平
成
一
〇
年
三
月
六
日
に
公
布
さ
れ
、
同

年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
改
正
は
、
特
殊
法
人
の
整
理
合
理
化
と
い
う

政
府
全
体
の
方
針
の
中
で
、
日
本
道
路
公
団
に
つ
い

て
、
そ
の
管
理
す
る
高
速
道
路
等
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
占
用
料
の
見
直
し
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
(｢特
殊

法
人
等
の
整
理
合
理
化
に
つ
い
て
｣
(平
成
九
年
一
二

月
二
六
日
閣
議
決
定
)
等
)
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
占
用
料
の
算
定
方
法
を
改
め
た
も

の
で
あ
る
。

な
お
、
今
回
改
正
さ
れ
た
道
路
法
施
行
令
の
占
用

料
の
規
定
は
、
直
接
的
に
は
、
指
定
区
間
内
の
一
般

国
道

(直
轄
管
理
)
に
お
け
る
占
用
料
の
額
を
定
め

る
も
の
で
あ
る
が
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び
い
わ
ゆ

る
一
般
有
料
道
路
に
つ
い
て
日
本
道
路
公
団
等
が
徴

収
す
る
占
用
料
の
算
定
方
法
に
準
用
さ
れ
て
い
る
(道

路
整
備
特
別
措
置
法
第
十
八
条
の
二
、
同
令
第
六
条

の
二
第
一
項
)。

二

新
庄
な
算
定
方
法
の
導
入
の
必
要
性

の

今
回
の
改
正
は
、
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動

車
専
用
道
路
に
お
い
て
占
用
許
可
の
対
象
と
な
る

休
憩
所
、
給
油
所
及
び
自
動
車
修
理
所
(以
下
｢サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
｣
と
い
う
。)
の
占
用
料
の
算
定
方

法
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る

(道
路
法
施
行
令
第

十
九
条
の
二
)。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
高

速
自
動
車
国
道
の
建
設
が
開
始
さ
れ
て
ま
も
な
く

制
度
化
さ
れ
た
が

(昭
和
四
二
年
の
道
路
法
施
行

令
の
一
部
改
正
)、
そ
の
後
、
高
速
自
動
車
国
道
網

等
の
整
備
が
進
み
、
自
動
車
交
通
量
も
飛
躍
的
に

増
大
し
た
結
果
、
占
用
料
の
額
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
ら
の
状
況
変
化
を
踏
ま
え
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
収
益
実
態
に
見
合
っ
た
も
の
を
よ
り
正
確
に

算
定
で
き
る
よ
う
措
置
す
る
必
要
が
生
じ
て
き
た
。

特
に
日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
道
路
に
つ
い
て

第

は
、
特
殊
法
人
の
整
理
合
理
化
と
い
う
政
府
全
体

虎

の
方
針
の
中
で
、
｢特
殊
法
人
の
整
理
合
理
化
に
つ

道

い
て
｣
(平
成
七
年
二
月
二
四
日
)
及
び
｢特
殊
法

0

人
等
の
整
理
合
理
化
に
つ
い
て
｣
(平
成
九
年
一
二



月
二
六
日
)
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
占

得
る
こ
と
は
可
能
で
は
あ
る
が
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

鑑
定
評
価
手
法
に
準
拠
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ

用
料
の
見
直
し
に
関
す
る
閣
議
決
定
が
な
さ
れ
て

ア
の
よ
り
合
理
化
な
占
用
料
の
額
を
算
定
す
る
た

で
、
今
回
の
改
正
で
は
、
従
前
の
算
定
方
法
に

い
る
。

こ
ま
、

也

罐牛

多
大
^
-誼
ね以

}

頭
ハ

'

、

･

を

"

こ

ん
ナ

こ
れ
を
受
け
て
、
平
成
七
年
に
道
路
の
占
用
料

全
体
の
見
直
し
を
行
っ
た
際
に
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
に
つ
い
て
も
占
用
料
の
算
定
方
法
に
つ
い
て
見

直
し
を
行
っ
て
い
る

(平
成
七
年
一
〇
月
改
正
)。

具
体
的
に
は
、
そ
れ
ま
で
は
、
近
傍
類
似
の
土
地

の
地
価
に
対
し
て
、
道
路
の
使
用
料
率
を
乗
じ
て

い
た
も
の
を
、
近
傍
に
類
地
が
存
在
し
な
い
場
合

に
は
、
近
傍
要
件
に
と
ら
わ
れ
ず
に
類
似
の
土
地

を
選
定
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

山
間
部
等
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
い
て

も
、
都
市
部
の
商
業
地
を
類
似
地
に
選
定
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
よ
り
妥
当
な
占
用
料
を
徴
収

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

②

し
か
し
、
高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用

道
路
は
構
造
的
に
も
通
行
規
制
上
に
も
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
み
に
出
入
り
が
制
限
さ
れ
て
い
る
、

い
わ
ば
閉
鎖
的
空
間
で
あ
り
、
そ
の
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
は
、
占
用
者
の
新
規
参
入
が
制
限
さ
れ
、
通

行
者
に
も
選
択
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
い
わ
ば
独

占
的
な
利
益
を
占
用
者
に
も
た
ら
す
場
合
が
あ
る
。

今
回
の
改
正
前
の
算
定
方
法
で
も
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
の
高
い
利
用
状
況
に
見
合
っ
た
類
似
の
土
地
を

適
切
に
選
定
し
た
上
で
妥
当
な
算
定
決
定
結
果
を

ア
の
よ
り
合
理
化
な
占
用
料
の
額
を
算
定
す
る
た

め
に
は
、
立
地
条
件
や
形
状
の
類
似
性
等
か
ら
類

似
地
を
選
定
し
て
そ
の
地
価
に
国
有
財
産
の
使
用

料
率
を
援
助
し
た
一
定
の
料
率
を
乗
じ
る
現
行
の

算
定
方
法
で
、
独
占
的
利
益
部
分
を
も
評
価
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
る
か
の
検
証
と
評
価
で
き
て
い

な
い
場
合
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。

③

道
路
の
占
用
料
の
額
を
定
め
た
道
路
法
施
行
令

別
表
は
、
公
共
用
物
で
あ
る
道
路
の
特
別
使
用
に

よ
っ
て
占
用
者
が
受
け
る
利
益
の
対
価
を
占
用
料

と
し
て
徴
収
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
対
価
説
に
立

つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
利
益
と
こ
れ
に
応

じ
た
負
担
の
程
度
は
、
道
路
区
域
で
は
な
い
私
有

地

(以
下

｢民
地
｣
と
い
う
。)
に
お
け
る
賃
借
に

よ
る
利
益
と
負
担
の
関
係
と
同
等
と
の
考
え
方
に

依
る
も
の
で
あ
る

(具
体
的
に
は
、
同
表
に
お
け

る
定
額
物
件
及
び
定
率
物
件
の
占
用
料
の
算
定
方

式

【占
用
料
=
占
用
面
積
×
土
地
の
価
格
×
一
定

の
料
率
】
は
、
民
地
を
賃
借
す
る
場
合
の
賃
料
の

算
定
方
法
の
一
つ
で
あ
る
不
動
産
評
価
基
準
に
お

け
る
積
算
法

(注
1
)
に
相
当
し
て
い
る
)
。
し
た

が
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
独
占
的
利
益
を
評

価
で
き
て
い
な
い
場
合
の
調
整
を
行
う
場
合
に
お

い
て
も
、
悉
意
性
を
排
除
し
た
客
観
的
な
算
定
方

法
と
す
る
た
め
に
は
公
的
な
手
法
で
あ
る
不
動
産

で
、
今
回
の
改
正
で
は
、
従
前
の
算
定
方
法
に
加

え
て
、
不
動
産
鑑
定
評
価
基
準
に
お
け
る
収
益
分

析
法
の
考
え
方
に
準
拠
し
た
算
定
方
法
を
導
入
す

る
こ
と
と
し
、
両
者
の
結
果
を
勘
案
し
て
占
用
料

を
算
定
す
る
こ
と
と
し
た

(不
動
産
鑑
定
評
価
基

準
に
お
い
て
も
、
可
能
な
場
合
に
は
、
収
益
分
析

法
を
比
較
考
量
し
て
賃
料
を
決
定
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
)
。

(注
1
)積
算
法
と
は
、
対
象
不
動
産
に
つ
い
て
、
価
格
時
点
に
お
け

る
基
礎
価
格

(対
象
不
動
産
の
有
す
る
経
済
的
価
値
)
を
求

め
、
こ
れ
に
期
待
利
回
り

(賃
貸
借
等
に
供
す
る
不
動
産
を

取
得
す
る
た
め
に
要
し
た
資
本
に
相
当
す
る
額
に
対
し
て
期

待
さ
れ
る
純
利
益
の
そ
の
資
本
相
当
額
に
対
す
る
割
合
)
を

乗
じ
て
得
た
額
に
不
動
産
の
賃
貸
借
等
を
継
続
す
る
た
め
に

通
常
必
要
と
さ
れ
る
必
要
諸
経
費
を
加
算
し
て
対
象
不
動
産

の
試
産
賃
料

(=
積
算
賃
料
)
を
求
め
る
手
法

三

改
正
の
具
体
的
内
容

○

収
益
分
析
法
的
算
定
方
法
に
つ
い
て

今
回
の
道
路
法
施
行
令
の
改
正
で
は
、
類
地
の
地

価

(時
価
)
に
一
定
の
率
を
乗
じ
る
従
前
の
積
算
法

的
算
定
方
法
に
加
え
て
、
類
地
の
売
上
高
と
土
地
の

純
賃
料
と
の
関
係
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
お
け
る
売

上
高
と
占
用
料
と
の
関
係
に
当
て
は
め
る
と
い
う
収

益
分
析
法
的
算
定
方
法
を
導
入
し
、
両
者
の
結
果
を

勘
案
し
て
占
用
料
の
額
を
算
定
す
る
こ
と
と
し
た
(図

1
参
照
)。



猟　　
令

な霊図 1 従前の算定方法と新たな算定方法

収
益
分
析
法
は
、
純
収
益

(売
上
げ
)
を
分
析
し

て
土
地
に
帰
属
す
べ
き
純
賃
料
に
相
当
す
る
額
を
求

め
て
こ
れ
に
公
租
公
課
等
の
必
要
諸
経
費
等
を
加
算

し
て
賃
料
を
求
め
よ
う
と
す
る
算
定
方
法
で
あ
り
(サ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
公
租
公
課

を
含
む
も
の
で
は
な
い
の
で
、
純
賃
料
に
当
た
る
も

の
を
求
め
る
こ
と
と
な
る
。
)、
具
体
的
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
の
収
益
が
前
面
道
路
の
交
通
量
等
と
相

関
関
係
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
予
測
交
通
量
等
か
ら
売

積算法的算定方法　 　　 　
に 婦 I- - - -一一 従前の占用料
　 　 　 [↓
(近傍) 類地の地価 × 0.018

収益分析法的算定方法 両者を勘案→ 新占用料

圧 災 鰔 上高×(近傍)類地の嚢
･
-

-↑

上
収
入
額
を
推
計
し

(継
続
占
用
の
場
合
は
、
過
年

度
の
実
績
か
ら
算
定
で
き
る
。)、
市
場
の
営
業
形
態
、

繁
華
性
等
が
類
似
し
て
い
る
商
業
地
の
収
益
と
賃
料

の
関
係
を
観
察
し
て
得
ら
れ
る
率
等
を
用
い
て
売
上

収
入
額
に
応
じ
た
妥
当
な
額
を
算
定
す
る
。

こ
の
収
益
分
析
法
は
、
不
動
産
鑑
定
評
価
手
法
に

お
い
て
も
、
常
に
採
用
可
能
な
も
の
で
は
な
く
、
経

営
主
体
に
よ
る
企
業
収
益
に
及
ぼ
す
影
響
が
少
な
い

場
合
等
に
有
効
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
い
え

ば
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
占
用
に
よ
っ

て
生
じ
る
収
益
が
、
飲
食
提
供
、
物
販
等
に
よ
る
典

型
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
売
上
そ
の
も
の
で
あ
り
、
加
え

て
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
が
計
画
的
に
設
置
さ
れ
て
い
る

た
め
新
規
参
入
も
な
い
こ
と
か
ら
、
算
定
が
可
能
で

あ
り
、
ま
た
、
収
益
の
占
用
主
体
に
よ
る
影
響
が
少

な
い
と
考
え
ら
れ
、
収
益
分
析
法
的
算
定
方
法
の
適

用
が
妥
当
す
る
場
合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②

道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

類
地
に
お
け
る
土
地
の
純
賃
料
と
売
上
高
と
の
関

係
を
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

(S
A
)
の
売
上
高
に
当
て

は
め
る
収
益
分
析
的
算
定
方
法
は
、
道
路
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
う
道
路
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正

に
よ
り
追
加
さ
れ
た
同
規
則
第
四
条
の
五
の
二
に
お

い
て
具
体
的
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

前
述
の
と
お
り
、
収
益
分
析
的
算
定
方
法
は
、

の
式
で
表
さ
れ
る
が
、
類
地
と
し
て
選
定
し
た
土
地

に
お
け
る
営
業
形
態
に
よ
っ
て
当
該
土
地
の
純
賃
料

を
求
め
る
方
法
も
次
の
と
お
り
、
二
通
り
に
分
か
れ

"る
0①

類
地
に
お
け
る
営
業
形
態
が
、
土
地
を
賃
借

し
建
物
を
自
ら
所
有
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ

る
場
合

こ
の
場
合
の
土
地
の
純
賃
料
は
、
賃
貸
料
か

ら
、
賃
貸
料
に
転
嫁
さ
れ
て
い
る
当
該
土
地
の

管
理
諸
費
を
除
け
ば
求
ま
る
。

し
た
が
っ
て
、
S
A
に
つ
い
て
、
収
益
分
析

法
的
算
定
方
法
を
用
い
た
算
定
結
果
Y
は
次
の

式
で
求
ま
る
o

　

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②

類
地
に
お
け
る
営
業
形
態
が
、
テ
ナ
ン
ト
方

式
の
場
合

(建
物
と
土
地
の
所
有
者
が
同
一
の

,
場
合
)

テ
ナ
ン
ト
が
支
払
う
賃
貸
料
は
、
土
地
･
建

物
双
方
の
賃
貸
料
な
の
で
、
土
地
の
純
賃
料
を

求
め
る
に
は
、
ま
ず
、
賃
貸
料
か
ら
、
転
嫁
さ
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れ
て
い
る
土
地
･
建
物
の
管
理
諸
経
費
分
を
除

き
、
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
の
土
地
の
純
賃
料
を

求
め
る
必
要
が
あ
る
。

し
た
が

っ
て
、
こ
の
場
合
の
S
A
に
つ
い
て
、

収
益
分
析
的
方
法
を
用
い
た
算
定
結
果
Y
は
、

次
の
式
で
き
ま
る
o

て

=

⑦
P
e
攪
拌
副

×

　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　

(参
考
…
具
体
的
な
算
定
の
例
)

道
路
法
施
行
令
及
び
道
路
法
施
行
規
則
に
規
定
さ

れ
た
算
定
方
法
に
よ
り
、
あ
る
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

類
地
が
テ
ナ
ン
ト
方
式
で
営
業
さ
れ
て
い
る
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
場
合
を
例
に
と
る
と
、
具

体
的
な
新
占
用
料
の
算
定
式
は
次
の
と
お
り
と
な
る
。

①

従
前
の
積
算
法
的
算
定
方
法
に
よ
る
単
位
面

積
当
た
り
の
算
定
額

(以
下

｢積
算
占
用
料
｣

と
い
う
。)
を
×
(類
似
の
商
業
地
の
地
価
を
選

定
し
、
そ
の
地
価
に
対
し
て
○
･
0
一
八
を
乗

じ
て
得
た
額
)
と
す
る
。

②

新
た
に
導
入
し
た
収
益
分
析
法
的
算
定
方
法

に
よ
る
単
位
面
積
当
た
り
の
算
定
額
(以
下
｢収

益
占
用
料
｣
と
い
う
。)
は
次
の
と
お
り
求
ま

ろ
↓0商

業
地
の
売
上
高
と
賃
料
の
関
係
は
、
一
般

的
に
は
、
テ
ナ
ン
ト
営
業
の
売
上
高
と
賃
料
の

関
係
の
考
察
に
よ
り
必
要
な
情
報
を
得
ら
れ
る
。

･
ま
ず
、
類
似
の
土
地
の
売
上
高
に
対
す
る
テ

ナ
ン
ト
賃
料

(土
地
及
び
建
物
の
純
賃
料
分

と
管
理
経
費
分
で
あ
る
。)
の
比
率
を
求
め
、

こ
の
比
率
を
a
と
す
る
。

･
次
に
質
料
の
中
の
土
地
及
び
施
設
の
管
理
経

費

(維
持
修
繕
費
、
公
租
公
課
等
)
の
負
担

部
分
が
占
め
る
割
合
b
を
控
除
し
た

(
｣
-

g
は
土
地
と
施
設
の
純
賃
料
の
割
合
と
な

る
･0

･
こ
の
う
ち
、
土
地
の
純
賃
料
が
占
め
る
割
合

c
を
把
握
す
る
o

･
こ
れ
ら
を
算
定
、
把
握
し
た
上
で
の
単
位
当

た
り
の
収
益
占
用
料
Y
は
、

て
=
の
>
"
楡
鷆
韻
胛
舞
ン
職
×
鑓
×

(
]
-
E

x
o
＼
叶
濶
酬
藤
と
な
る
。

③
積
算
占
用
料
と
収
益
占
用
料
を
勘
案
し
、
平
均

を
算
定
す
る
の
が
妥
当
で
あ
れ
ば
、
叶
曲
滋
=

×
+
て
＼
N
と
な
る
。

売 上 高

a
テナント賃料

( 管 理 経 費 )

料
÷
賃絲扇

建物分分
c
地土

道行セ 98,4 ノ3
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(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条
の
二

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
は
、別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
(第

七
条
第
八
号
に
掲
げ
る
休
憩
所
、
給
油
所
及
び
自
動
車
修
理
所
に
あ
っ
て
は
、
同
表
占
用
料
の
欄
に

定
め
る
額
並
び
に
道
路
の
交
通
量
等
か
ら
見
込
ま
れ
る
当
該
休
憩
所
、
給
油
所
及
び
自
動
車
修
理
所

に
お
い
て
行
わ
れ
る
営
業
に
よ
り
通
常
得
ら
れ
る
売
上
収
入
額
に
応
じ
て
建
設
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
勘
案
し
て
占
用
面
積
一
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
一
年
当
た
り
の
妥
当
な
占

用
の
対
価
と
し
て
算
定
し
た
額
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。)
に
、
法
第
三
十
二
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成

立
し
た
占
用
の
期
間

(電
線
共
同
溝
に
係
る
占
用
料
に
あ
っ
て
は
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下

｢電
線
共
同
溝
整
備
法
｣
と
い
う
。)
第
十

条
、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
電
線
共
同
溝

整
備
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間

(当
該
許
可

又
は
当
該
協
議
に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
が
当
該
許
可
を
し
、
又

は
当
該
協
議
が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
該
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
か
ら
当
該
占
用

す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
末
日
ま
で
の
期
間
)。
以
下
こ
の
頃
、
次
項
、
次
条
第
一
項
及
び
別
表
の

備
考
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。)
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除

し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
)
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
表
占
用
料
の
欄
に
定

め
る
金
額
に
、
各
年
度
に
お
け
る
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定

め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

百
円
)
の
合
計
額
と
す
る
。

2
1
4

(略
)

改

正

案

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条
の
二

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
は
、
別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、

法
第
三
十
二
条
第

一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の
規
定

に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間

(電
線
共
同
溝
に
係
る
占
用
料
に
あ
っ
て
は
、
電
線
共
同
溝

の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下

｢電
線
共
同
溝
整
備
法
｣

と
い
う
。)第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又

は
電
線
共
同
溝
整
備
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期

間

(当
該
許
可
又
は
当
該
協
議
に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
が
当
該

許
可
を
し
、
又
は
当
該
協
議
が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
該
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日

か
ら
当
該
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
来
日
ま
で
の
期
間
)。
以
下
こ
の
項
、
次
項
、
次
条
第
一

項
及
び
別
表
の
備
考
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。)
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定

め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

百
円
)
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
同
表

占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
各
年
度
に
お
け
る
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料

の
単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場

合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
)
の
合
計
額
と
す
る
。

2
l
4

(略
)

現

行

道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○
道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
)

(抄
)

(傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
)



道
路
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
案

参
照
条
文

○
道
路
法

(昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
)(抄

)

(道
路
の
占
用
の
許
可
)

第
三
十
二
条

道
路
に
左
の
各
号
の
一
に
掲
げ
る
工
作
物
、
物
件
又

は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
し
よ
う
と
す
る
場
合
に

お
い
て
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
電
柱
、
電
線
、
変
圧
塔
、
郵
便
差
出
箱
、
公
衆
電
話
所
、
広

告
塔
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
工
作
物

二

水
管
、
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
件

三

鉄
道
、
軌
道
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

四

歩
廊
、
雪
よ
け
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

五

地
下
街
、
地
下
室
、
通
路
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

六

露
店
、
商
品
置
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
施
設

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
外
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通

に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
で
政
令

で
定
め
る
も
の

2

前
項
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
左
の
各
号
に
掲
げ
る

事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
道
路
管
理
者
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

一
道
路
の
占
用

(道
路
に
前
項
各
号
の
一
に
掲
げ
る
工
作
物
、

物
件
又
は
施
設
を
設
け
、
継
続
し
て
道
路
を
使
用
す
る
こ
と
を

言
う
。
以
下
同
じ
。)
の
目
的

二

道
路
の
占
用
の
期
間

三

道
路
の
占
用
の
場
所

四

工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
の
構
造

五

工
事
実
施
の
方
法

六

工
事
の
時
期

七

道
路
の
復
旧
方
法

3

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者

(以
下

｢道
路
占
用

者
｣
と
い
う
。)
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
そ
の
変
更
が
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に

支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
な
い
と
認
め
ら
れ
る
軽
易
な
も
の
で
政
令
で

定
め
る
も
の
で
あ
る
場
合
を
除
く
外
、
あ
ら
か
じ
め
道
路
管
理
者

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4
･
5

(略
)

(国
の
行
う
道
路
の
占
用
の
特
例
)

第
三
十
五
条

郵
便
そ
の
他
国
の
行
う
事
業
の
た
め
の
道
路
の
占
用

に
つ
い
て
は
、
第
三
十
二
条
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
国
が
道
路
管
理
者
と
協
議
す
れ
ば
足
り
る
。
こ
の
場
合

に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
及
び
第
三
十
九
条

に
規
定
す
る
占
用
料
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
そ
の

基
準
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

(占
用
料
の
徴
収
)

第
三
十
九
条

道
路
管
理
者

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
国
、

指
定
区
間
外
の
国
道
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県

知
事
の
統
括
す
る
都
道
府
県
。
以
下
本
条
中
同
じ
。)は
、
道
路
の

占
用
に
つ
き
占
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
道
路

の
占
用
が
国
の
行
う
事
業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
及
び
地
方
公
共

団
体
の
行
う
事
業
で
地
方
財
政
法

(昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九

号
)
第
六
条
に
規
定
す
る
公
営
企
業
以
外
の
も
の
に
係
る
場
合
に

お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
占
用
料
の
額
及
び
徴
収
方
法
は
、
道
路
管

理
者
で
あ
る
地
方
公
共
団
体
の
条
例

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ

っ
て
は
、
政
令
)
で
定
め
る
。
但
し
、
条
例
で
定
め
る
場
合
に
お

い
て
は
、
第
三
十
五
条
に
規
定
す
る
事
業
及
び
全
国
に
わ
た
る
事

業
で
政
令
で
定
め
る
も
の
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定

め
る
基
準
の
範
囲
を
こ
え
て
は
な
ら
な
い
。

○
道
路
法
施
行
令

(昭
和
二
十
七
年
政
令
第
四
百
七
十
九
号
)

(抄
)

(道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
工
作

物
等
)

第
七
条

法
第
三
十
二
条
第
一
項
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め

る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

-
-
七

(略
)

八

高
速
自
動
車
国
道
又
は
自
動
車
専
用
道
路
道
路
に
設
け
る
休

憩
所
、
給
油
所
及
び
自
動
車
修
理
所

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
)

第
十
九
条
の
二

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
額
は
、
別

表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
法
第
三
十
二
条
第
一
項
若
し

く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
法
第
三
十
五
条
の

規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間

(電
線
共
同
溝
に
係

る
占
用
料
に
あ
っ
て
は
、
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別

措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
。
以
下

｢電
線
共
同
溝
整

備
法
｣
と
い
う
。)
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
二

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
電
線
共
同
溝
整
備
法

第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
す
る
こ
と
が

で
き
る
期
間

(当
該
許
可
又
は
当
該
協
議
に
係
る
電
線
共
同
溝
へ

の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
日
が
当
該
許
可
を
し
、
又
は
当

該
協
議
が
成
立
し
た
日
と
異
な
る
場
合
に
は
、
当
該
敷
設
工
事
を

開
始
し
た
日
か
ら
当
該
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
期
間
の
末
日
ま

で
の
期
間
)。
以
下
こ
の
項
、
次
項
、
次
条
第
一
項
及
び
別
表
の
備

考
第
九
号
に
お
い
て
同
じ
。)
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の

単
位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
(そ

の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
)
と
す
る
。

た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お

い
て
は
、
同
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
各
年
度
に
お
け

る
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に

定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百

円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百
円
)
の
合
計
額
と
す
る
。

2

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
道

路
の
占
用
の
う
ち
占
用
の
期
間
が
一
月
未
満
の
も
の
に
つ
い
て
の

占
用
料
の
額
は
、
別
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
当
該
占

用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単
位
の
欄
に
定
め

る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
一
･
0
五
を
乗
じ

て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
百

円
)
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間
が
翌
年
度
に
わ
た
る

場
合
に
お
い
て
は
、
同
表
占
用
料
の
欄
に
定
め
る
金
額
に
、
各
年

度
に
お
け
る
占
用
の
期
間
に
相
当
す
る
期
間
を
同
表
占
用
料
の
単

位
の
欄
に
定
め
る
期
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額
に
÷

道イテセ 98.4 /5



0
五
を
乗
じ
て
得
た
額

(そ
の
額
が
百
円
に
満
た
な
い
場
合
に
あ

っ
て
は
、
百
円
)
の
合
計
額
と
す
る
。

3
･
4

(略
)

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
の
徴
収
方
法
)

第
十
九
条
の
三

指
定
区
間
内
の
国
道
に
係
る
占
用
料
は
、
法
第
三

十
二
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又

は
法
第
三
十
五
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
占
用
の
期
間

に
係
る
分
を
、
当
該
占
用
の
許
可
を
し
、
又
は
当
該
占
用
の
協
議

が
成
立
し
た
日

(電
線
共
同
溝
に
係
る
占
用
料
に
あ
っ
て
は
、
電

線
共
同
溝
整
備
法
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十
二

条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
し
、
又
は
電
線
共
同
溝
整
備
法

第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
協
議
が
成
立
し
た
日

(当
該
許
可
又

は
当
該
協
議
に
係
る
電
線
共
同
溝
へ
の
電
線
の
敷
設
工
事
を
開
始

し
た
日
が
当
該
許
可
を
し
、
又
は
当
該
協
議
が
成
立
し
た
日
と
異

な
る
場
合
に
は
、
当
該
敷
設
工
事
を
開
始
し
た
ロ
))
か
ら
一
月
以

内
に
納
入
告
知
書

(法
第
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
大

臣
が
都
道
府
県
知
事
又
は
指
定
市
の
長
に
占
用
料
を
徴
収
す
る
権

限
を
行
わ
せ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
納
入
通
知
書
)
に
よ
り

一
括
し
て
徴
収
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
占
用
の
期
間

が
翌
年
度
以
降
に
わ
た
る
場
合
に
お
い
て
は
、
翌
年
度
以
降
の
占

用
料
は
、
毎
年
度
、
当
該
年
度
分
を
四
月
三
十
日
ま
で
に
徴
収
す

る
も
の
と
す
る
。

2
･
3

(略
)

!6 道行セ 98,4

備
考一

ー
六

(略
)

七

A
は
、
近
傍
類
似
の
土
地

(第
七
条
第
八
号
に
掲
げ
る
休
憩
所
、
給
油
所
又
は
自
動
車
修
理
所
に
つ
い
て
近
傍
に
類
似

の
土
地
が
存
し
な
い
場
合
に
は
、
立
地
条
件
、
収
益
性
等
土
地
価
格
形
成
上
の
諸
要
素
が
類
似
し
た
土
地
)
の
時
価
を
表

す
も
の
と
す
る
。

八

(略
)

九

占
用
料
の
額
が
年
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
占
用
物
件
に
係
る
占
用
の
期
間
が
一
年
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の
期
間

に
一
年
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
月
割
を
も
っ
て
計
算
し
、
な
お
、
一
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
一
月
と
し
て
計

算
し
、
占
用
料
の
額
が
月
額
で
定
め
ら
れ
て
い
る
占
用
物
件
に
係
る
占
用
の
期
間
が
一
月
未
満
で
あ
る
と
き
、
又
は
そ
の

期
間
に
一
月
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
一
月
と
し
て
計
算
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
条
第
八
号
に

掲
げ
る
休
憩
所
、

給
油
所
及
び
自
動

車
修
理
所

(略
)

占

用

物

件

そ
の
他
の
も
の

上
空
、
ト
ン
ネ
ル
の

上
又
は
高
速
自
動
車

国
道
若
し
く
は
自
動

車
専
用
道
路

(高
架

の
も
の
に
限
る
。)
の

路
面
下
に
設
け
る
も

の

階
数
が
四
以

上
の
も
の

階
数
が
三
の

も
の

階
数
が
二
の

も
の

階
数
が
一
の

も
の

占
用
面
積

一
平
方
メ

ー
ト
ル
に

つ
き
一
年

単

位

占

用

料

A
に
○
･
0
一
八
を
乗
じ
て
得
た
額

A
に
0
･
0
〇

九
を
乗
じ
て
得

A
に
0
･
0
〇

八
を
乗
じ
て
得

A
に
○
･
0
〇

六
を
乗
じ
て
得

A
に
0
･
0
〇

五
を
乗
じ
て
得

甲

地

乙

地

丙

地

所

在

地

A
に
0
,
0

一

三
を
乗
じ
て
得

A
に
○
,
0

一

一
を
乗
じ
て
得

A
に
○
･
0
〇

九
を
乗
じ
て
得

A
に
○
･
0
〇

六
を
乗
じ
て
得

た
額

A
に
0
,
0
一

六
を
乗
じ
て
得

A
に
0
,
0
一

五
を
乗
じ
て
得

A
に
0
･
0

一

一
を
乗
じ
て
得

A
に
0
･
0
〇

八
を
乗
じ
て
得

た
額

別
表

(第
十
九
条
の
二
関
係
)



○
道
路
整
備
特
別
措
置
法

(昭
和
三
十
一
年
法
律
第
七
号
)

(抄
)

(道
路
管
理
者
が
権
限
を
行
う
場
合
の
意
見
の
聴
取
等
)

第
十
七
条

道
路
管
理
者
は
、
ロ
本
道
路
公
団
が
第
三
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
て
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
第
四
条
の
規
定
に

よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
い
、
若
し
く
は
第
五
条
第

一
項
の
許
可
を
受
け
て
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う
道
路

(高
速
自
動
車
国
道
を
除
く
。)、
首
都
高
速
道
路
公
団
が
第
七
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
若

し
く
は
第
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧

を
行
う
首
都
高
速
道
路
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
が
第
七
条
の
二
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
き
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
若
し
く
は

第
七
条
の
五
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う

阪
神
高
速
道
路
、
本
州
四
国
連
絡
橋
公
団
が
第
七
条
の
七
の
規
定

に
基
づ
き
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
第
七
条
の
九
の
規
定
に

よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
い
、
若
し
く
は
第
七
条
の

十
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
う

本
州
四
国
連
絡
道
路
又
は
地
方
道
路
公
社
が
第
七
条
の
十
二
第
一

項
の
許
可
を
受
け
て
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
第
七
条
の
十

六
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を
行
い
、
若
し
く

は
第
七
条
の
十
七
第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
維
持
、
修
繕
及
び
災

害
復
旧
を
行
う
道
路
若
し
く
は
地
方
道
路
公
社
が
第
七
条
の
十
四

第
一
項
の
許
可
を
受
け
て
新
設
し
、
若
し
く
は
改
築
し
、
若
し
く

は
第
七
条
の
十
六
の
規
定
に
よ
り
維
持
、
修
繕
及
び
災
害
復
旧
を

行
う
指
定
都
市
高
速
道
路

(以
下

｢公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国

道
等
｣
と
い
う
。)
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
権
限
を
行
お
う
と
す

る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
公
団
等
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

-
-
五

(略
)

2

(略
)

(占
用
料
の
徴
収
に
つ
い
て
の
道
路
法
の
規
定
の
準
用
)

第
十
八
条
の
二

道
路
法
第
三
十
九
条
の
規
定
は
、
日
本
道
路
公
団

の
管
理
す
る
高
速
自
動
車
国
道
及
び
公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国

道
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一
項

中

｢道
路
管
理
者

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
国
、
指
定

2
ー
3

(略
)

区
間
外
の
国
道
に
あ
っ
て
は
道
路
管
理
者
で
あ
る
都
道
府
県
知
事

(電
線
共
同
…

の
統
轄
す
る
都
道
府
県
。
以
下
本
条
中
同
じ
。)｣と
あ
る
の
は
｢日

本
道
路
公
団
、
首
都
高
速
道
路
公
団
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
、
本

州
四
国
連
絡
橋
公
団
又
は
地
方
道
路
公
社

(以
下
、
｢公
団
等
｣
と

い
う
。)｣
と
、
同
条
第
二
項
中

｢道
路
管
理
者
で
あ
る
地
方
公
共

団
体
の
条
例

(指
定
区
間
内
の
国
道
に
あ
っ
て
は
、
政
令
)｣
と
あ

る
の
は

｢政
令
｣
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

○
道
路
整
備
特
別
措
置
法
施
行
令

(昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
十
九
号
)

(抄
)

(占
用
料
の
額
)

第
六
条
の
二

日
本
道
路
公
団
の
管
理
す
る
高
速
自
動
車
国
道
又
は

公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国
道
等

(法
第
十
七
条
第
一
項
に
規
定

す
る
公
団
等
の
管
理
す
る
一
般
国
道
等
を
い
う
。)
に
係
る
占
用
料

の
額
は
、
道
路
法
施
行
令
第
十
九
条
の
二
第
一
項
又
は
第
二
項
に

規
定
す
る
額
と
す
る
。

○
電
線
共
同
溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法

(平
成
七
年
法
律
第
三
十
九
号
)

(抄
)

(占
用
予
定
者
に
対
す
る
電
線
共
同
溝
の
占
用
の
許
可
)

第
十
条

道
路
管
理
者
は
、
電
線
共
同
溝
の
建
設
又
は
増
設
を
完
了

し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
明
ら
か
に
し
て
、

電
線
共
同
溝
の
占
用
予
定
者
又
は
増
設
に
係
る
電
線
共
同
溝
の
占

用
予
定
者
に
当
該
電
線
共
同
溝
の
占
用
の
許
可
を
す
る
も
の
と
す

る
“。

一
-
三

(略
)

(占
用
予
定
者
で
あ
っ
た
も
の
以
外
の
者
に
よ
る
電
線
共
同
溝
の

占
用
の
許
可
)

第
十
一
条

前
条
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
受
け
た
者
以
外
の
者
で
あ

っ
て
も
、
電
線
共
同
溝
の
収
容
能
力
に
余
裕
が
あ
る
と
き
は
、
建

設
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を
受
け

て
、
電
線
共
同
溝
を
占
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(電
線
共
同
溝
の
占
用
に
係
る
変
更
の
許
可
)

第
十
二
条

道
路
管
理
者
は
、
第
十
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
許
可
(こ
の
項
の
規
定
に
よ
る
変
更
の
許
可
を
含
む
。)
を
受

け
た
者
か
ら
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
第
十
条
各
号
に

掲
げ
る
事
項
の
変
更
の
許
可
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

(略
)

(国
の
行
う
電
線
共
同
溝
の
占
用
の
許
可
等
の
特
例
)

第
二
十
一
条

国
の
行
う
電
線
共
同
溝
の
占
用
又
は
占
用
に
係
る
権

利
の
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
国
と
道
路
管
理
者
と
の
協
議
が
成
立
す

る
こ
と
を
も
っ
て
、
第
十
条
、
第
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
又
は
第
十
五
条
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
承
認
を
受
け
た
も
の
と
み
な
す
。

道行セ 98,4 ノ7



特
集
/
道
路
関
係
法
令
改
正

道
路
標
識
、区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令

の
一
部
を
改
正
す
る
命
令
に
つ
い
て

一

改
正
の
趣
旨

貨
物
輸
送
の
効
率
化
、
円
滑
化
等
に
資
す
る
た
め
、

平
成
五
年
に
道
路
構
造
令

(昭
和
四
十
五
年
政
令
第

三
百
二
十
号
)
及
び
車
両
制
限
令

(昭
和
三
十
六
年

政
令
第
二
百
六
十
五
号
)
を
改
正
し
、
車
両
の
大
型

化
に
対
応
し
た
新
構
造
基
準
に
基
づ
き
道
路
整
備
を

進
め
る
こ
と
と
し
、
高
速
自
動
車
国
道
及
び
道
路
管

理
者
が
指
定
し
た
道
路

(以
下

｢総
重
量
緩
和
指
定

道
路
｣
又
は
単
に

｢指
定
道
路
｣
と
い
う
。
車
両
制

限
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
ィ
参
照
)
に
お
い
て
は
、

総
重
量
二
〇
ト
ン
を
超
え
る
車
両

(車
両
の
長
さ
及

び
軸
距
に
応
じ
最
大
二
五
ト
ン
、
以
下

｢二
〇
ト
ン

超
車
｣
と
い
う
。)が
自
由
に
走
行
で
き
る
仕
組
み
が

創
設
さ
れ
た
。

従
来
、
指
定
道
路
は
、
自
動
車
専
用
道
路
約
四
〇

○
如
に
限
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
橋
梁
の

補
強
等
の
道
路
整
備
の
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
一
〇

年
四
月
一
日
に
自
動
車
専
用
道
路
以
外
の
道
路
に
も

指
定
が
拡
大
さ
れ
、
指
定
道
路
は
約
二
万
六
、
一
〇

〇
如
と
な
っ
た
。

指
定
道
路
が
自
動
車
専
用
道
路
の
み
に
限
定
さ
れ

て
い
れ
ば
、
自
動
車
専
用
道
路
は
構
造
的
に
他
路
線

と
の
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
い
る
た
め
、
二
〇
ト

ン
超
車
が
指
定
道
路
以
外
の
道
路
に
特
車
許
可
を
得

ず
に
進
入
す
る
こ
と
は
想
定
し
難
か
っ
た
が
、
今
回
、

指
定
道
路
に
自
動
車
専
用
道
路
以
外
の
道
路
も
含
ま

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
二
〇
ト
ン
超
車
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
と
っ
て
道
路
構
造
や
既
存
の
案
内
標
識
の

み
か
ら
指
定
道
路
で
あ
る
か
否
か
を
認
識
し
難
い
簡

古
橋

季

良

所
の
発
生
が
想
定
さ
れ
得
る
。
そ
の
た
め
、
指
定
道

路
を
周
知
し
、
二
〇
ト
ン
超
車
両
が
適
切
に
指
定
道

路
を
走
行
で
き
る
よ
う
、
指
定
道
路
の
迂
回
路
及
び

始
点
･
終
点
等
を
案
内
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、

道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令

(昭
和
三
十
五
年
総
理
府
令
･
建
設
省
令
第
三
号
)

の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
新
た
な
案
内
標
識
が
規
定
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た

(平
成
一
〇
年
三
月
二
四
日
公

布
、
同
年
四
月
一
日
施
行
)。

【参

考
】

･
二
0
t
超
車
"
約
六
万
台

(二
0
t
-
二
五
t

合
計
、
平
成
八
年
三
月
末
現
在
)

･
高
速
自
動
車
国
道
及
び
指
定
道
路
の
延
長

(平
成
一
〇
年
度
当
初
)約
三
二
、
五
〇
〇
如

(基
本
は
高
規
格
幹
線
道
路
、
直
轄
国
道
)

メβ 道行セ 98.4



(平
成
一
四
年
度
末
)約
六
0
、
○
○
○
虹

(基
本
は
一
般
国
道
以
上
)

(二
一
世
紀
初
頭
)約
二
〇
0
、
○
○
○
贓

(都
道
府
県
道
以
上
)

･
指
定
道
路
延
伸
に
伴
う
迂
回
経
路

平
成
一
〇
年
度
当
初
で
、
迂
回
区
間
…
約
四

〇
区
間

②

総
重
量
限
度
緩
和
指
定
道
路
の
方
向
を
表
示
す
る

案
内
標
識
の
新
設

ド
ラ
イ
バ
ー
に
指
定
道
路
の
迂
回
路
等
を
知
ら
せ

る
た
め
に
、
指
定
道
路
の
分
岐
点
等
に
お
い
て
指
定

道
路
の
方
向
を
案
内
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
走
行
し
て
い
る
指
定
道
路
の
方
向
を
示
す
図
2

の
案
内
標
識
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。

③

総
重
量
限
度
緩
和
指
定
道
路
の
始
点
･終
点
を
表

示
す
る
補
助
標
識
の
新
設

本
標
識
が
案
内
す
る
指
定
道
路
の
始
点
･
終
点
を

示
す
図
3
の
補
助
標
識
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。
こ

れ
ら
の
補
助
標
識
は
指
定
道
路
を
表
示
す
る
案
内
標

識
に
付
置
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

道行セ 98,4 メタ

図 3 総重量限度緩和指定道路
の始点 ･終点を表示する補
助標識

(道
路
局
路
政
課
企
画
係
長
)

一
一
改
正
の
概
要

割

総
重
量
限
度
緩
和
指
定
道
路
を
表
示
す
る
案
内

標
識
の
新
設

二
〇
ト
ン
超
車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
現
在
走
行
し
て

い
る
路
線
が
指
定
道
路
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
走
行
し

て
い
る
道
路
が
指
定
道
路
で
あ
る
こ
と
を
示
す
図
1

の
案
内
標
識
が
新
た
に
規
定
さ
れ
た
。

図 1 総重量限度緩和指定道路
であることを示す案内標識

の方向を示す案内標識
図 2 総重量限度緩和指定道路
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癩
I

の

都
道

府

県
道

番

号
載..･'

別
表
第
二
案
内
標
識
の
部
分
中

都

道

府

県

道

番

号
戒　

参
考

道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命

令
の
一
部
を
改
正
す
る
命
令

総
重
量
眼

度
緩
和
指

定
道
路

(118の3-B) (118の3‐A)

車
両
制
限
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定

す
る
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
道
路
に
お
い
て

設
置
を
必
要
と
す
る
地
点
に
お
け
る
左
側
の
路

端
、
車
道
の
上
方
又
は
交
差
点
に
お
け
る
進
行

方
向
の
正
面
の
路
端

車
両
制
限
令

(昭
和
三
十
六
年
政
令
第
二
百
六

十
五
号
)
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す

る
道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
道
路
に
お
い
て
設

置
を
必
要
と
す
る
地
点
に
お
け
る
左
側
の
路
端
、

車
道
の
上
方
、
中
央
分
離
帯
又
は
交
通
島

道
路
標
識
、
区
間
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る
命
令

(昭
和
三
十

五
年
飜

令
第
三
号
)
の
‐部
を
次
の
き

改
正
す
ん

別
表
第
一
案
内
標
識
の
部
分
都
道
府
県
道
番
号
の
項
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
o

終

点

始

点

⑭ ⑳
本
標
識
が
表
示
す
る

道
路
の
終
点
を
示
す

こ
,と
0

本
標
識
が
表
示
す
る

道
路
の
始
点
を
示
す

こ
,-と
0

案
内
標
識
の
う
ち
、

｢総
重
量
限
度
緩
和

指
定
道
路
｣
を
表
示

す
る
も
の

案
内
標
識
の
う
ち
･

｢総
重
量
限
度
緩
和

指
定
道
路
｣
を
表
示

す
る
も
の

別
表
第
一
規
制
標
識
の
部
分
重
量
制
限
の
項
中
｢
(昭
和
三
十
六
年

政
令
第
二
百
六
十
五
号
)｣
を
削
り
、
｢こ
え
る
｣
を

｢超
え
る
｣
に

改
め
る
。

別
表
第
一
補
助
標
識
の
部
分
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

に
改
め
る
。 -

す
I
ヰ
ー
孔薹一鑑定一

の

総
重
量
限
度
緩
和
指
定
道
路

窮解

圓掘鑿 "

総
重
量
限
度
緩
和
指
定
道
路

鳰嬬

市
田

纜
本

初
I

地

名
與

別
表
第
二
補
助
標
識
の
部
分
中

に
改
め
る
。

I 始 点 l

点

B

始

′
5

l 終 点 l

終

点

膊



｢

別
表
第
二
の
備
考
一
の
H
の
1
中

｢及
び

｢登
坂
車
線
｣｣
を

、

｢登
坂
車
線
｣
及
び
｢総
重
量
限
度
緩
和
指
定
道
路
｣
(
総
重
量
限

　　
　

　
　
　
　
　
　

｢｢

　　
　

　　

　
　
　
　

｢

｢

　　

　
　
　
　
　
　

　

表
の
備
考
一
の
園
の
1
中
間
を
鋤
と
し
、
㈱
の
次
に
次
の
よ
う
に
加

もえ
る
↓。

節

車
両
制
限
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る

｢

道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
道
路
に
設
置
す
る

総
重
量

｢

｢

　　
　

　
　

　

　

　
　
　

　　
　
　　
　
　
　
　

　　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

ト
ル
｣
を

｢三
･
四
〇
メ
ー
ト
ル
｣
に
、
｢
÷

四
〇
メ
ー
ト
ル
｣
を

｢
一
･
四
八
メ
ー
ト
ル
｣
に
改
め
、
別
表
第
二
の
備
考
二
の
H
の
1

中

｢及
び

｢注
意
｣｣
を

｢、
｢注
意
｣、
｢始
点
｣
及
び

｢終
点
｣｣
に

改
め
る
。附

則

こ
の
命
令
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、

別
表
第
二
の
備
考
一
の
開
の
表
の
改
正
規
定
は
、
平
成
十
年
十
月
一

日
か
ら
施
行
す
る
。

い
て
は
、
文
字
、
緑
及
び
地
を
青
色
、
記
号
及
び
緑
線

を
白
色
と
す
る
。

国

車
両
制
限
令
第
三
条
第

一
項
第
二
号
イ
に
規
定
す
る

｢

道
路
管
理
者
が
指
定
し
た
道
路
に
設
置
す
る

総
重
量

い
て
は
、
文
字
、
緑
及
び
地
を
青
色
、
記
号
、
失
形
及

び
緑
線
を
白
色
と
す
る
。

別
表
第
二
の
備
考
一
の
国
の
2
中

｢｢都
道
府
県
道
番
号
｣｣
の
下

に

｢、
｢総
重
量
限
度
緩
和
指
定
道
路
｣｣
を
加
え
、
同
表
の
備
考
一



車
両
の
大
型
化
へ
の
取
組
み

物
流
の
効
率
化
の
支
援

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

以
来
、
調
査
･
検
討
を
進
め
て
き
た
が
、
平
成
五
年
七
月

の

｢21
世
紀
に
向
け
た
新
た
な
道
路
構
造
の
あ
り
方
に
つ

い
て
｣
(道
路
審
議
会
中
間
答
申
)
に
お
い
て
、
そ
の
具
体

的
な
方
向
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
五
年
九
月
の
緊
急

経
済
対
策
に
お
い
て
も
規
制
緩
和
項
目
の
一
つ
と
し
て
盛

り
込
ま
れ
、
そ
の
早
急
な
実
施
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

こ
れ
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
車
両
の
大
型
化
等
に
対
応

す
る
た
め
、
道
路
構
造
令
及
び
車
両
制
限
令
の
改
正
が
平

成
五
年
一
一
月
に
行
わ
れ
、
橋
梁
等
の
設
計
自
動
車
荷
重

を
一
四
ト
ン
又
は
二
〇
ト
ン
か
ら
原
則
二
五
ト
ン
に
引
上

げ
る
と
と
も
に
(道
路
構
造
令
第
三
五
条
第
二
項
)、
高
速

自
動
車
国
道
及
び
道
路
管
理
者
が
指
定
す
る
道
路

(以
下

｢指
定
道
路
｣
と
い
う
。)
を
通
行
す
る
車
両
に
つ
い
て

は
、
車
両
の
総
重
量
の
一
般
的
制
限
値
を
軸
距
及
び
車
長

22 道イテセ 98.4

は
じ
め
に

物
流
の
効
率
化
を
支
援
す
る
た
め
、
車
両
の
大
型
化
に

対
応
し
た
道
路
の
整
備
を
現
在
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
平
成
一
〇
年
二
月
二
〇
日
、
直
轄
国
道
を
中
心
と

し
て
、
約
二
万
六
、
○
○
○
如
の
道
路
を
車
両
制
限
令
第

三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
総
重
量
二
〇
ト

ン
を
超
え
る
車
両

(車
両
の
長
さ
及
び
軸
距
に
応
じ
最
大

二
五
ト
ン
の
車
両
。
以
下

｢二
〇
ト
ン
超
車
｣
と
い
う
。)

が
自
由
に
走
行
で
き
る
道
路
と
し
て
指
定
す
る
旨
の
公
示

が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り

(指
定
の
期
日
は
平
成
一
〇

年
四
月
一
日
)、
こ
れ
に
よ
り
、
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し

た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
約
三
万
二
、
0
0
0
如

(高
速

自
動
車
国
道
を
含
む
。)形
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

の
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
は
、
右
記
の
と
お
り
二

〇
ト
ン
超
車
が
自
由
走
行
で
き
る
こ
と
と
な
る
ほ
か
、
セ

ミ
ト
レ
ー
ラ
等
の
特
殊
車
両
の
通
行
許
可
の
許
可
限
度
重

量
が
引
上
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
I
S
O
規
格
海
上
コ
ン

テ
ナ

(以
下

｢海
上
コ
ン
テ
ナ
｣
と
い
う
。)
を
フ
ル
積
載

し
た
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
の
通
行
が
原
則
可
能
と
な
る
こ
と
と

な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
車
両
の
大
型
化
へ
の
取

組
み
の
内
容
、
経
緯
等
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

一

経

緯

物
流
の
効
率
化
、
貨
物
輸
送
に
お
け
る
労
働
力
不
足
へ

の
対
応
、
国
際
貨
物
輸
送
の
円
滑
化
等
の
観
点
か
ら
、
車

両
の
大
型
化
へ
の
対
応
が
強
く
要
請
さ
れ
て
い
た
。

車
両
の
総
重
量
等
の
制
限
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
昭
和

六
三
年
の
｢公
的
規
制
の
緩
和
等
に
関
す
る
答
申
｣
(臨
時

行
政
改
革
推
進
審
議
会
答
申
)
に
お
い
て
指
摘
を
受
け
て



に
応
じ
最
大
二
五
ト
ン
に
引
上
げ
た

(車
両
制
限
令
第
三

条
第
一
項
)。

一
一
道
路
整
備
と
指
定
道
路
の
指
定

上
記
の
道
路
構
造
令
及
び
車
両
制
限
令
の
改
正
を
踏
ま

え
、
高
速
自
動
車
国
道
や
一
般
国
道
を
中
心
と
し
て
、
重

要
港
湾
、
物
流
拠
点
を
結
ぶ
物
流
上
重
要
な
路
線
に
つ
い

て
、
平
成
五
年
度
か
ら
橋
梁
の
補
強
等
を
実
施
し
、
車
両

の
大
型
化
に
対
応
し
た
道
路
整
備
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る

(具
体
的
に
は
過
去
五
年
間
に
お
い
て
約
四
、
○

0
0
億
円
を
措
置
し
約
二
、
0
0
0
の
橋
梁
を
補
強
。)。

既
に
、
高
速
自
動
車
国
道
約
六
、
四
〇
〇
如
に
加
え
、
約

四
〇
〇
畑
の
道
路
に
つ
い
て
指
定
道
路
の
指
定
が
な
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
が
、
平
成

一
〇
年
二
月
二
〇
日
、

道
路
整
備
の
状
況
を
踏
ま
え
、
新
た
に
車
両
の
大
型
化
に

対
応
済
み
の
約
二
万
六
、
0
0
0
蝿
の
道
路
に
つ
い
て
、

車
両
制
限
令
第
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
の
規
定
に
基
づ
き
、

道
路
管
理
者
が
指
定
す
る
旨
の
公
示
を
行
っ
た

(指
定
の

期
日
は
平
成
一
〇
年
四
月
一
日
)。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成

一
○
年
度
当
初
で
車
両
の
大
型
化

に
対
応
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
約
三
万
二
、
0
0
0

如

(高
速
自
動
車
国
道
及
び
指
定
道
路
)
形
成
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た

(図
1
)
。

②

特
殊
車
両
通
行
許
可
の
限
度
重
量
の
引
上
げ

高
速
自
動
車
国
道
及
び
指
定
道
路
に
お
い
て
、
セ

フ

ミ
ト
レ
ー
ラ
等
が
特
殊
車
両
通
行
許
可
を
受
け
て
通

4

行
す
る
場
合
に
認
め
ら
れ
る
車
両
総
重
量
の
許
可
眼

ャ

度
重
量
を
･

道
路
整
備
の
状
況
に
応
じ
、
引
上
げ
た
o

擶

三

車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
左
道
路
整
備
の

効
果

①

二
〇
ト
ン
超
車
の
自
由
走
行

高
速
自
動
車
国
道
及
び
指
定
道
路
に
お
い
て
は
、

特
殊
車
両
通
行
許
可
を
得
る
こ
と
な
く
、
二
〇
ト
ン

超
車
が
通
行
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

積
載
重
量
が
約
三
割
向
上
し
、
輸
送
コ
ス
ト
の
削
減

等
が
図
ら
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

(参考) 車両の大型化に対応した道路の延長

道路 延 長 計

高速自動車国道 約 6
,
40okm 約 6

,
400km

既指定延長 今回指定延長 計

一般国道(指定Iメ問内) 如卸約 如00220約 細のあ20約

一般国道(指定区間外) - 如nUa約 如nUれ約

地 方 道 如m約 如nVa約 如n〕a約

小 計 m40約 如00ア笏約 如の426約

合 如のあ32約

(注) 地方道には、 都市高速道路を含む

例
え
ば
、
一
般
的
な
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
の
場
合

(最
遠

軸
距
一
二
m
程
度
)
で
は
、
積
載
重
量
が
約
四
ト
ン

増
加
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
積
載
重

量
が
約
二
五
%
程
度
向
上
す
る
こ
と
と
な
り
、
輸
送

コ
ス
ト
の
低
減
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、

本
措
置
は
平
成
一
〇
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

(参
考
)

･
特
殊
車
両
通
行
許
可

重
量
等
が
一
般
的
な
制
限
値

(車
両
制
限
令
第
三
条
に
規
定

さ
れ
た
制
限
値
)
を
超
え
る
車
両
の
通
行
に
つ
い
て
、
道
路

法
第
四
七
条
の
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
管
理
者
が
通
行

条
件

(通
行
経
路
、
徐
行
等
)
を
付
し
て
許
可
す
る
仕
組
み
。

･
最
遠
軸
距

車
両
の
最
前
軸
と
最
後
軸
の
軸
間
距
離
の
こ
と
。
な
お
、
車

両
制
限
令
に
お
い
て
は
、
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
等
の
連
結
車
の
場

合
、
連
結
し
た
状
態
に
お
け
る
も
の
を
い
う
。

③

海
上
コ
ン
テ
ナ
の
フ
ル
積
載
へ
の
対
応

海
上
コ
ン
テ
ナ
を
運
搬
す
る
車
両
に
つ
い
て
は
、

従
来
、
積
載
物
を
減
載
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
特

殊
車
両
通
行
許
可
に
よ
り
通
行
を
可
能
と
し
て
き
た

が
、
平
成
一
〇
年
四
月
一
日
よ
り
、
高
速
自
動
車
国

道
及
び
指
定
道
路
に
お
い
て
は
、
海
上
コ
ン
テ
ナ
を
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図
図 1 車両の大型化に対応した道路ネットワーク



フ
ル
積
載
し
た
状
態
で
輸
送
す
る
こ
と
を
特
殊
車
両

通
行
許
可
に
よ
り
原
則
可
能
と
し
た
。

ま
た
、
フ
ル
積
載
し
た
海
上
コ
ン
テ
ナ
の
輸
送
に

つ
い
て
、
必
要
な
改
造
を
行
っ
た
現
有
車
両
等
に
よ

る
輸
送
が
可
能
に
な
る
よ
う
平
成
一
〇
年
四
月
一
日

よ
り
、
当
分
の
間
、
特
例
と
し
て
経
過
措
置
を
講
じ

た
。こ

れ
に
よ
り
、
積
載
重
量
が
約
三
割
向
上
し
、
輸

送
コ
ス
ト
の
低
減
等
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、

国
際
貨
物
輸
送
の
円
滑
化
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る

(図
2
)。

1言行セ 9R-4 7ぐ

四

標
識
の
設
置
に
つ
い
て

従
来
、
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
、
高
速
自
動
車
国
道
を
含
め
全
て
自
動
車
専
用
道
路

で
あ
っ
た
が
、
今
回
の
指
定
道
路
の
指
定
に
よ
り
、
自
動

車
専
用
道
路
以
外
の
道
路
も
当
該
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
含
ま

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
と

っ

て
道
路
構
造
や
既
存
の
案
内
標
識
だ
け
で
は
、
当
該
道
路

が
車
両
の
大
型
化
に
対
応
し
た
道
路
か
否
か
を
認
識
し
に

く
い
箇
所
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
平
成
一
〇
年
三
月

二
四
日
、
道
路
標
識
、
区
画
線
及
び
道
路
標
示
に
関
す
る

命
令

(標
識
令
)
を
改
正
し

(平
成
一
〇
年
四
月
一
日
施

行
)、二
〇
ト
ン
超
車
が
適
切
に
指
定
道
路
を
走
行
す
る
よ

う
案
内
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
必
要
な
案
内
標
識

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た

(図
3
)。

25t車両
く整備後>< 従前 >

①20t車両

　　　　
　　　

5 .5 m

②一般的なセミトレーラ ( 最遠軸距 12砂

　　　　　　　　　 　　　　　
車両総重量 約3 0 t

③IS O 規格海上コンテナ輸送用トレーラ(40ft)

　
　　　　　　 　　　 　　　　　

b o o o
,

0 O

, 、
12 .5 m l3 ~ 14 m

車両総重量 34t(減載) 車両総重量 44t(フル積載)

図 2 車両の大型化に対応した道路整備の効果

車両総重量 約3 4 t



　
　

　
　道

識

　
　
　

　
　

行
姥
走行している道路が指定道路である

B

分岐点等において指定道路の方向を
示す標識

図

置
す

附

示
に
表

識
を

標
点

内
終

案

･

る
点

ず
始

示
の

表
路

を
道
識

路
定
標

道
指
助

定

、
補

指

し
る

図 3 新設された案内標識等

お
わ
り
に

今
般
の
指
定
道
路
の
指
定
に
よ
り
、
車
両
の
大
型
化
に

対
応
し
た
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
約
三
方
短
形
成
さ
れ
た

が
、
今
後
も
引
き
続
き
物
流
上
重
要
な
路
線
に
つ
い
て
橋

梁
の
補
強
等
の
道
路
整
備
を
進
め
、
平
成
一
〇
年
度
を
初

年
度
と
す
る
新
た
な
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
の
間
に
さ
ら

に
約
三
万
姉
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
計
画
の
最
終

年
度
で
あ
る
平
成
一
四
年
度
末
に
は
約
六
万
蝿
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
も
物
流
の
効
率

化
を
支
援
す
る
道
路
整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

26 道行セ 98.4



地
下
街
に
関
す
る
規
制
緩
和
に
つ
い
て

南

雲

仁

事
中
の
広
島
紙
屋
町
地
下
街
を
含
め
れ
ば
、
約
一
〇
七
万

叶
と
な
る
。
こ
の
内
、
地
下
街
建
設
の
全
盛
で
あ
る
昭
和

三
〇
年
代
後
半
か
ら
昭
和
五
〇
年
代
前
半
の
二
〇
年
間
に

約
六
〇
カ
所
、
約
八
○
万
脛
が
開
設
さ
れ
て
い
る

(図
1

参
照
)。

前
述
の
｢地
下
街
規
制
緩
和
検
討
委
員
会
｣
で
の
議
論

及
び
地
下
都
市
計
画
研
究
会
編
著

｢地
下
空
間
の
計
画
と

整
備
｣
を
も
と
に
地
下
街
整
備
の
あ
ゆ
み
を
概
括
す
る
と

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

現
存
す
る
我
が
国
最
初
の
地
下
街
は
、
地
下
鉄
の
開
通

に
合
わ
せ
地
下
鉄
コ
ン
コ
ー
ス
や
地
下
道
に
店
舗
を
開
設

す
る
い
わ
ゆ
る
地
下
鉄
ス
ト
ア
と
し
て
、
昭
和
七
年
に
開

設
さ
れ
た
須
田
町
ス
ト
ア

(東
京
)
で
あ
る
。
そ
の
後
昭

和
二
七
年
に
は
戦
後
初
の
地
下
街
･
三
原
橋
地
下
街

(東

京
)
が
開
設
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
同
年
に
施
行
さ
れ
た

一

は
じ
め
に

地
下
街
の
新
増
設
に
つ
い
て
は
、
防
災
、
衛
生
、
発
生

す
る
交
通
の
処
理
そ
の
他
の
観
点
か
ら
問
題
が
多
い
の
み

な
ら
ず
、
道
路
及
び
駅
前
広
場
の
管
理
上
及
び
将
来
の
利

用
計
画
上
支
障
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
従
来

か
ら
、
建
設
省
、
消
防
庁
、
警
察
庁
、
運
輸
省
、
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
の
関
係
五
省
庁
に
よ
り
厳
に
抑
制
す
る
方
針

を
基
調
に
対
処
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
近
年
、
都

市
整
備
に
お
け
る
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
る
と
と
も
に
、

設
置
に
あ
た
っ
て
の
規
制
緩
和
要
望
が
強
ま
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
七
年
三
月
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢規
制
緩

和
推
進
計
画
｣
に
お
い
て
、
｢地
下
街
の
新
設
等
に
あ
た
っ

て
の
公
共
比
率
等
に
つ
い
て
、
地
下
街
の
公
共
利
用
の
実

態
等
を
調
査
の
上
、
安
全
性
の
確
保
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、

関
係
省
庁
で
検
討
す
る
｣
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
学
識
経
験
者
及
び
地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
メ

ン
バ
ー
か
ら
な
る

｢地
下
街
規
制
緩
和
検
討
委
員
会
｣
が

設
置
さ
れ
、
地
下
街
の
規
制
緩
和
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら
、
本
年
三
月
に

｢地
下
街
に
関
す

る
基
本
方
針
に
つ
い
て
｣
(昭
和
四
九
年
地
下
街
中
央
連
絡

協
議
会
通
知
、
以
下

『基
本
方
針
』
と
す
る
)
を
改
正
す

る
こ
と
と
な

っ
た
も
の
で
あ
る
。

二

地
下
街
整
備
の
あ
ゆ
′み

我
が
国
の
地
下
街
は
、
最
新
の
京
都
御
池
地
下
街
の
開

設

(平
成
九
年
一
〇
月
)
を
含
め
て
、
全
国
で
八
〇
カ
所
、

延
べ
面
積
で
約
一
〇
五
万
好
に
達
し
、
さ
ら
に
、
現
在
工
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図 地下街整備の推移 (床面積累計)

新
道
路
法
の
適
用
を
受
け
た
最
初
の
道
路
占
用
物
件
と
し

て
の
地
下
街
と
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
渋
谷
、
名
古
屋
等
の
駅
前

広
場
の
整
備
を
機
に
、
駅
前
を
不
法
占
拠
す
る
露
天
商
の

一
部
を
収
容
す
る
か
た
ち
で
駅
前
広
場
地
下
街
が
開
設
さ

れ
、
全
国
的
な
展
開
を
見
せ
る
。

そ
し
て
、
昭
和
四
〇
年
代
に
は
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
的
な
大
地
下
街
の
開
設
が
相
次
ぎ
、
地
下
街
建
設
の

全
盛
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
昭
和
四
一
年
に
は
道
路
管
理
、
防

災
･
衛
生
、
公
共
施
設
の
整
備
制
約
か
ら
地
下
街
に
つ
い

て
の
初
め
て
の
規
制
で
あ
る
道
路
局
内
規

｢地
下
街
の
道

路
占
用
に
つ
い
て
｣
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
内
規
の
中
で

地
下
街
の
い
わ
ゆ
る
公
共
比
率
に
関
し
、
｢地
下
街
の
延
べ

面
積
は
、
公
共
地
下
歩
道
の
延
べ
面
積
の
一
･
五
倍
を
こ

え
な
い
も
の
｣
と
し
、
公
共
地
下
歩
道
と
店
舗
等
の
比
率

を
四
二
ハ
と
し
た
。

ま
た
、
昭
和
四
五
年
に
は
大
阪
天
六
地
下
鉄
工
事
現
場

で
の
ガ
ス
爆
発
事
故
、
昭
和
四
七
年
に
は
千
日
前
デ
パ
ー

ト
火
災
が
発
生
し
、
都
市
の
地
下
空
間
や
デ
パ
ー
ト
と
い

っ
た
複
合
･
閉
鎖
空
間
で
の
都
市
型
災
害
が
、
次
は
地
下

街
で
発
生
す
る
の
で
は
と
い
う
不
安
感
が
生
じ
る
と
こ
ろ

難

と
な
り
、
国
会
に
お
い
て
も
地
下
街
の
道
路
占
用
上
及
び

セ行

防
災
上
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
が
な
さ
れ
た
。
昭
和
四
八

道

年
に
は

｢地
下
街
の
取
扱
い
に
つ
い
て
｣
(建
設
･消
防
･

β/̂“

警
察
･
運
輸
の
四
省
庁
通
達
)
に
よ
り
、
地
下
街
の
新
増



設
に
対
し
厳
に
抑
制
の
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
中
央
で
の

協
議
体
制

(地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
)
が
確
立
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
は
、
昭
和
四
九

年
に
は

『基
本
方
針
』
を
策
定
し
、
厳
に
抑
制
と
い
う
方

針
の
も
と
地
下
街
に
つ
い
て
の
計
画
策
定
基
準
を
定
め
、

公
共
比
率
に
つ
い
て
は
、
地
下
街

(地
下
一
層
部
分
)
の

公
共
地
下
歩
道
と
店
舗
等
の
面
積
比
率
を
一
…

一
と
定
め

た
。昭

和
五
五
年
に
は
、
準
地
下
街
で
あ
る
静
岡
ゴ
ー
ル
デ

ン
街
で
ガ
ス
爆
発
事
故
が
起
き
た
こ
と
か
ら
、
資
源
エ
ネ

ル
ギ
ー
庁
を
含
め
た
五
省
庁
に
よ
る
通
達

｢地
下
街
の
取

扱
い
に
つ
い
て
｣
に
よ
り
、
ま
た
、
昭
和
五
六
年
に
は
地

下
街
類
似
の
も
の
に
対
す
る
規
制
の
方
針
が
相
次
い
で
打

ち
出
さ
れ
、
消
防
法
そ
の
他
関
連
法
制
度
の
改
正

(規
制

強
化
)
に
よ
り
、
現
行
の
地
下
街
規
制
の
骨
格
が
確
立
す

る
%昭

和
五
〇
年
代
中
頃
以
降
は
、
抑
制
効
果
も
大
き
く
、

地
下
街
建
設
は
停
滞
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
地
方
公
共
団

体
を
は
じ
め
と
し
て
地
下
街
整
備
に
対
す
る
要
望
に
は
根

強
い
も
の
が
あ
り
、
民
活
の
推
進
、
地
下
に
お
け
る
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
推
進
及
び
経
済
対
策
の
一
環
と
し

て
地
下
街
建
設
を
再
評
価
す
る
動
き
が
で
て
く
る
こ
と
と

な
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
を
受
け
、
地
下
街
の
設
置
が
公
益
上
や

む
を
得
な
い
場
合
に
つ
い
て
明
確
化
し
、
ま
た
、
昭
和
六

三
年
に
は
都
市
計
画
中
央
審
議
会
の

｢地
下
に
お
け
る
都

市
計
画
の
あ
り
方
｣
で
の
地
下
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

促
進
と
い
う
都
市
整
備
側
か
ら
の
要
請
を
踏
ま
え
て
、
『基

本
方
針
』
が
改
正
さ
れ
、
原
則
禁
止
と
さ
れ
て
い
た
地
下

街
と
建
物
地
下
階
と
の
接
続
に
つ
い
て
、
防
災
技
術
の
向

上
等
を
反
映
し
、
従
来
の
基
準
と
同
等
以
上
の
安
全
性
の

確
保
と
い
う
考
え
方
で
、
接
続
が
認
め
ら
れ
る
場
合
の
要

件
を
定
め
た
。

近
年
の
新
設
地
下
街
は
、
都
市
整
備
上
･
公
益
上
、
真

に
必
要
と
さ
れ
る
特
定
の
地
区
に
お
い
て
、
地
下
空
間
の

適
正
な
利
用
計
画
や
地
下
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
計
画

の
策
定
を
定
め
た
地
下
利
用
ガ
イ
ド
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、

都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
一
環
と
し
て
計
画
が
立

案
さ
れ
、
ま
た
、
資
金
･
人
材
面
等
地
方
公
共
団
体
が
主

体
と
な
っ
て
、
国
の
助
成
等
を
活
用
し
た
整
備
が
進
め
ら

れ
て
お
り
、
公
的
色
彩
の
強
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
。

三

今
回
の
規
制
緩
和
の
内
容

1

公
共
比
率
算
定
の
際
の
施
設
区
分
の
見
直
し

地
下
街
の
公
共
比
率
に
つ
い
て
は
、
『基
本
方
針
』
に
お

い
て

｢地
下
街
の
店
舗
等

(地
下
街
の
公
共
地
下
駐
車
場

の
部
分
又
は
附
置
義
務
駐
車
場
及
び
公
共
地
下
歩
道
を
除

い
た
部
分
を
い
う
)
の
延
べ
面
積
は
、
公
共
地
下
歩
道
の

延
べ
面
積
を
超
え
な
い
こ
と
。｣
と
規
定
し
て
い
た
(公
共

地
下
歩
道
と
店
舗
等
の
面
積
比
率
は
一
二
)
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
地
下
街
整
備
事
例
に
お
い
て

は
、
多
様
化
し
た
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
種
々
の
公
共

的
空
間
の
整
備
や
、
安
全
性
、
快
適
性
向
上
の
た
め
の
施

設
の
増
強
が
行
わ
れ
て
お
り
、
従
来
は
こ
れ
ら
の
用
途
に

“

供
す
る
面
積
も

｢店
舗
等
｣
と
し
て
算
定
さ
れ
た
た
め
、

4

物
販
店
･
飲
食
店
と
い
っ
た
純
粋
な
店
舗
面
積
の
減
少
に

9セ

つ
な
が
り
･

事
業
経
営
の
悪
化
を
招
く
一
因
と
さ
れ
て
い

断

た
。
こ
の
た
め
、
『基
本
方
針
』
に
お
い
て
当
初
考
え
ら
れ

て
い
た
公
共
比
率
と
の
雫
雛
を
是
正
し
、
同
時
に
民
活
に

よ
る
地
下
街
経
営
の
健
全
化
を
図
る
観
点
か
ら
、
公
共
比

率
算
定
の
際
の
施
設
区
分
の
見
直
し
を
行
い
、
従
来

｢店

舗
等
｣
と
し
て
算
定
し
て
い
た
施
設
の
一
部
に
つ
い
て
、

以
下
の
通
り
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た

(図
2
参
照
)。

①

歩
行
者
支
援
施
設

(エ
レ
ベ
ー
タ
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
、
ム
ー
ピ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ク
等
)
は
、
高
齢
者
等
の

交
通
弱
者
に
対
す
る
支
援
施
設
と
し
て
、
公
共
地
下

歩
道
や
自
由
通
路
等
の
歩
行
の
用
に
供
す
る
公
共
施

設
に
設
置
す
る
必
要
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
｢公
共
地
下
歩
道
｣と
し
て
必
要
な
構
造
を
確
保

し
た
上
で
当
該
施
設
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
｢公
共

地
下
歩
道
｣
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
と
し
た
。

②

公
共
地
下
歩
道
及
び
店
舗
双
方
に
必
要
な
管
理
運

営
施
設

(機
械
室
、
防
災
セ
ン
タ
ー
等
)
に
つ
い
て

は
、
地
下
街
全
体
の
安
全
性
、
防
災
性
等
の
向
上
に

資
す
る
こ
と
か
ら
、
｢店
舗
等
｣
の
面
積
か
ら
除
外
で

き
る
こ
と
と
し
、
地
下
街
面
積
と
し
て
算
定
し
な
い

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

③

公
共
サ
ー
ビ
ス
施
設

(交
番
、
便
所
、
行
政
施
設
、



案
内
所
、
修
景
施
設
等
)
に
つ
い
て
は
、
不
特
定
多
数
の

公
共
地
下
歩
道
の
利
用
者
の
利
便
性
、
快
適
性
を
向
上
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
｢店
舗
等
｣
の
面
積
か
ら
除

外
で
き
る
こ
と
と
し
、
地
下
街
面
積
と
し
て
算
定
し
な
い

こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

そ
し
て

『基
本
方
針
』
の
改
正
と
し
て

｢地
下
街
の
規

模
を
算
定
す
る
に
当
た
っ
て
｣
は
、
｢公
共
地
下
歩
道
｣
に

は

｢地
下
広
場
、
地
上
へ
の
避
難
階
段
及
び
歩
行
者
支
援

施
設
｣
を
含
む
も
の
と
し
た
上
で
、
前
述
の
公
共
比
率
に

関
す
る
規
定
に
下
線
部
の
通
り
た
だ
し
書
き
を
加
え
る
こ

と
と
し
た
。

｢地
下
街
の
店
舗
等
!
!
･･超
え
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
公

共
地
下
歩
道
及
び
店
舗
双
方
に
必
要
な
管
理
運
営
施
設
並

び
に
地
下
歩
道
利
用
者
の
利
便
性
、
快
適
性
を
向
上
さ
せ

る
公
共
サ
ー
ビ
ス
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
全
上
支
障
が
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
施
設
の
面
積
を
店
舗

等
の
延
べ
面
積
か
ら
除
外
で
き
る
も
の
と
す
る
。｣

ま
た
、
｢公
共
地
下
歩
道
及
び
地
下
広
場
に
は
、
噴
水
、

池
そ
の
他
避
難
上
支
障
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
を
設

け
な
い
こ
と
。
｣
の
規
定
に
つ
い
て
、
｢噴
水
、
池
そ
の
他
｣

を
削
除
し
、
噴
水
･
池
等
の
修
景
施
設
等
に
つ
い
て
も
、

避
難
上
支
障
と
な
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
設

置
し
て
も
よ
い
こ
と
と
し
た
。

分

分

道

都

部

歩

設

舗

下

施

店

地

的

利

共

共

営

公

公

店舗
6
等
。

公共噸･
歩道 噸議席襲職国道

基鵲内規)

1 幽霊 圓
,

｢地下街の延べ面積は･公共地下歩道の延べ面
積の 1.5倍をこえないもの｣

生

に

発

怨

助
地

　　　パ

道

　
　

日

地　　　　　　

(

公
　　

店舗等 公共地下歩道 地下街に関する基本方針

l
5 0

-
5 0

l
(昭和4 9年地下街中央連絡協議会)

｢地下街の店舗等の延べ面積は、公共地下歩道
の延べ面積をこえないこと｣

店舗等 公共地下歩道

-
4 7

-
5 3

-

① 歩行者支援施設 (例 :エレベータ、エスカレータ、ムービンダウオーク等) について

は、公共地下歩道として扱う.
② 公共地下歩道及び店舗双方の管理、運営上必要な共通施設 (例 :機械室、 防災セン

ター等) については、地下街面積から除外する。
③ 利便性、快適性向上のための公共サービス施設 (例 :交番、便所、行政施設、案内

所、噴水 ･池等の修景施設等) については、地下街面積から除外する。

地下‘街についての実態調査
(平成8年7月実施)

図 2 今回の規制緩和の考え方

2

各
構
え
の
防
火
区
画
基
準
の
緩
和

こ
れ
ま
で
、
『基
本
方
針
』
に
お
い
て
は
、
｢店
舗
等
は
、

相
互
に
床
面
積
二
〇
〇
瀞
以
内
ご
と
に
耐
火
構
造
の
壁
で

区
画
す
る
こ
と
。｣と
規
定
し
、
地
下
街
に
お
け
る
安
全
性

を
確
保
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
近
年
の
防
災
に
関

す
る
技
術
の
進
展
及
び
書
店
、
C
D
店
等
の
品
揃
え
型
の

店
舗
の
大
型
化
等
を
踏
ま
え
、
以
下
の
通
り
改
正
し
、
基

準
を
緩
和
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し
た
。

｢各
構
え
は
、
相
互
に
床
面
積
二
〇
〇
瀞
以
内
ご
と
に

耐
火
構
造
の
壁
で
区
画
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
各
地
下
街

連
絡
協
議
会
が
地
下
街
中
央
連
絡
協
議
会
の
意
見
を
聞
い

て
、
同
等
以
上
の
安
全
性
を
有
す
る
と
認
め
る
場
合
は
、

こ
の
限
り
で
は
な
い
。
｣
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参考

改 正 後 改 正 前

地下街に関する基本方針

四 5

前各項により計画する地下街の規模は、 げ)及びのに規定する

範囲内で公共地下歩道又は公共地下駐車場を適正に管理し、 利

用するのに必要最少眼のものとする。 ただし、 地下街の規模を

算定するに当たって、 ｢公共地下歩道｣には地下広場、 地上への

避難階段及び歩行者支援施設を含み店舗内通路を含まないもの

とする。

四 5 ("

地下街の店舗等 (地下街の公共地下駐車場の部分又は附置義

務駐車場及び公共地下歩道を除いた部分をいう。) の延べ面積

は、 公共地下歩道の延べ面積を超えないこと。 ただし、 公共地

下歩滴及び店舗双方に必要な管理運営施設並びに地下歩道利用

地下街に関する基本方針

四 5

前各項により計画する地下街の規模は、 (ァ)及び(ィ)に規定する

範囲内で公共地下歩道又は公共地下駐車場を適正に管理し、 利

用するのに必要最少眼のものとする。この場合において、｢公共

地下歩道｣ には地下広場及び地上への癖靴階段を含み店舗内通

路を含まないものとする。

四 5 (の

地下街の店舗等 (地下街の公共地下駐車場の部分又は附置義

務駐車場及び公共地下歩道を除いた部分をいう。) の延べ面積

は、 公共地下歩道の延べ面積を超えないこと。

六 1鯖
公共地下歩道及び地下広場には、 噴水、 池その他避難上支障

となるおそれのあるものを設けないこと。

六 5

店舗等は、相互に床面積200平方メートル以内ごとに耐火構造

の壁で区画すること。

者の利便性、 快適性を向上させる公共サービス施設については、
安全上支障がないと認められる場合には、 当該施設の面積を店

舗等の延べ面積から除外できるものとする。

六 1鱒
公共地下歩道及び地下広場には、 避難上支障となるおそれの

あるものを設けないこと。

六 5

各構えは、相互に床面積200平方メートル以内ごとと二耐火構造

の壁で区画すること。 ただし、 各地下街連絡協議会が地下街中

央連絡協議会の意見を聞いて、 同等以上の安全性を有すると認

める場合は、 この限りではない。

今
回
規
制
緩
和
の
一
環
と
し
て
、
『基
本
方
針
』
の
一
部

が
改
正
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
依
然
と
し
て
地
下
街

に
は
、
防
災
、
衛
生
、
発
生
す
る
交
通
の
処
理
等
懸
念
さ

れ
る
問
題
も
多
く
、
ま
た
、
い
っ
た
ん
火
災
等
の
事
故
が

起
こ
れ
ば
、
大
惨
事
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
も
あ
る
の
で
、

道
路
管
理
者
と
し
て
も
地
下
街
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
防
災
性
、
安
全
性
等
に
十
分
に
配
慮
し
た
上
で
対

応
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
に
地
下
街
に
お
い
て
懸
念

さ
れ
た
火
災
そ
の
他
の
事
故
が
発
生
し
て
い
な
い
の
は
、

『基
本
方
針
』
に
お
い
て
地
下
街
の
設
置
を
厳
に
抑
制
す

る
も
の
と
し
、
計
画
面
･
防
災
面
等
の
詳
細
、
厳
格
な
基

準
の
徹
底
と
地
下
街
管
理
者
に
よ
る
周
到
な
管
理
に
よ
り
、

地
下
街
の
整
備
水
準
の
向
上
、
管
理
の
万
全
が
図
ら
れ
て

今
回
の
規
制
緩
和
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
店
舗
面
積
の

増
大
が
可
能
と
な
り
、
ま
た
、
大
型
店
舗
進
出
の
道
が
開

か
れ
る
な
ど
、
地
下
街
経
営
に
対
す
る
効
果
は
大
き
い
も

の
と
思
わ
れ
、
民
活
に
よ
る
地
下
街
経
営
の
健
全
化
が
期

応 後 道 起 れ に が き 地 準 る 『 さ 待 の か 増
‐ す と 路 こ る は 改 今 た 下 の も 基 葵 ふ 熟羞、努 森 禽 四
道 る も ん竺 れ 。

･ 正 。 こ メ- 〆 の(道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室
占
用
係
長

(爲
高
度
利
用
係
長
と

　　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　　　　　 　
　　　 　よ 備 地 、 』 そ が

る 水 下 計 に の ら
も 凖 街 画 お 他 、 活 下 り 和 に
の の 呂 い の こ

で 向 理 ･ て 事 れ
あ 上 者 防 地 故 ま
る 、 に 災 下 が で

　　　　　　　 　　　　　　
　　　　　　　 　　　　　　
　　　　　　　 　　　　　　
上 は の 事 懸 地 の ら に 格 抑 の て
で 、 で 故 念 下 - 勢彦姦勢孃懸対 今 、 が さ 街 部

に の に
お 健 は 出 占
い 生
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平
成
八
年
度
に
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
に
つ
い
て

(そ
の
2
)

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係

二
月
号
に
て
紹
介
し
た
残
り
半
分
に
つ
い
て
、
今
月
は

都
道
府
県
等
に
お
い
て
言
い
渡
さ
れ
た
判
決
を
中
心
に
紹

介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

別
表
に
○
を
つ
け
て
い
る
判
決
に
つ
い
て
今
月
号
で
紹

介
す
る
。

熊
本
県
道
無
蓋
側
溝
衝
突
事
件

こ
の
事
件
は
八
月
の
午
後
七
時
頃
、
被
害
者
運
転
の
普

通
乗
用
車
が
県
道
上
に
お
い
て
大
型
貨
物
自
動
車
と
離
合

し
よ
う
と
し
て
、
乗
用
車
を
左
に
寄
せ
た
と
こ
ろ
L
型
側

溝
の
凸
部
の
緑
石
な
い
し
そ
の
上
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
側
壁

(高
さ
約
二
○
㈲
)
に
衝
突
さ
せ
反
動

に
よ
り
車
両
が
横
向
き
と
な
り
大
型
車
が
衝
突
し

(原
告

は
鉦
箕
皿の
側
溝
に
タ
イ
ヤ
を
落
と
し
そ
の
結
果
車
両
が
横

向
き
に
な
り
大
型
貨
物
自
動
車
と
衝
突
し
た
と
主
張
)、同

乗
者
が
重
傷
を
負
っ
た
事
件
で
す
。

(裁
判
所
の
判
断
)

事
故
の
発
生
形
態
は
被
告
主
張
の
と
お
り
で
あ
り
、
被

害
車
両
は
緑
石
に
接
触
し
た
も
の
で
あ
る
。

鑑
定
の
結
果
、
被
害
車
両
の
左
前
部
ス
カ
!
ト
部
分
が

緑
石
及
び
そ
の
上
に
設
置
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
側

壁
に
衝
突
し
て
お
り
、
そ
の
左
前
輪
は
決
し
て
側
溝
の
中

に
脱
輪
し
な
い
構
造
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。

仮
に
運
転
者
の
供
述
通
り
左
前
輪
が
側
溝
に
落
ち
た
と

し
て
も
、
被
害
車
両
は
そ
の
側
溝
に
固
定
さ
れ
て
停
止
す

る
だ
け
で
、
車
体
が
尻
を
振
っ
た
り
、
道
路
を
ふ
さ
ぐ
よ

う
な
状
況
に
は
な
ら
な
い
。

以
上
の
と
お
り
本
件
事
故
に
関
し
て
被
告
に
責
任
は
認

め
ら
れ
な
い
の
で
請
求
を
棄
却
す
る
。

徳
島
県
道
無
蓋
側
溝
自
転
車
転
落
事
件

こ
の
事
件
は
、
図
1
の
よ
う
な
構
造
の
道
路
に
お
い
て
、

無
蓋
の
排
水
路
部
分
に
自
転
車
が
転
落
し
負
傷
し
た
事
件

で
す
。
裁
判
所
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
道
路
の
設
置
ま
た

は
管
理
の
瑕
疵
に
つ
い
て
の
責
任
を
認
め
ま
し
た
。

本
件
事
故
現
場
か
ら
束
の
部
分
は
約
九
〇
皿
の
幅
が
通

行
可
能
な
部
分
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
故
現
場
付
近
に
お

い
て
は
、
三
〇

皿
-
四
五

釦
し
か
な
く
、
か
つ
、
自
転
車

が
通
行
可
能
な
部
分
は
一
〇
数
伽
し
か
な
か
っ
た
。

事
故
現
場
の
見
通
し
は
、
よ
く
な
く
、
一見
し
て
排
水

鯰

路
の
存
在
及
び
本
件
路
側
帯
が
狭
く
な
っ
て
い
る
こ
と
に

セ行

つ
い
て
気
が
付
き
や
す
い
状
況
で
は
な
か
っ
た
。

道

ま
た
、
本
件
転
落
事
故
の
起
こ
る
前
に
は
、
近
隣
の
住

2　　

民
が
、
こ
の
部
分
の
危
険
性
に
つ
い
て
道
路
管
理
者
に
要



別表

紹介 事件名 ･当事者 道路種別 道路管理者 裁判所 判決年月日 経過

簑輪町道簡易水道工事現場転落事件 町道 長野県 東京高裁 H 8, 5. 8 確定

太宰府市道大雨家屋損壊事件 市道 太宰府市 福岡高裁 H 8 . 5.23 確定

○ 熊本県道無蓋側溝衝突事件 県道 熊本県 熊本地裁 H 8. 5.31 確定

福島国道6号荻崎橋歩行者転落事件 直轄国道 東北地建 福島地裁 H 8. 6.14 確定

神戸市道宅地擁壁倒壊事件 市道 神戸市 神戸地裁 H 8. 6,25 確定

東京国道357号二段交差点車両衝突事件 直轄国道 関東地建 東京地裁 H 8. 6,27 確定

○ 徳島県道無蓋側溝自転車転落事件 県道 徳島県 徳島地裁 H 8. 8, 9 確定

三和町道自動車騒音等損害賠償請求事件 町道 三和町 長崎地裁 H 8. 9.25 確定

新潟国道8号路肩原付転倒事件 直轄国道 北陸地建 東京高裁 H 8. 9,26 確定

○ 埼玉県道障害物(放置自転車)衝突事件 県道 埼玉県 浦和地裁 H 8.10 . 9 控訴

滋賀国道161号安雲川大橋スリップ事件 直轄国道 近畿地建 大津地裁 H 8.lo . 9 控訴

愛媛国道11号井内川橋歩行者転落事件 直轄国道 四国地建 福岡高裁 H 8.lo .21 確定

新潟国道49号道路排水側溝溢水事件 直轄国道 北陸地建 新潟地裁 H 8.lo .24 確定

○ 丸亀市道舗装剥離自転車転倒事件 市道 丸亀市 高松地裁 H 8.lo .29 控訴

○ 東京都道歩道切下部自転車転倒事件 都道 東京都 東京地裁 H 8,10 .31 確定

福井国道158号凍結スリップ事件 補助国道 福井県 名古屋高裁 H 8,11. 6 上告

原因者負担金納付命令取消請求事件 直轄国道 近畿地建 大阪地裁 H 8.11.15 確定

○ 尼崎市道自転車水路転落事件 市道 尼崎市 大阪高裁 H 8.11 2 9 確定

○ 牧方市道穴ぼこバイク転倒事件 市道 牧方市 京都地裁 H 8 ,12 , 2 控訴

○ 千葉県道工事中歩道自転車転倒事件 県道 千葉県 東京地裁 H 8 .12 ,26 控訴

福岡国道199号自転車車止め衝突事件 補助国道 北九州市 福岡地裁 H 8.12 ,26 控訴

○ 品川区道八ツ山通り交差点構造不備二輪車衝突事件 区道 品川区 東京地裁 H 9. 2 .20 控訴

○ 大分県道工事現場進入衝突事件 県道 大分県 福岡地裁 H 9. 2.25 控訴

大阪国道1号共同溝工事損害賠償請求事件 直轄国道 近畿地建 大阪地裁 H 9. 2.26 確定

○ 徳島県道ダンプ転落事件 県道 徳島県 最高裁 H 9 . 3 .28 破棄差戻

横浜市道原付鶴見側転落事件 市道 横浜市 横浜地裁 H 9 . 4.25 控訴

横浜市道工事中道路砕石スリップ事件 市道 横浜市 横浜地裁 H 9. 6 .16 確定

○ 長野県道バードライン地滑り事件 県道 長野県 長野地裁 H 9, 6 .27 確定

午
前
一
〇
時
頃
、
被
害
者
が
県
道
を
横
断
し
て
い
た
と

こ
ろ
、
加
害
者
が
自
転
車
で
同
県
道
の
歩
道
を
進
行
中
、

歩
行
者
を
避
け
よ
う
と
し
て
放
置
自
転
車
に
衝
突
し
、
そ

の
放
置
自
転
車
が
県
道
の
防
護
柵
の
な
い
部
分
か
ら
飛
び

出
し
被
害
者
に
衝
突
し
た
事
件
で
す
。

こ
の
事
件
に
お
い
て
被
害
者
は
、
放
置
自
転
車
と
衝
突

し
た
加
害
者
、
放
置
自
転
車
に
対
す
る
対
策
義
務
を
負
う

新
座
市
及
び
県
道
の
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
を
被
告
と
し

て
本
訴
を
提
起
し
ま
し
た
。

裁
判
所
の
判
断
と
し
て
は
、
加
害
者
に
対
し
て
は

｢そ

も
そ
も
当
該
地
区
で
自
転
車
で
歩
道
上
を
通
行
す
る
際
は

自
転
車
か
ら
降
り
る
べ
き
で
あ
っ
た
｣
と
し
て
、
民
法
七

埼
玉
県
道
障
害
物
(放
置
自
転
車
)
衝
突
事
件

こ
の
事
件
は
、
少
し
変
わ
っ
た
路
上
障
害
物
に
関
す
る

以
上
の
こ
と
か
ら
本
件
事
故
現
場
は
社
会
通
念
上
、
転

落
防
止
柵
等
の
設
置
が
な
け
れ
ば
危
険
で
あ
っ
た
と
い
う

べ
き
で
あ
り
、
現
場
に
は
な
ん
ら
柵
等
が
な
く
通
常
有
す

べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の
と
い
え
る
。

被
害
者
に
は
、
転
落
現
場
か
ら
相
応
の
距
離
を
も
っ
て

通
行
す
る
、
あ
る
い
は
自
転
車
を
押
し
て
通
過
す
る
な
ど

自
ら
排
水
路
へ
の
転
落
を
回
避
す
べ
き
注
意
義
務
が
課
せ

ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
損
害
の
七
割
を
過
失
相
殺

請
以 を
上 行
の っ
こ て
と い

か た

　　
て た
控 と
除 い
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美馬郡脇町大字猪尻字建神社下南7番地

大西理容店
場

　　

肌n、 ･40Cm 耗幻8dm

メ/
擦過跡(長部 20卸 幅約8伽)

さだ
ll アスファルト舗装

　
落

か

大

転
線

大
西
理
容
店
の
看
板

} 斌60cm下の階段上

大西理容店駐車場
(未舗装)

排
水
路

階
段

か

m
　
　

は
約

底
ら

○
九
条
に
よ
る
損
害
賠
償
責
任
を
認
め
ま
し
た

(過
失
相

殺
五
割
)。

次
に
新
座
市
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
違
法
な
点
は
な
い

と
し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

最
後
に
埼
玉
県
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
｢道
路
管
理
者
と

し
て
は
通
常
の
通
行
方
法
を
想
定
し
た
管
理
に
当
た
れ
ば

足
り
る
の
で
あ
っ
て
、
歩
道
に
止
め
て
あ
っ
た
自
転
車
が

車
道
に
飛
び
出
し
て
く
る
と
い
う
通
常
の
通
行
方
法
で
は

考
え
に
く
い
事
態
を
想
定
し
て
、
本
件
開
口
部
に
お
け
る

ポ
ー
ル
と
ポ
ー
ル
の
間
の
ロ
ー
プ
が
外
れ
な
い
よ
う
監
視

し
、
こ
れ
が
外
れ
た
場
合
に
は
張
り
直
し
て
歩
道
に
止
め

て
あ
っ
た
自
転
車
が
車
道
に
飛
び
出
さ
な
い
よ
う
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
管
理
上
の
義
務
が
あ
た
る
と
解
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。｣と
し
て
責
任
を
認
め
ま
せ
ん
で
し

た
。

,

丸
亀
市
道
舗
装
剥
離
自
転
車
転
倒
事
件

こ
の
事
件
は
見
通
し
の
よ
い
幅
員
六
･
四
m
の
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
舗
装
道
路
で
、
車
道
の
歩
道
よ
り
二
ヶ
所
に
幅
一

m
、
長
さ
二
m
の
長
方
形
の
約
二
皿
の
陥
没
が
あ
っ
た
場

所
で
被
害
者
運
転
の
自
転
車
が
そ
の
陥
没
を
避
け
る
た
め

中
央
よ
り
を
走
行
し
た
と
こ
ろ
、
後
方
か
ら
走
行
し
て
き

た
相
被
告
運
転
の
貨
物
自
動
車
に
轢
過
さ
れ
て
死
亡
し
た

事
件
で
す
。

こ
の
訴
え
に
対
し
て
裁
判
所
は
、
｢丸
亀
市
が
管
理
す
る

本
件
事
故
現
場
付
近
の
道
路
に
人
･
車
の
通
行
に
危
険
を

34 道イテセ 98.4
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及
ぼ
す
程
度
の
瑕
疵
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な

い
。
表
層
剥
離
の
存
在
と
本
件
事
故
と
の
間
に
相
当
因
果

関
係
が
あ
る
こ
と
を
認
め
る
に
足
り
る
的
確
な
証
拠
も
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
丸
亀
市
に
本
件
事
故
の
責
任
を
分
担

さ
せ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
。｣と
し
て
、
相
被
告
で
あ
る

ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
と
そ
の
使
用
者
で
あ
る
運
送
会
社
の

過
失
責
任
は
認
め
ま
し
た
が
、
道
路
管
理
者
の
瑕
疵
に
つ

い
て
は
認
め
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
京
都
道
歩
道
切
下
部
自
転
車
転
倒
事
件

こ
の
事
件
は
、
平
成
六
年
三
月
三
〇
日
午
後
五
時
二
五

分
頃
、
東
京
都
多
摩
市
の
東
京
都
道
上
麻
生
連
光
寺
線
の

歩
道
上

(幅
員
七
五
等

に
お
い
て
、
被
害
者
が
自
転
車

を
運
転
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
民
地
の
出
入
り
の
た
め
に
切

り
下
げ
ら
れ
た
縦
断
勾
配
が
通
常
よ
り
五
釦
盛
り
上
が
っ

て
い
た
た
め

(図
2
参
照
)
に
転
倒
し
、
後
ろ
か
ら
来
た

自
動
車
に
轢
過
さ
れ
死
亡
し
た
事
件
で
す
。

原
告
は
こ
の
片
方
が
五
皿
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
事

故
を
招
い
た
原
因
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
訴
え
を
起
こ
し

ま
し
た
。

裁
判
所
の
判
断
は
、
ま
ず
、
当
該
部
分
が
確
か
に
他
の

歩
道
部
分
よ
り
五
伽
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
事
実
に
つ

い
て
は
認
め
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
五
皿
の
差
を
も
っ
て
し
て
も
勾

配
は
斜
面
の
長
さ
六
○
伽
に
対
し
て
高
さ
二
五
伽
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
程
度
の
盛
り
上
が
り
に
よ
る
傾
斜
は
、
歩

　　
　　　

隻舵
で

　　
　

÷≦÷都道138号覇L一 ここからワイドの

多摩市聖ヶ丘 4丁目 1番地

多摩大学附属聖ヶ丘中学 高校

《n 至鶴川街道方面

図 2 現場見取図
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道
を
通
常
使
用
す
る
に
当
た
っ
て
何
ら
の
支
障
と
な
る
も

の
で
は
な
く
、
安
全
に
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
の
で
、
こ

れ
を
瑕
疵
と
言
う
こ
と
は
出
来
な
い
、
と
判
断
し
ま
し
た
。

ま
た
、
被
害
者
の
過
失
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に
、
速
度

を
調
節
す
る
こ
と
に
よ
り
安
全
に
進
行
で
き
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
る
う
え
、
本
件
歩
道
が
自
転
車
の
通
行
が
認
め
ら

れ
て
い
な
い
も
の
で
も
あ
り
、
そ
も
そ
も
本
件
歩
道
上
を

自
転
車
で
通
行
す
る
こ
と
自
体
が
異
常
な
行
為
で
あ
る
と

結
論
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
相
被
告
で
あ
る
自
動
車
の
運
転
手
に
つ
い
て
も

過
失
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

尼
崎
市
道
自
転
車
水
路
転
落
事
件

こ
の
事
件
は
泥
酔
し
た
被
害
者
が
、
自
転
車
で
歩
道
を

通
行
中
運
転
を
誤
り
隣
接
す
る
水
路
に
転
落
し
た
事
件
で

す
が
、
第
一
審
判
決
に
お
い
て
は
転
落
防
止
措
置
が
万
全

で
な
か
っ
た
も
の
と
し
て
道
路
管
理
者
が
敗
訴
し
て
い
た

事
件
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
控
訴
審
判
決
に
お
い
て
は
、
以

下
の
理
由
に
よ
り
逆
転
で
管
理
瑕
疵
な
し
と
の
判
決
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

･
本
件
事
故
現
場
付
近
の
本
件
歩
道
部
分
は
自
転
車
で
通

行
す
る
者
に
と
っ
て
、
必
ず
し
も
十
分
な
幅
員
が
確
保

さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、

安
全
に
通
行
す
る
の
に
必
要
な
最
低
限
の
幅
員
は
確
保

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

･
本
件
事
故
現
場
付
近
は
一
直
線
の
道
路
で
前
方
の
見
通

し
も
よ
く
、
本
件
歩
道
部
分
と
本
件
水
路
と
の
境
も
明

確
で
あ
っ
て
、
夜
間
に
お
い
て
も
本
件
車
道
部
分
を
挟

ん
で
、
反
対
側
の
歩
道
に
存
在
し
て
い
た
常
設
の
街
灯

の
照
明
等
に
よ
り
本
件
歩
道
部
分
に
接
し
て
本
件
水
路

が
存
在
す
る
こ
と
を
通
行
人
が
認
識
す
る
こ
と
は
困
難

で
は
な
か
っ
た
。

･
し
た
が
っ
て
、
通
常
の
状
態
で
自
転
車
を
運
転
し
て
本

件
事
故
現
場
を
通
行
す
る
限
り
、
本
件
水
路
に
転
落
す

る
よ
う
な
こ
と
は
予
想
し
得
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
い

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

･
本
件
歩
道
部
分
が
設
置
さ
れ
、
植
樹
さ
れ
て
以
来
二
〇

数
年
の
間
に
同
種
の
事
故
は
一
度
も
な
か
っ
た
。

･
原
告
は
酩
酊
し
た
状
態
で
、
さ
ら
に
立
ち
こ
ぎ
を
し
て

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
転
倒
し
て
水
路
に
転
落
し
た
も
の
で

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
道
路
管
理
者
に
お
い
て
予

想
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

･
し
た
が
っ
て
、
歩
道
部
分
と
水
路
と
の
間
の
防
護
柵
の

不
設
置
や
水
路
に
蓋
か
け
を
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
て
い
た
も
の

と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
本
件
事
故
が
公
の
営
造
物
の

設
置
ま
た
は
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う

こ
と
は
で
き
な
い
。

牧
方
市
道
穴
ぼ
こ
バ
イ
ク
転
倒
事
件

こ
の
事
件
は
七
月
の
午
後
三
時
頃
、
被
害
者

(
一
七
歳

の
女
性
)
の
運
転
す
る
原
動
機
付
き
自
転
車
が
市
道
の
陥

没
部
分
に
は
ま
り
、
被
害
者
の
身
体
が
道
路
中
央
部
分
に

投
げ
出
さ
れ
、
対
向
し
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク
に
衝
突
し
死
亡

し
た
事
件
で
す
。

こ
の
陥
没
の
起
こ
っ
た
原
因
は
道
路
工
事
に
よ
る
も
の

で
、
道
路
管
理
者
は
事
故
が
発
生
す
る
三
日
前
に
工
事
施

工
業
者
に
対
し
て
一
堀
程
度
の
陥
没
が
生
じ
て
い
た
た
め
、

補
修
と
安
全
柵
の
設
置
を
命
令
し
ま
し
た
。
業
者
は
安
全

柵
は
設
置
し
た
も
の
の
、
補
修
に
つ
い
て
は
、
天
候
等
の

理
由
で
三
日
間
施
工
で
き
ず
、
事
故
当
日
に
は
何
者
か
に

よ
っ
て
安
全
柵
が
移
動
さ
れ
て
お
り
、
陥
没
部
分
も
拡
大

し
、
縦
二
六
伽
、
横
二
二
伽
、
深
さ
三
五
伽
に
も
な
っ
て

い
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
裁
判
所
は
施
工
業
者
の
過
失

を
認
め
、
道
路
管
理
者
の
瑕
疵
に
つ
い
て
は
認
め
ま
せ
ん
･

で
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
人
の
過
失
相
殺

(四
割
)

や
損
益
相
殺
を
考
慮
す
る
と
、
損
害
額
は
既
に
補
填
さ
れ

て
お
り
、
請
求
そ
の
も
の
は
棄
却
さ
れ
ま
し
た
。

千
葉
県
道
工
事
中
歩
道
自
転
車
転
倒
事
件

こ
の
事
件
は
県
道
の
交
通
安
全
施
設
の
工
事
現
場
に
お

い
て
、
当
該
工
事
の
た
め
植
栽
が
引
き
抜
か
れ
て
土
だ
け

の
状
態
に
な
っ
て
い
た
植
栽
枡
に
、
泥
酔
し
て
自
転
車
に

乗
っ
た
被
害
者
が
入
り
込
み
転
倒
し
歩
道
に
頭
を
強
打
し

て
死
亡
し
た
事
件
で
す
。

こ
の
訴
訟
で
は
道
路
管
理
者
の
千
葉
県
及
び
工
事
請
負

業
者
が
被
告
と
さ
れ
ま
し
た
。



訴
訟
の
中
で
道
路
管
理
者

(工
事
発
注
者
)
で
あ
る
千

葉
県
は

｢工
事
中
の
保
安
措
置
を
講
ず
べ
き
義
務
は
千
葉

県
の
義
務
で
は
な
く
、
請
負
人
の
義
務
で
あ
り
、
請
負
人

に
対
す
る
公
衆
災
害
防
止
の
た
め
の
監
督
権
限
を
有
し
て

い
な
い
｣
と
主
張
し
ま
し
た
。

(判
決
要
旨
)

本
件
事
故
現
場
付
近
の
植
栽
帯
の
植
木
は
撤
去
さ
れ
た

後
は
ざ
っ
と
平
ら
に
な
ら
さ
れ
た
が
、
点
圧
は
さ
れ
ず
、

土
壌
が
軟
弱
な
ま
ま
で
あ
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ

た
歩
道
部
分
か
ら
五
釦
-
-
○
皿
陥
没
し
て
い
る
部
分
が

数
カ
所
あ
り
、
ま
た
逆
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
さ
れ
た
歩

道
部
分
よ
り
も
盛
り
上
が
っ
て
い
る
部
分
も
あ
っ
た
。

工
事
請
負
業
者
の
現
場
代
理
人
は
土
砂
部
分
の
陥
没
部

分
や
盛
り
上
が
り
部
分
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
が
、

①
歩
道
の
幅
員
が
植
栽
帯
を
除
い
て
十
分
あ
っ
た
こ
と
②

バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
し
て
も
風
に
よ
っ
て
倒
れ
た
と
き
は

通
行
の
障
害
に
な
る
こ
と
③
周
囲
の
照
明
に
よ
り
夜
間
の

明
る
さ
が
十
分
で
あ
る
、
こ
と
な
ど
を
理
由
に
保
安
措
置

を
講
じ
な
か
っ
た
。

千
葉
県
の
監
督
員
は
、
植
栽
帯
に
つ
い
て
、
仮
に
人
が

土
砂
部
分
に
入
っ
て
も
危
険
性
は
な
い
と
考
え
バ
リ
ケ
ー

ド
の
設
置
等
の
指
示
を
与
え
な
か
っ
た
。

工
事
請
負
業
者
に
つ
い
て
は
、
交
通
の
安
全
の
確
保
及

び
公
衆
災
害
の
防
止
の
見
地
か
ら
、
植
栽
帯
を
バ
リ
ケ
ー

ド
や
カ
ラ
ー
コ
ー
ン
で
周
囲
を
囲
み
、
夜
間
は
保
安
等
、

照
明
設
備
を
設
置
す
べ
き
義
務
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
過
失
が
あ

っ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

千
葉
県
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
保
安
措
置
は
、

一
次
的
に
は
請
負
人
が
そ
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
注
文
者
で
あ
る
被
告
千
葉
県
に

お
い
て
も
監
督
員
を
通
し
て
、
請
負
契
約
の
履
行
に
つ
い

て
請
負
人
に
対
し
て
指
示
す
る
権
限
等
を
有
し
て
い
た
の

で
あ
る
か
ら
、
請
負
人
の
採
っ
た
措
置
が
十
分
で
な
い
場

合
に
は
、
監
督
員
に
お
い
て
こ
れ
を
指
摘
し
、
十
分
な
保

安
措
置
を
採
る
よ
う
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
べ

き
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
千
葉
県
は
何
ら
の
指
示
も
し

な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
過
失
が
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で

あ
り
、
民
法
七
一
五
条
、
七
一
六
条
但
し
書
き
に
基
づ
き

責
任
を
負
う
。

被
害
者
の
飲
酒
運
転
及
び
前
方
不
注
意
に
つ
き
六
割
を

過
失
相
殺
す
る
。

品
川
区
道
八
ツ
山
通
り
交
差
点
構
造
不
備

二
輪
車
衝
突
事
件

こ
の
事
件
は
東
京
都
の
品
川
区
が
管
理
す
る
品
川
区
道

に
お
い
て
道
路
の
構
造
に
つ
い
て
瑕
疵
が
あ
る
た
め
事
故

が
起
こ
っ
た
と
し
て
訴
え
ら
れ
た
事
件
で
す
。

道
路
の
構
造
は
、
原
告
の
主
張
に
よ
れ
ば
、

｢本
件
道
路
は
、
本
件
交
差
点
に
お
い
て
微
妙
に
折
れ
曲

が
っ
て
お
り
、
南
か
ら
北
に
向
か
っ
て
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン

の
内
側
二
m
の
と
こ
ろ
を
走
行
し
て
本
件
交
差
点
を
直
進

す
る
と
、
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
超
え
て
対
向
車
線
に
入
り
、

対
向
車
両
と
衝
突
し
て
し
ま
う
構
造
に
な
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
本
件
交
差
点
は
、
そ
の
中
央
部
分
の
路
面
が
盛
り

上
が
っ
て
い
る
の
で
、
南
方
面
か
ら
北
方
面
に
向
か
っ
て

進
行
す
る
車
両
に
と
っ
て
は
、
そ
の
高
低
差
に
よ
り
、
本

件
交
差
点
手
前
付
近
で
は
対
向
車
両
を
硯
認
し
に
く
い
の

み
な
ら
ず
、
交
差
点
の
北
側
入
り
口
に
は
照
明
灯
が
設
置

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
夜
間
に
お
い
て
は
ま
す
ま
す

対
向
車
両
を
確
認
し
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
。｣

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
交
差
点
に
お
い
て
被
害
車
両
で
あ
る
自
動
二
輪
車

が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
オ
ー
バ
ー
し
て
対
向
し
て
き
た
普

通
貨
物
自
動
車
と
衝
突
し
、
被
害
者
が
死
亡
し
た
事
件
で

す
。こ

れ
に
対
す
る
裁
判
所
の
判
断
は
、
ま
ず
、
道
路
の
構

造
に
つ
い
て
、
交
差
点
中
央
部
の
盛
り
上
が
り
を
、
交
差

点
南
側
二
0
m
の
地
点
で
高
低
差
約
一
･
五
m
北
側
で
約

0
･
八
五
m
あ
る
と
認
定
し
ま
し
た
。
次
に
照
明
に
つ
い

て
は

｢五
0
m
の
間
隔
を
お
い
て
四
〇
0
W
の
街
路
灯
が

設
置
さ
れ
て
お
り
夜
間
で
も
明
る
い
｣
と
認
定
し
ま
し
た
。

次
に
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
件
に
つ
い
て
は
、
本
件
道
路

は
本
件
交
差
点
を
境
と
し
て
幅
員
が
狭
ま
っ
て
い
る
た
め

本
件
交
差
点
の
北
側
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
が
南
側
の
セ
ン

タ
ー
ラ
イ
ン
(交
差
点
内
に
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
は
な
い
。
)

の
延
長
線
上
よ
り
三
m
な
い
し
三
･
五
m
ほ
ど
左
側
に
弾

か
れ
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
と
認
定
し
ま
し
た
。



次
に
本
件
道
路
の
視
認
状
況
に
つ
い
て
は
、
昼
間
、
交

差
点
手
前
の
停
止
線
か
ら
六
0
m
手
前
の
地
点
で
視
線
の

高
さ
を

一
･
一
m
と
し
た
場
合
、
交
差
点
の
先
の
道
路
の

両
側
の
建
物
、
電
信
柱
な
ど
か
ら
道
路
が
交
差
点
の
先
に

お
い
て
大
き
く
左
に
折
れ
曲
が
り
、
幅
員
が
狭
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
、
夜
間
に
お
い
て
も

停
止
線
二
0
m
手
前
か
ら
同
様
に
確
認
で
き
た
。

そ
し
て
総
合
判
断
と
し
て
、
本
件
事
故
の
原
因
及
び
道

路
管
理
瑕
疵
責
任
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
判
断
し
ま

し
た
。

｢少
な
く
と
も
交
差
点
の
手
前
二
0
m
の
地
点
か
ら
道
路

の
形
態
は
容
易
に
認
識
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
仮
に
被
害

車
両
が
七
○
如
程
度
の
速
度

(制
限
速
度
は
超
過
し
て
い

る
)
で
走
行
し
て
い
た
と
し
て
も
そ
の
制
動
距
離
は
約
四

七
m
で
あ
る
の
で
対
向
車
線
上
の
対
向
車
両
と
の
衝
突
は

十
分
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
に
照
ら
せ
ば
、
本
件
交
差
点
は
中
央
部

の
盛
り
上
が
り
に
よ
り
そ
の
前
方
下
部
の
見
通
し
が
十
分

で
な
い
点
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

に
欠
い
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

被
害
車
両
は
制
限
速
度
で
あ
る
四
○
虹
を
大
幅
に
超
過

し
た

一
一
〇
如
に
近
い
速
度
で
進
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

本
件
事
故
は
専
ら
被
害
者
の
前
方
不
注
視
が
原
因
で
生
じ

た
も
の
で
あ
る
と
推
認
せ
ざ
る
を
得
な
い
。｣

と
し
て
相
当
因
果
関
係
を
認
め
ず
原
告
の
請
求
を
棄
却
し

ま
し
た
。

大
分
県
道
工
事
現
場
進
入
衝
突
事
件

こ
の
事
件
は
図
3
の
よ
う
な
バ
イ
パ
ス
工
事
中
の
道
路

で
工
事
区
間
の
入
り
ロ
に
バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど
の
進
入
を
防

止
す
る
措
置
が
な
か
っ
た
た
め
被
害
車
両
が
入
り
込
ん
で

衝
突
し
た
事
件
で
す
。

(現
場
の
状
況
)

三
叉
路
か
ら
新
設
中
の
道
路
を
約
一
四
三
m
進
む
と
建

設
中
の
橋
梁
が
あ
り
、
そ
の
橋
梁
の
入
り
ロ
に
バ
リ
ケ
ー

ド
が
一
個
置
か
れ
て
あ
り
、
そ
の
中
央
の
バ
リ
ケ
ー
ド
に

は

｢危
な
い
か
ら
入
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
｣
と
記
載
さ
れ

た
看
板
が
取
り
付
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
バ
リ
ケ
ー
ド
は

手
前
五
三
･
五
m
の
地
点
か
ら
見
え
る
状
態
で
あ
っ
た
。

(事
故
の
状
況
)

被
害
者
は
現
道
が
右
折
し
て
い
る
の
に
気
づ
か
ず
、
工

事
中
の
バ
イ
パ
ス
部
分
に
時
速
約
六
○
如
で
進
入
し
本
件

橋
梁
の
手
前
約
一
四
･
三
m
の
地
点
で
前
方
の
本
件
橋
梁

が
工
事
中
で
あ
る
の
に
気
づ
き
急
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
た
が

間
に
合
わ
ず
橋
梁
の
手
前
の
幅
二
･
七
m
、
深
さ
一
･
三

m
の
隙
間
に
転
落
し
て
橋
台
に
激
突
し
た
。

(瑕
疵
の
判
断
)

道
路
管
理
者
と
し
て
は
、
建
設
中
部
分
に
車
両
が
入
り

込
ま
な
い
よ
う
に
、
現
道
と
工
事
中
部
分
の
分
岐
点
に
進

入
禁
止
の
標
識
や
バ
リ
ケ
ー
ド
を
設
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
。

次
に
誤
っ
て
工
事
中
部
分
に
入
り
込
ん
だ
車
両
が
隙
間

に
転
落
す
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
そ
の
危
険
を
知
ら
せ

/ / /
N
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る
標
識
等
を
設
置
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
翫
双
置
さ
れ
て
い
た

バ
リ
ケ
ー
ド
で
は
十
分
な
も
の
と
は
い
え
ず
、
｢危
な
い
か

ら
は
い
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
｣
の
看
板
も
読
み
取
る
の
は

困
難
な
も
の
で
あ
っ
た
。)

当
該
隙
間
の
向
こ
う
側
に
三
個
の
バ
リ
ケ
ー
ド
が
置
か

れ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
専
ら
向
こ
う
側
か
ら
来
る
車
両
の

転
落
防
止
の
た
め
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
不
十
分

な
も
の
で
あ
っ
た
。

以
上
に
よ
れ
ば
、
本
件
道
路
は
通
常
有
す
べ
き
安
全
性

を
欠
い
て
お
り
、
そ
の
道
路
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
た
と
い

わ
ざ
る
を
得
な
い
。

(道
路
予
定
地
の
問
題
に
つ
い
て
)

被
告
は
本
件
事
故
現
場
は
道
路
予
定
地
で
あ
り
｢道
路
｣

で
は
な
い
と
主
張
す
る
が
、
路
床
部
分
は
既
に
完
成
し
て

お
り
車
の
通
行
に
は
支
障
が
な
く
、
現
道
か
ら
容
易
に
進

入
し
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を

考
え
る
と

｢公
の
営
造
物
｣
に
当
た
る
も
の
と
い
う
べ
き

で
あ
る
。

(過
失
相
殺
に
つ
い
て
)

被
害
車
両
の
運
転
手
は
飲
酒
に
よ
り
、
事
故
当
時
は
ま

だ
明
る
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
見
し
て
工
事
中
と
わ
か

る
部
分
に
進
入
し
た
こ
と
や
バ
リ
ケ
ー
ド
の
発
見
が
遅
れ

た
こ
と
が
事
故
の
一
因
を
な
し
て
お
り
、
そ
の
過
失
割
合

は
六
0
%
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。

徳
島
県
道
ダ
ン
プ
転
落
事
件

こ
の
事
件
は
ダ
ン
プ
が
路
肩
か
ら
三
〇
伽
は
み
出
し
て

路
外
に
転
落
し
た
事
件
で
、
一
、
二
審
と
も
道
路
管
理
瑕

疵
責
任
を
認
め
な
か
っ
た
事
件
で
す
が
、
最
高
裁
で
は
審

理
不
尽
で
あ
る
と
し
て
高
裁
に
差
し
戻
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
判
決
に
よ

れ
ば
、
｢管
理
瑕
疵
｣
と
は
、
｢そ
の
事
故
当
時
に
お
け
る

当
該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状

況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
具
体
的
個
別
的
に
判

断
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
営
造
物
と
し
て
本
来

具
有
す
べ
き
安
全
性
に
欠
け
る
こ
と
な
く
、
右
行
動
が
設

置
管
理
者
に
お
い
て
通
常
予
測
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
と
き
は
、
事
故
の
原
因
が
瑕
疵
に
あ
る
と
は
言

え
な
い
｣
と
し
、
本
件
事
故
に
お
い
て
車
両
制
限
令
九
条

に
違
反
す
る
態
様
で
通
行
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
は
道
路

の
通
常
の
用
法
に
即
し
な
い
行
動
と
い
う
べ
き
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
当
該
道
路
の
具
体
的
状
況
等
に
よ
っ
て
は
、
そ

の
よ
う
に
通
行
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
の
あ
る
こ
と
は

否
定
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
と
し
て
、
そ
の
一
事
を
も
っ

て
瑕
疵
が
な
か
っ
た
と
即
断
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と

し
ま
し
た
。

こ
れ
を
本
件
の
具
体
的
な
例
に
あ
て
は
め
て
み
る
と
、

路
側
を
三
○
伽
出
て
通
行
し
た
こ
と
に
は
や
む
を
得
な
い

理
由
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
高
等
裁

判
所
に
差
し
戻
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
判
決
の
与
え
る
影
響
は
大
き
い
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
。
こ
れ
ま
で
同
種
の
事
件
に
お
い
て
道
路
管
理
者
が
抗

弁
と
し
て
行
っ
て
い
た
、
被
害
者
の
法
令
違
反
に
つ
い
て

ま
た
一
段
と
緩
く
解
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
の
事
件
で
は
車
両
制
限
令
に
違
反
し
て
三
〇
伽
路
肩

側
を
通
行
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
裁
判
所
は

｢通
常
｣
の

範
囲
に
入
る
も
の
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
時
代
の
流
れ
と
と
も
に
道
路
管
理

も
高
度
な
も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
る
で
し

ょ
う
。
し
か
し
一
方
で
は

｢自
己
責
任
｣
の
範
囲
を
広
げ

る
べ
き
と
の
意
見
も
根
強
く
、
道
路
管
理
瑕
疵
の
訴
訟
に

お
い
て
こ
の
部
分
は
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
混
迷
し
て
い
く

こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

長
野
県
道
バ
ー
ド
ラ
イ
ン
地
滑
り
事
件

こ
の
事
件
は
昭
和
六
〇
年
七
月
二
六
日
午
後
五
時
項
、

長
野
市
郊
外
に
所
在
す
る
地
附
山

(標
高
七
三
三
メ
ー
ト

ル
)
の
南
東
斜
面
に
お
い
て
、
大
規
模
な
地
す
べ
り
が
発

生
し
、
流
下
し
た
土
砂
が
そ
の
ふ
も
と
近
く
の
山
腹
に
造

成
さ
れ
た
団
地
に
ま
で
押
し
寄
せ
、
土
地
が
埋
没
し
た
り

多
数
の
家
屋
が
全
半
壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
生
じ
た
事
件

で
す
。

こ
の
事
件
の
原
告
の
主
張
は
、

①
当
該
地
す
べ
り
は
、
長
野
県
に
よ
っ
て
地
附
山
に
設
置

さ
れ
た
有
料
道
路
の
設
置
ま
た
は
管
理
に
瑕
疵
が
あ
っ
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た
た
め
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
(国
家
賠
償
法
二
条
一

か
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た
だ
け
で
、
そ
れ
以
上
に

年
的
に
変
化
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ
り
付
近
住
民
に
被
害
を

項
)

詳
細
な
地
形
及
び
地
質
調
査
を
行
っ
た
形
跡
は
な
い
。
し

及
ぼ
す
危
険
性
が

じ
た
と
い
う

,
あ
り
、
自
然
~
、

②
長
野
県
は
地
方
公
共
団
体
と
し
て
こ
の
よ
う
な
災
害
の

発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の
に
そ
の
義

務
を
過
失
に
よ
り
怠
っ
た
。
(国
家
賠
償
法
一
条
一
項
)

③
長
野
県
の
団
地
の
造
成
･
分
譲
す
る
に
際
し
て

"
後
背
斜
面
の
危
険
性
の
調
査
を
怠
っ
た

(民
法
七
〇

九
条
)

可
安
全
な
住
宅
地
を
給
付
す
る
べ
き
で
あ
る
の
に
そ
れ

を
怠
っ
た

(民
法
四
一
五
条
)

州
団
地
の
瑕
疵
担
保
責
任

(民
法
五
七
〇
条
)

で
あ
り
、
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
事
件
で
す
。

こ
の
主
張
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
以
下
の
理
由
に
よ
り
、

①
の
有
料
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
の
責
任
を
認
め
、
損
害
賠

償
請
求
を
一
部
認
容
し
ま
し
た
。

①
本
件
地
す
べ
り
の
素
因
と
誘
因

本
件
地
す
べ
り
の
素
因
と
し
て
、
崩
落
前
の
梅
雨
期
の

記
録
的
な
降
雨
及
び
こ
れ
に
よ
る
地
下
水
の
作
用
に
基
づ

く
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
有
料
道
路
建
設
時
の
切
り

土
に
よ
る
斜
面
へ
の
不
安
定
化
等
が
誘
因
と
し
て
上
げ
ら

れ
る
。

②
公
の
営
造
物
の
設
置
･
管
理
に
関
す
る
責
任
に
つ
い
て

一
般
的
に
は
、
道
路
を
建
設
す
る
際
に
は
、
旧
地
す
べ

り
地
を
避
け
る
か
、
建
設
す
る
に
し
て
も
地
す
べ
り
に
対

す
る
配
慮
を
十
分
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、

当
該
道
路
に
つ
い
て
は
簡
単
な
地
質
調
査
書
が
あ
っ
た
ほ

詳
細
な
地
形
及
び
地
質
調
査
を
行
っ
た
形
跡
は
な
い
。
し

か
し
、
当
該
地
域
で
地
す
べ
り
が
発
生
し
た
の
は
六
四
〇

〇
年
以
上
前
で
あ
り
、
地
す
べ
り
の
特
別
の
対
策
を
採
ら

な
か
っ
た
と
し
て
も
や
む
を
得
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

本
件
の
場
合
に
変
状
が
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
建
設
か
ら

一
〇
年
が
経
過
し
て
か
ら
で
あ
り
、
建
設
当
時
と
し
て
は
、

道
路
と
し
て
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
い
た
状
態
に
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

そ
の
後
、
切
り
土
に
よ
る
斜
面
の
不
安
定
化
及
び
ト
ラ

ッ
ク
カ
ー
ブ
内
の
斜
流
谷
部
分
に
対
す
る
排
水
設
備
の
不

備
と
い
う
二
点
の
欠
陥
が
顕
在
化
し
て
き
た
。
そ
れ
を
、

道
路
管
理
者
の
手
で
改
善
ま
た
は
除
去
さ
れ
な
い
ま
ま
推

移
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
つ
い
に
破
壊
的
な
滑
動
に
ま
で
至

り
大
崩
落
と
な
っ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

つ
ぎ
に
予
見
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
定
性
的
な
予
見
可

能
性
で
足
り
る
け
れ
ど
も
、
具
体
的
な
因
果
の
経
過
に
即

し
た
予
見
可
能
性
が
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
れ
で
足
り

る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

当
該
団
地
に
対
す
る
被
害
の
発
生
と
の
関
係
で
予
見
可

能
性
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
地
す
べ
り
が
発
生
し
た

場
合
に
土
塊
が
団
地
に
ま
で
お
よ
び
具
体
的
危
険
性
が
あ

れ
ば
十
分
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
に
高
度
の
蓋
然
性
ま
で

必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

本
件
は
、
被
告
の
建
設
し
た
有
料
道
路
が
有
す
る
欠
陥

に
起
因
し
て
、
そ
の
道
路
が
設
置
さ
れ
た
自
然
斜
面
に
経

及
ぼ
す
危
険
性
が
生
じ
た
と
い
う
事
案
で
あ
り
、
自
然
斜

面
に
人
為
的
に
手
を
加
え
、
そ
の
結
果
他
に
危
険
を
及
ぼ

す
よ
う
な
状
況
を
作
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
欠
陥
を
是

正
し
て
、
瑕
疵
の
な
い
状
態
に
し
、
そ
の
危
険
を
除
去
す

べ
き
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、
回
避
可
能
性
も
肯
定
で
き
る
。

と
し
て
、
有
料
道
路
の
管
理
の
瑕
疵
に
よ
る
損
害
賠
償
が

認
め
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
判
決
に
つ
い
て
長
野
県
は
控
訴
せ
ず
、
確

定
し
て
い
ま
す
。
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一
は
じ
め
に

埼
玉
県
で
は
、
昭
和
五
四
年
一
〇
月
に

｢ふ
る
さ

と
埼
玉
の
緑
を
守
る
条
例
｣
を
施
行
し
、
そ
の
中
で

｢緑
は
や
す
ら
ぎ
と
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
県
民
共

有
の
財
産
で
あ
り
、
全
て
の
県
民
の
ふ
る
さ
と
を
象

徴
す
る
も
の
で
あ
る
｣
と
宣
言
し
、
｢植
樹
の
基
準
｣

に
基
づ
い
て
道
路
緑
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
本
稿
は
道
路
緑
化
を
沿
道
住

民
の
参
加
を
得
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

二

埼
玉
県
に
お
け
る
道
路
緑
化
の
概
念

道
路
緑
化
と
は
、
安
全
で
快
適
な
道
路
交
通
環
境

の
整
備
、
良
好
な
道
路
景
観
の
形
成
、
沿
道
に
お
け

る
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
に
お
い
て
は
、
埼
玉
県
五
ヶ
年
計
画
で
示

さ
れ
た
国
づ
く
り
の
指
針
で
あ
る

｢豊
な
彩
の
く
に

づ
く
り
｣
の
実
現
に
向
け
て
、
道
路
整
備
に
係
わ
る

施
策
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
道
路
整
備
の
目
標
で
あ

る

｢人
と
自
然
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
｣
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
、
道
路
緑
化
は
次
の
よ
う
な
役
割
の
も

と
に
整
備
、
育
成
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

※
埼
玉
県
に
お
け
る
道
路
緑
化
の
役
割

①
快
適
で
安
全
な
生
活
環
境
の
創
出

②
良
好
な
都
市
環
境
の
創
出

③
環
境
負
荷
の
低
減

④
地
域
の
個
性
の
創
出

⑤
自
然
環
境
と
の
調
和

道
路

(歩
道
部
)
の
緑
化
基
準

歩
道
部
の
緑
化
は
、
一
般
的
に
は
歩
道
と
車
道
の

境
界
付
近
に
植
樹
桝
･
植
樹
帯
等
を
設
け
植
栽
を
行

う
も
の
で
、
道
路
緑
化
の
中
心
と
な
る
場
所
で
あ
る
。

歩
道
の
植
栽
は
、
道
路
や
沿
道
に
お
け
る
景
観
の

向
上
の
他
、
歩
道
と
車
道
の
分
離
、
歩
行
者
の
安
全

性
の
確
保
、
緑
陰
の
提
供
、
遮
蔽
、
自
動
車
に
対
す

る
視
線
誘
導
と
と
も
に
防
風
、
防
塵
、
防
煙
、
防
火
、

騒
音
の
緩
和
、
大
気
浄
化
、
微
気
象
の
緩
和
等
の
機

能
効
果
で
あ
る
o

歩
道
部
の
植
栽
形
態
は
、
歩
道
幅
員
二
･
五
m
以

上
の
も
の
は
植
栽
桝
を
設
け
て
街
路
樹
を
植
栽
し
、

歩
道
幅
員
三
･
o
m
以
上
の
も
の
は
植
樹
帯
を
設
け

る
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
歩
道
幅
員
二
･
五
m
未
満

で
あ
っ
て
も
様
々
な
緑
地
手
法
を
用
い
可
能
な
限
り

住
民
参
加
の
道
路
緑
化
で
美
し
い
道
づ
く
り

山

ロ

稔
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位置図

植
栽
を
行
う
も
の
と
す
る
。

三

住
民
参
加
に
よ
る
植
樹
会
実
施
に
至

る
ま
で
の
経
緯

平
成
九
年
度
整
備
区
間
と
し
て

｢
一
般
県
道

下

高
野
杉
戸
線

大
字
杉
戸
･
下
高
野
地
区
｣
が
選
定

さ
れ
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
を
施
工
す
る
に
あ
た
り
、
従
来
、
行
政
主
導

で
お
こ
な
わ
れ
が
ち
な
こ
れ
ら
工
事
に
住
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
ら
れ
な
い
か
と
い
う
こ
と
か
ら
、
県
が

説
明
会
を
開
き
町
や
地
元
区
長
･
沿
道
住
民
と
話
し

合
い
を
し
た
結
果
、
沿
道
住
民
の
方
に
植
樹
の
一
部

を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
(植
樹
会
と
し
て
)、
そ
の
後

の
管
理
に
つ
い
て
も
協
力
い
た
だ
け
る
こ
と
と
な
っ

た
も
の
で
す
。

地
元
と
の
話
し
合
い
で
は
次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。

植
樹
に
つ
い
て

◎
樹
木
の
選
定

環
境
に
強
く
沿
道
住
民
の
方
に
日
照
等
で
害

が
少
な
い
木
、
維
持
管
理
が
あ
ま
り
必
要
と

せ
ず
、
美
し
い
花
や
紅
葉
が
楽
し
め
る
樹

(
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
)

e
植
樹
会
の
実
施
及
び
日
時

休
日
の
午
後

(三
月
一
五
日
)

e
植
樹
方
法

(手
順
)
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県
で
説
明
し
出
来
る
範
囲
を
協
議

e
管
理
方
法

①

夏
場
な
ど
乾
期
時
の
水
く
れ
。
(
ハ
ナ
ミ
ズ

キ
は
特
に
乾
燥
に
弱
い
)

②

桝
の
中
の
ご
み
や
雑
草
の
撤
去

③

樹
木
の
状
態
や
添
え
木
･
鳥
居
の
状
態
の

観
察

◎
管
理
者
選
定
及
び
管
理
者
名
札
の
設
置

(上
杉

戸
緑
を
育
て
る
会
等
)

e
桝
の
位
置

県
で
施
工
位
置
を
現
地
に
指
示
し
、
視
距
や

出
入
り
の
影
響
等
が
無
い
か
沿
道
住
民
に
確

認
を
取
る

県
で
は
今
回
の
植
樹
会
を
通
じ
植
樹
や
道
路
美
化

に
対
す
る
親
し
み
や
関
心
を
育
て
、
植
樹
後
も
愛
着

を
持
っ
て
県
民
に
管
理
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
す
る

一
事
例
と
考
え
て
お
り
、
ま
た
行
政
と
住
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
県
民
が
公
共
工
事
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

四

工
事
概
要

工
事
名

道
路
緑
化
工
事

工
事
場
所

一
般
県
道

下
高
野
杉
戸
線

(施
工
区
間
延
長

L
=
二
･
五
蹴
)
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“チップ材敷均し状況 ;

▲完成状況

　
　

　　　　　　
たゞ
を

急住民管理者名札



杉
戸
町
大
字
杉
戸
･
下
高
野
地
内

(東
武
鉄
道

上
杉
戸
踏
切
-
和
戸
橋
)

工
事
内
容

植
栽
桝
新
設

五
八
箇
所

(既
設
桝
)

六
二
箇
所

(八
四
本
を
住
民
に
よ
り
植
樹
)

中
木
植
栽

(
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
赤
h
=
二
･五
m
)

一
二
〇
本

支
柱
設
置

(二
脚
鳥
居
)

三
一〇
本

チ
ッ
プ
材

一
0
･
0
評

※
樹
木
の
大
き
さ
は
参
加
者
が
直
接
植
え
ら

れ
る
程
度
の
大
き
さ
、
重
さ
と
し
た
。

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
に
も

五

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
取
り
組
み

今
回
の
工
事
で
、
住
民
参
加
に
よ
る
植
樹
に
合
わ

せ
、
植
樹
桝
に
チ
ッ
プ
材
を
敷
き
つ
め
ま
し
た
。

チ
ッ
プ
材
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
県
が
道
路
樹
等

の
維
持
管
理
で
発
生
し
た
剪
定
枝
を
チ
ッ
プ
化
し
た

も
の
を
オ
ー
バ
ー
プ
ラ
ン
ト
や
雑
草
防
止
土
の
替
わ

り
に
植
樹
桝
の
表
面
に
敷
き
、
雑
草
等
の
発
芽
防
止

に
役
立
て
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
工
事
費
の
削

減
に
も
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
剪
定
枝
を
再
利
用
す
る

な
り
、
環
境
に
や
さ
し
い
道
づ
く
り
へ
の
配
慮
に
も

つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
植
樹
を
通
じ
参
加
者
や
沿
道
住
民
の

｢緑
の

リ
サ
イ
ク
ル
｣
へ
の
関
心
を
少
し
で
も
育
て
ら
れ
る

事
を
同
時
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

六

植
樹
会

三
月
一
五
日
同
午
後
、
春
の
嵐
を
思
わ
せ
る
天
候

に
も
か
か
わ
ら
ず
、.植
樹
会
が
町
長
･
区
長
･
沿
道

住
民
ら
約
一
〇
〇
人
が
参
加
し
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま



し
た
。

植
樹
会
で
は
、
最
初
に
土
木
事
務
所
内
で
植
樹
の

手
法
や
樹
の
管
理
に
関
す
る
講
習
を
し
た
後
、
高
さ

二
･
五
m
の
ア
メ
リ
カ
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
八
四
本
を
沿
道

の
住
民
が
県
や
町
の
職
員
と
一
緒
に
ス
コ
ッ
プ
を
片

手
に
一
本
一
本
手
作
業
で
歩
道
の
植
樹
桝
に
植
付
け

ま
し
た
。
樹
の
植
え
付
け
に
は
老
人
や
子
供
た
ち
も

参
加
し
、
親
子
で
一
緒
に
植
樹
を
す
る
風
景
も
見
ら

れ
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
樹
に
名
札
を
つ
け
な
が
ら
、
｢
こ
れ

か
ら
は
家
族
で
こ
の
樹
の
成
長
を
見
守
っ
て
い
こ
う
｣

と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

植樹後の名札付け

こ
の
よ
う
に
、
予
想
以
上
の
住
民
の
参
加
･
協
力

い
ま
す
。
こ
の
試
み
を
今
後
の
工
事
に
活
か
し
て
い

を
得
ら
れ
植
樹
会
は
成
功
り
に
終
了
し
ま
し
た
。

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

(埼
玉
県
杉
戸
土
木
事
務
所
道
路
環
境
第
二
課
長
)

親子で木の成長を楽しみに

七

お
わ
り
に

今
回
の
植
樹
の
よ
う
に
、
公
共
工
事
に
住
民
の
意

向
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
で
、
い
つ
も
何
気
な
い
存
在

の
道
に
対
し

｢私
た
ち
の
道
｣
的
な
意
識
を
持
っ
て

も
ら
い
、
住
民
の
モ
ラ
ル
の
向
上
や
道
路
美
化
へ
の

関
心
を
育
て
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
、
ま
た
、
県
職

員
が
住
民
と
一
緒
に
植
樹
を
す
る
事
で
、
行
政
と
住

民
が
お
互
い
を
身
近
に
感
じ
る
一
歩
に
な
っ
た
と
思
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は
じ
め
に

｢景
観
｣
と
は
、
景
色
と
か
眺
め
、
そ
の
中
で
も
特
に

優
れ
た
景
色
の
こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が

｢道

路
景
観
｣
と
い
う
言
葉
に
な
る
と
、
見
た
目
だ
け
で
は
な

く
気
象
条
件
や
植
生
、
歴
史
そ
し
て
周
囲
の
風
景
な
ど
を

踏
ま
え
た
道
路
の
個
性
を
表
し
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々

に
と
っ
て
居
心
地
の
よ
い
道
路
、
使
い
勝
手
の
よ
い
道
路

と
い
う
意
味
を
も
指
す
こ
と
に
な
る
o

茶
庭
の
こ
と
を
露
地
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
本
来
茶
室
に
通

じ
る
道
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
露
地
に
飛
石
を
置
く
心

得
と
し
て

｢渡
り
六
分
の
景
四
分
｣
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

こ
れ
は
歩
く
た
め
の
機
能

(渡
り
)
を
六
分
に
置
い
て
、

模
様
や
眺
め

(景
)
を
四
分
に
置
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
見
形
式
だ
け
を
重
ん
じ
る
と
思
わ
れ
て
い
る
茶
道
は
、

実
は
非
常
に
合
理
的
な
考
え
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
お
り
、

機
能
面
が
重
視
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
路
景
観
の
心

得
も
こ
う
あ
り
た
い
。

景
観
舗
装
は
道
路
景
観
を
演
出
す
る
材
料
で
あ
り
、
露

地
に
お
け
る
飛
び
石
と
同
じ
役
割
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と

考
え
る
と
、
単
な
る
道
路
の
化
粧
で
は
な
く
、
人
や
物
が

移
動
す
る
た
め
の
道
路
と
し
て
の
機
能
が
重
視
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
人
に
優
し
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二

舗
装
の
目
的

舗
装
は
、
人
が
快
適
に
移
動
す
る
た
め
に
施
さ
れ
る
が
、

そ
の
考
え
方
の
変
遷
に
は
三
つ
の
形
が
見
ら
れ
る
。

第
一
は
、
専
ら
人
や
車
が
移
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
舗
装
で
あ
る
。
舗
装
は
安
全
で
歩
き
や
す
く
、
走
り
や

す
い
、
そ
し
て
強
固
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
始

め
は
動
物
が
通
っ
た
跡
を
利
用
し
て
い
た
が
、
人
は
次
第

に
自
ら
も
道
を
切
り
開
き
な
が
ら
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。

小
さ
な
流
れ
を
渡
る
と
き
は
浅
瀬
に
石
を
並
べ
た
り
、
滓

み
に
は
木
の
枝
や
砂
利
を
敷
く
な
ど
、
通
り
道
の
整
備
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
舗
装
と
呼
べ
る
も
の
は
、
紀

元
前
二
五
〇
〇
年
ご
ろ
エ
ジ
プ
ト
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
強

大
な
権
力
を
持
っ
た
王
朝
が
興
り
、
神
殿
の
た
め
の
参
道

を
作

っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
そ
の
後
、
ロ
ー
マ
の
道
の
よ

敏木鈴

,
、藤

い

道

,

き
凌
業
、

参

4

　
　
　
　　

　

　

　
　

　　
　
　

き
5
な

り薦

隈

セ

、をこ
ぎ

｣
鰹
村

、
こ
ぐ

道行

頼
る



写真 2 ローマの石畳 (オスティア ･アンティカ)

う
な
道
路
は
戦
車
や
軍
隊
の
た
め
の
石
畳
の
舗
装
、
歩
き

や
す
い
日
本
の
土
の
街
道
、
そ
し
て
時
速
一
〇
〇
如
の
自

動
車
も
快
適
に
走
行
で
き
る
現
代
の
高
速
道
路
へ
と
発
展

し
た
が
、
そ
れ
ら
は
全
て
道
路
の
上
を
移
動
す
る
人
や
車

の
た
め
の
道
路
で
あ

っ
た

(写
真
1
･
2

･
3
)。

第
二
は
、
移
動
す
る
人
が
道
の
快
適
さ
を
感
じ
る
だ
け

で
な
く
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
に
と
っ
て
も
眺
め
て
美

し
く
、
う
る
お
い
や
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
る
舗
装
で

あ
る
。
こ
れ
が
一
般
に
景
観
舗
装
と
呼
ば
れ
る
の
で
あ
り
、

商
店
街
路
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
一
八
六
七

年
に
建
設
さ
れ
た
ミ
ラ
ノ
の
ガ
レ
リ
ア
の
精
密
な
モ
ザ
イ

ク
舗
装
は
そ
の
代
表
格
で
あ
ろ
う
。
現
在
、
都
市
景
観
施

策
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
整
備
事
業

や
身
近
な
ま
ち
づ
く
り
支
援
街
路
事
業
、
電
線
共
同
溝
整

備
事
業
、
く
ら
し
の
み
ち
づ
く
り
事
業
な
ど
に
採
用
さ
れ

る
舗
装
が
こ
れ
に
当
た
る
。
舗
装
に
は
色
や
肌
目
、
デ
ザ

イ
ン
性
な
ど
が
要
求
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
舗
装
材
料
が
使

わ
れ
て
い
る

(写
真
4
)。

第
三
は
、
そ
の
道
路
に
は
直
接
関
係
が
な
い
人
々
に
と

っ
て
も
優
し
い
、
お
お
げ
さ
に
言
え
ば
地
球
環
境
に
も
配

慮
し
た
舗
装
で
あ
る
。
自
動
車
の
排
気
ガ
ス
や
騒
音
、
雨

水
の
地
下
浸
透
へ
の
阻
害
、
照
り
返
し
に
よ
る
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
な
ど
、
道
路
か
ら
発
生
す
る
環
境
破
壊
の

原
因
を
緩
和
さ
せ
る
舗
装
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
産
業
廃

街

ノき藝

嚢
礎
麹
道

　　
　
　
　
　

　

　

　　　

　　

･

‐

も

7
′

　
　

　

　
　

　
　　

　

　

　

　
　　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
　　
　
　
　

　

　

　

　
　
　
　
　　　

　

　

写真 4 ミラノ ･ガレリアの舗装

棄
物
の
舗
装
へ
の
利
用
に
よ
る
環
境
保
全
へ
の
試
み
は
徐
々

に
実
用
化
さ
れ
て
い
る
が
、
道
路
舗
装
そ
の
も
の
が
環
境

に
と
っ
て
優
し
い
も
の
に
な
っ
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。次

に
舗
装
が
景
観
の
た
め
に
期
待
さ
れ
る
機
能
に
つ
い

て
考
察
す
る
。



の

歩
き
や
す
い
舗
装
と
歩
き
に
く
い
舗
装

最
近
、
景
観
舗
装
と
い
う
と
小
舗
石
や
タ
イ
ル
を
並
べ

た
舗
装
が
目
に
つ
く
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
中
に
は
歩
き

や
す
い
も
の
も
あ
る
が
、
歩
き
に
く
い
も
の
も
多
く
、
む

し
ろ
黒
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
方
が
歩
き
や
す
い
く
ら

い
で
あ
る
。

江
戸
時
代
の
土
で
で
き
て
い
た
日
本
の
街
道
は
、
そ
の

こ
ろ
来
日
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
た
ち
に
歩
き
や
す
い
と
し

て
絶
賛
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
が
ア
メ
リ
カ
大

陸
を
発
見
す
る
以
前
の
メ
キ
シ
コ
･
マ
ヤ
文
明
に
は
車
が

存
在
し
な
か
っ
た
た
め
、
都
市
と
都
市
と
の
交
流
は
徒
歩

で
行
わ
れ
て
お
り
、
｢サ
ク
ブ
｣と
い
う
交
易
路
が
作
ら
れ

写真 5 密林の中のサクブ

て
い
た
。
サ
ク
ブ
の
舗
装
は
石
を
積
ん
で
敷
き
並
べ
た
も

の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
上
を
漆
喰
で
平
滑
に
覆
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
歩
き
や
す
さ
を
追
及
し
た
最
高
の
舗
装
で
は

な
い
だ
ろ
う
か

(写
真
5
)
。

伊
勢
神
宮
や
明
治
神
宮
な
ど
の
参
道
に
は
砂
利
が
敷
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
豊
川
稲
荷
の
参
道
は
ご
つ
ご
つ
し
た

石
を
並
べ
た
も
の
で
決
し
て
歩
き
や
す
い
と
言
え
る
も
の

で
は
な
い
。
参
道
を
苦
労
し
て
歩
く
こ
と
は
藏
に
通
じ
、

人
が
清
ら
か
な
心
身
を
も
っ
て
神
に
会
う
こ
と
が
出
来
る

の
で
あ
ろ
う
。
目
的
に
よ
っ
て
は
、
歩
き
に
く
い
舗
装
も

必
要
な
の
で
あ
る
。

②

走
り
や
す
い
舗
装
と
走
り
に
く
い
舗
装

車
が
走
り
や
す
い
舗
装
と
い
え
ば
、
平
坦
性
が
よ
く
適

当
な
滑
り
抵
抗
を
も
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
走
り
に
く
い
舗
装
も
工
夫
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
%

'

'

も
と
も
と
人
が
主
役
で
あ
っ
た
道
路
に
、
重
量
が
あ
り

ス
ピ
ー
ド
が
速
い
自
動
車
が
入
り
込
ん
で
人
を
追
い
立
て

る
よ
う
に
な
り
危
険
で
あ
る
。
安
全
の
た
め
に
歩
道
が
設

置
さ
れ
、
歩
行
者
専
用
道
路
も
作
ら
れ
た
が
、
そ
れ
で
も

交
通
事
故
は
減
ら
な
い
。
そ
れ
で
は
人
と
車
の
共
存
に
よ

っ
て
事
故
を
防
ぐ
考
え
方
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
車
の
ス
ピ

ー
ド
を
人
間
が
歩
く
ス
ピ
ー
ド
に
近
づ
け
る
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
走
り
に
く
い
舗
装
が
施
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
交
差
点
な
ど
の
舗
装
上
に
コ
ブ

(
ハ
ン
プ
)

を
つ
く
っ
た
り
、
小
舗
石
や
ニ
ー
ト
工
法
な
ど
で
凹
凸
の

、 .' ゞ ご
＼
をマなにきざ

　　　　　　　 　　　　　　
写真 6 ハンプの例 横浜 ･元町
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ト

ン

　
　
　
　
　

あ
る
舗
装
部
分
を
増
や
し
た
り
、
ま
た
車
道
の
蛇
行

(シ

ケ
イ
ン
)
や
部
分
的
な
狭
窄

(チ
ョ
ッ
カ
ー
)
な
ど
の
手

法
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
動
車
が
制
限
速
度
以

内
で
は
滑
ら
か
な
走
行
が
で
き
る
が
、
こ
れ
を
オ
ー
バ
ー

す
る
と
上
下
左
右
の
揺
れ
が
激
し
く
ド
ラ
イ
バ
ー
に
不
快

感
を
与
え
る
波
形
の
舗
装
も
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る

(写

真
6
)

③

舗
装
の
色
と
形

景
観
舗
装
を
計
画
す
る
う
え
で
ま
ず
頭
に
浮
か
ぶ
の
は

舗
装
の
色
、
そ
し
て
舗
装
材
料
の
形
で
あ
ろ
う
。
色
の
組

み
合
わ
せ
や
、
形
に
よ
る
目
地
の
デ
ザ
イ
ン
が
道
路
の
景

観
を
決
め
る
大
き
な
要
素
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

イβ 道行セ 98.4



し
か
し
、
道
路
景
観
は
舗
装
だ
け
で
成
り
立
つ
も
の
で
は

な
く
、
周
囲
の
風
景
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
切
で
あ
る
。
舗

装
は
そ
の
中
で
は
む
し
ろ
渋
い
脇
役
で
あ
り
、
動
く
も
の

(人
や
車
)
や
立
っ
て
い
る
も
の

(建
物
や
街
灯
な
ど
)

を
引
き
立
て
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

▲な
い
。

@

質
感

舗
装
の
快
適
性
を
追
及
し
て
行
く
と
肌
目

(テ
ク
ス
チ

ャ
ー
)
、
柔
ら
か
さ
、
暖
か
さ
、
交
通
に
よ
る
音
な
ど
、
い

わ
ゆ
る
質
感
も
景
観
舗
装
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。
肌
目
は
、
舗
装
の
祝
感
に
も
影
響
す
る
が
、
滑

り
に
よ
る
歩
き
や
す
さ
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
ま
た

舗
装
の
汚
れ
と
も
無
関
係
で
は
な
い
。

舗
装
の
柔
ら
か
さ
や
暖
か
さ
は
、
歩
き
や
す
さ
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
た
め
、
歩
道
な
ど
に
試
み
る
所
も
増
え

て
い
る
。
柔
ら
か
い
舗
装
は
公
園
な
ど
の
遊
歩
道
や
ス
ポ

ー
ツ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
舗
装
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
。
冬
に
暖
か
み
を
感
じ
さ
せ
る
舗
装
は
、
夏
の
暑
い
時

期
に
は
む
し
ろ
涼
し
さ
を
提
供
し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
。

道
を
行
く
下
駄
の
音
は
風
情
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、

現
在
道
路
の
音
と
い
え
ば
自
動
車
の
騒
音
の
話
と
な
る
。

こ
の
騒
音
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
吸
音
性
舗
装
が
施

さ
れ
て
い
る
。

◎

透
水
性

雨
水
を
舗
装
表
面
か
ら
流
出
さ
せ
て
地
中
に
浸
透
さ
せ

る
の
は
、
路
盤
や
路
床
の
軟
弱
化
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合

物
の
劣
化
を
招
く
た
め
重
交
通
の
道
路
で
は
問
題
が
大
き

い
が
、
軽
交
通
あ
る
い
は
歩
行
者
専
用
道
路
で
は
可
能
で

あ
る
。

透
水
性
舗
装
の
メ
リ
ッ
ト
は
排
水
性
に
よ
る
す
べ
り
抵

抗
の
増
大
と
歩
行
性
の
改
善
も
あ
る
が
、
大
地
へ
の
雨
水

の
還
元
が
第
一
で
あ
り
、
植
生
や
地
中
生
態
の
改
善
、
下

水
道
の
負
担
軽
減
に
よ
る
都
市
河
川
の
氾
濫
防
止
、
公
共

水
域
の
汚
濁
軽
減
な
ど
環
境
改
善
の
意
味
が
大
き
い
。

ス

ル

ル

ぃ

装

ア

一
ァ

舗

入

口

フ
。

ト

装

混

ト

ス

ル
舗
材

ツ
ア

ァ
み

骨
ホ

入

フ
わ

-

-
混

ス
た

ラ

ラ
料

ア

半

力

力

顔

カラー骨材混入アスファルト舗装

カラーホットロールド ･アスファルト舗装

顔料混入アスファルト舗装

アスファルトブロック舗装

三

景
観
舗
装
に
使
用
さ
れ
る
素
材
と
特
徴

舗
装
ほ
ど
、
使
用
し
て
い
る
素
材
の
種
類
が
多
い
も
の

は
な
い
。
自
然
界
か
ら
産
出
さ
れ
る
も
の
、
人
工
的
に
作

ら
れ
る
も
の
、
生
き
て
い
る
芝
生
、
は
て
は
産
業
廃
棄
物

の
利
用
な
ど
全
て
を
数
え
上
げ
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
。

言
い
換
え
る
と
ど
ん
な
も
の
で
も
工
夫
の
仕
方
で
舗
装
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
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装

舗
装

舗

ン

舗

装

脂

装

タ

ト

舗
樹
舗

レ

ル

脂
ン
脂

ウ

ァ

樹
タ
樹
プ
フ
裝

装

ル

レ

シ

ッ

ス

舗
舗

リ

ウ

キ

チ

ア

芝

芝

ク

リ

ポ

ム

色
工
然

ア

ポ

エ
ゴ

脱

人

天

ゴムチップウレタン舗装

脱色アスファルト舗装

ー

　　

装
舗

板

装

舗
ト

装
平

舗

ト

ー

舗
ト

グ

装

一
リ

板

一
装
装
ン

舗

リ

ク

平
り
舗
舗
キ

ト

ク

ン
装

ト

ク
板

板

ッ

一
ン

コ
舗

一
ン

平
平
口

リ

コ
し

み

リ

コ

一
し

一

ク

ー
出

込

ク

一
ゾ

出

タ

ン

ラ

い

め

ン

ラ

ラ

い

ン

コ
力

洗

埋

コ
カ

テ

洗

イ

カラーコンクリート平板舗装

洗い出しコンクリート舗装

　　　　　　
　　　　　　　

木レンガ舗装

　　　　 　　　　　
ウッドチップ舗装

オガクズ舗装

景観舗装

　　

　

　

　

　

　

　景
植栽の舗装

舗装の分類

アスファルト系の舗装

リート系の舗装

表



現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
主
な
舗
装
素
材
を
分
類
す
る
と

表
1
の
よ
う
に
な
る
。

次
に
そ
れ
ぞ
れ
の
舗
装
素
材
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
を

述
べ
る
。

の

自
然
土
の
舗
装

秦
の
始
皇
帝
が
中
国
全
土
に
張
り
巡
ら
せ
た
馳
道
、
大

和
朝
廷
が
整
備
し
た
東
海
道
、
東
山
道
、
北
陸
道
、
山
陰

道
、
山
陽
道
、
南
海
道
、
西
海
道
の
古
代
七
道
、
江
戸
時

代
の
五
街
道
な
ど
す
べ
て
土
の
舗
装
で
あ
っ
た
。
特
に
江

戸
時
代
の
土
の
街
路
は
清
潔
で
よ
く
整
備
さ
れ
て
お
り
、

来
日
し
た
多
く
の
外
国
人
の
驚
嘆
の
的
で
あ
っ
た
。

一
七
世
紀
末
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
の
医
者
と
し

ぶん熱
"
ご

祭ゞさ
い

‘"
＼
＼

　
　　讓ざる"、し　

　
　
　写真 7 クレイ舗装

て
来
日
し
た
エ
ン
ゲ
ル
ベ
ル
ト

･
ケ
ン
ペ
ル
は
、
長
崎
か

ら
江
戸
へ
旅
行
し
、
江
戸
の
街
の
様
子
を

『江
戸
参
府
旅

行
日
記
』
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

｢品
川
の
町
を
通
っ
て
、
江
戸
本
来
の
郭
外
の
町
に
入
っ

て
行
っ
た
。
道
は
ず
っ
と
整
備
さ
れ
、
平
ら
で
幅
も
広
く

き
れ
い
に
な
っ
た
。
魚
市
場
に
行
き
当
た
っ
た
。
そ
れ
か

ら
大
き
な
中
央
の
町
筋
を
進
ん
だ
。
こ
の
主
要
な
中
央
通

り
は
、
ち
ょ
う
ど
五
〇
歩
の
幅
が
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
信

じ
が
た
い
八
の
群
れ
や
大
名
や
役
人
の
従
者
、
み
ご
と
に

着
飾
っ
た
婦
人
た
ち
に
出
会
っ
た
。｣

こ
の
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
路
は
石
畳
の
舗
装
の
上

を
雨
水
も
汚
水
も
糞
尿
も
ご
ち
ゃ
ま
ぜ
に
流
れ
て
お
り
、

着
飾
っ
た
婦
人
た
ち
が
歩
け
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

｢ク
レ
イ
舗
装
｣
は
植
栽
と
マ
ッ
チ
し
、
清
潔
で
歩
き

や
す
い
道
で
あ
る
。
し
か
し
、
雨
が
降
る
と
滓
り
や
す
く
、

乾
燥
す
れ
ば
土
埃
が
飛
び
や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ
り
、

普
段
か
ら
の
維
持
管
理
が
必
要
条
件
で
あ
る
。
表
面
の
水

溜
ま
り
や
泥
滓
化
を
防
ぐ
た
め
に
砂
利
や
砕
石
ダ
ス
ト
を

敷
い
た

｢砂
利
舗
装
｣
や

｢ダ
ス
ト
舗
装
｣
も
神
社
の
参

道
な
ど
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
が
、
排
水
勾
配
や
構
造
な
ど

水
に
対
す
る
配
慮
が
重
要
で
あ
る

(写
真
7
)。

②

自
然
石
の
舗
装

舗
装
材
料
の
中
で
最
も
高
級
感
が
あ
り
、
重
厚
で
豪
華

な
雰
囲
気
を
作
る
の
に
は
欠
か
せ
な
い
。
石
の
種
類
は
豊

富
で
あ
り
ブ
ロ
ッ
ク
状
に
し
て
使
用
さ
れ
る
た
め
、
デ
ザ

イ
ン
性
に
も
優
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
、

ギ
リ
シ
ャ
、
ロ
ー
マ
な
ど
古
代
の
舗
装
は
自
然
石
で
あ
っ

た
。最

初
に
舗
装
さ
れ
た
の
は
王
国
の
神
を
祭
る
神
殿
の
参

道
で
あ
る
。
参
道
は
王
の
行
列
が
神
殿
に
向
か
う
道
で
あ

り
、
途
中
つ
ま
ず
い
て
転
ぶ
も
の
が
な
い
よ
う
に
大
理
石

で
平
滑
に
舗
装
さ
れ
て
い
た
。
王
の
行
列
が
途
中
で
つ
ま

ず
く
こ
と
は
神
が
王
を
認
め
て
い
な
い
証
し
と
考
え
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

石
の
舗
装
の
代
表
格
で
あ
る
ロ
ー
マ
の
道
は
重
戦
車
や

軍
隊
が
進
む
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
頑
丈
に
そ
し
て
真
っ

す
ぐ
に
作
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
で
は

　 　 　響 パ か 籍

　　　　　　　　 　　　

　
　

　
　道



ァ
!
ケ
ー
ド
の
下
な
ど
に

｢
モ
ザ
イ
ク
舗
装
｣
が
よ
く
見

ら
れ
る

(写
真
8
)
。

少
な
く
と
も
六
〇
畑
以
上
の
厚
さ
を
も
っ
た
ブ
ロ
ッ
ク

状
の
石
は
、
三
〇

皿
ほ
ど
の
サ
ン
ド
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
上
に

平
坦
に
並
べ
ら
れ
、
石
の
重
量
と
噛
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

交
通
荷
重
に
耐
え
、
ま
た
温
度
に
よ
る
石
の
膨
張
収
縮
は

目
地
の
噛
み
合
わ
せ
で
吸
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
厚
さ
が
一
〇
面
-
二
〇
皿
程
度
の
薄
い
タ
イ
ル
状
の

石
材
を
使
用
す
る
こ
と
も
多
い
。
こ
れ
で
は
石
の
噛
み
合

わ
せ
は
期
待
で
き
ず
、
ベ
ー
ス
コ
ン
ク
リ
ー
ト
版
の
上
に

モ
ル
タ
ル
で
張
り
付
け
る
こ
と
に
な
る
。

石
の
舗
装
は
色
や
加
工
す
る
形
が
豊
富
で
あ
り
、｢小
舗

石
舗
装
｣
や

｢石
板
舗
装
｣
と
し
て
公
園
や
広
場
か
ら
商

店
街
路
ま
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

③

木
質
舗
装

石
と
比
較
し
て
加
工
が
簡
単
な
こ
と
も
あ
り
、
一
九
世

紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で

街
路
舗
装
と
し
て
盛
ん
に
使
用
さ
れ
た
。
わ
が
国
で
も
明

治
四
三
年
に
東
京
ー
京
橋
間
な
ど
の
歩
道
に
施
工
さ
れ
て

お
り
、
当
時
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
コ

ス
ト
が
高
い
こ
と
や
、
ま
た
耐
久
性
も
低
か
っ
た
た
め
に

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
か
し
、
最
近
は
防
腐
技
術
や

施
工
法
の
発
達
も
あ
り
、
間
伐
材
や
住
宅
を
取
り
壊
し
た

古
材
な
ど
の
利
用
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
も
多

く
な
っ
て
い
る

(写
真
9
)
。

木
質
舗
装
の
特
徴
は
、歩
き
心
地
が
柔
ら
か
い
こ
と
、断

〉〉＼“"

　　　　　　　　　

熱
効
果
が
大
き
く
て
保
温
性
が
あ
る
た
め
冬
暖
か
く
、
照

り
返
し
が
な
い
た
め
夏
涼
し
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

使
用
さ
れ
る
樹
種
は
、
ヒ
ノ
キ
、
ス
ギ
、
ベ
イ
マ
ツ
、

カ
ラ
マ
ツ
、
ア
カ
マ
ツ
、
ケ
ヤ
キ
、
ナ
ラ
、
ク
リ
な
ど
で

あ
り
、
材
木
を
レ
ン
ガ
状
に
加
工
し
て
並
べ
る

｢木
レ
ン

ガ
舗
装
｣
の
他
に
、
デ
ッ
キ
状
に
組
立
て
る
｢木
床
舗
装
｣

や
、
細
か
く
粉
砕
し
た
チ
ッ
プ
を
使
用
す
る

｢ウ
ッ
ド
チ

ッ
プ
舗
装
｣
や

｢オ
ガ
ク
ズ
舗
装
｣
な
ど
が
あ
る
。
ほ
と

ん
ど
が
歩
行
者
用
と
し
て
使
用
さ
れ
て
お
り
、
立
木
や
木 写真 9 木レンガ舗装

造
の
建
物
に
調
和
す
る
舗
装
で
あ
る
。

④

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
系
舗
装

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
初
め
て
舗
装
に
使
用
し
た
の
は
、
紀

元
前
七
世
紀
の
バ
ビ
ロ
ン
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
レ
ン
ガ

や
石
板
の
接
着
剤
と
し
て
の
使
い
方
で
あ
り
脇
役
と
し
て

の
利
用
で
あ
っ
た
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
舗
装
の
主
役
と
し

て
使
用
し
た
の
は
、

一
八
四
九
年
に
ス
イ
ス
の
ラ
ブ

エ
ー

ル
の
ロ
ッ
ク
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
採
掘
し
て
い
た
鉱
山
で
、

運
搬
中
に
こ
ぼ
れ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
人
や
馬
車
に
踏
み 写真lo アスファルト舗装
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固
め
ら
れ
て
舗
装
に
な
っ
て
い
る
の
を
発
見
し
た
の
が
始

ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
世
紀
の
初
頭
に
石
油
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
ち
ょ
う
ど
フ

ォ
ー
ド
が
自
動
車
の
大
量
生
産
を
始
め
た
こ
と
と
あ
い
ま

っ
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
時
代
が
始
ま
る
の
で
あ
る
(写

真
刊
)。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
平
滑
で
人
に
と
っ
て
も
車
に
と

っ
て
も
快
適
な
舗
装
で
あ
る
が
、
色
が
黒
い
た
め
景
観
舗

装
と
し
て
は
物
足
り
な
い
。
着
色
す
る
方
法
が
工
夫
さ
れ

て
い
る
。

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
に
顔
料
を
混
入
す
る

｢顔
料
混

入
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
｣
は
、
ベ
ン
ガ
ラ
を
使
用
し
た
小

豆
色
以
外
は
発
色
が
十
分
で
は
な
か
っ
た
。
闇
粒
ア
ス
コ

ン
の
空
隙
に
顔
料
で
着
色
し
た
セ
メ
ン
ト
ミ
ル
ク
を
含
浸

さ
せ
る
｢半
た
わ
み
舗
装
｣
、
ア
ス
コ
ン
の
粗
骨
材
と
し
て

カ
ラ
ー
骨
材
を
使
用
す
る

｢カ
ラ
ー
骨
材
混
入
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
｣、紬
粒
系
の
ア
ス
コ
ン
の
表
面
に
カ
ラ
ー
骨
材

を
圧
入
す
る

｢カ
ラ
ー
ホ
ッ
ト
ロ
ー
ル
ド

･
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
｣
な
ど
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
混
合
物
を
平
板
状
に
加
工
し
て
路
面
に
敷
き
並
べ

る

｢
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

･
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
｣
も
あ
る
。

景
観
舗
装
で
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
が
他
の
舗
装
材

料
の
ベ
ー
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

◎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
舗
装

セ
メ
ン
ト
は
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
の
時
代
に
発
明
さ
れ

て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
、
現
在

一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る

ボ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
は
、

一
八
二
四
年
に
イ
ギ
リ
ス

で
発
明
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
大
正
の
初
め

か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
重
交
通

に
耐
え
ら
れ
る
舗
装
と
し
て
国
道
や
都
会
の
幹
線
道
路
に

使
わ
れ
て
来
た
。

景
観
舗
装
の
材
料
と
し
て
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と

比
較
し
て
二
次
製
品
化
し
や
す
い
こ
と
か
ら
ブ
ロ
ッ
ク
舗

装
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

写真= インターロッキング舗装

現
場
施
工
に
よ
る
舗
装
と
し
て
は
カ
ラ
ー
セ
メ
ン
ト
を

使
用
し
た
｢
カ
ラ
ー
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
｣
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
が
固
ま
ら
な
い
う
ち
に
表
面
の
モ
ル
タ
ル
を
洗
い

流
し
て
骨
材
を
浮
き
出
さ
せ
る

｢洗
い
出
し
コ
ン
ク
リ
ー

ト
舗
装
｣、ま
だ
固
ま
ら
な
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
に
一
〇

伽
程
度
の
石
を
埋
め
込
ん
で
行
く

｢埋
め
込
み
舗
装
｣
な

ど
が
あ
る
。

二
次
製
品
に
よ
る
舗
装
に
は

｢
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
板
舗

装
｣、
こ
れ
に
カ
ラ
ー
セ
メ
ン
ト
や
カ
ラ
ー
骨
材
を
使
用
し

た
｢カ
ラ
ー
平
板
舗
装
｣、
表
面
を
磨
き
出
し
た
｢テ
ラ
ゾ

ー
平
板
舗
装
｣、
表
面
の
モ
ル
タ
ル
を
洗
い
出
し
た
｢洗
い

出
し
平
板
舗
装
｣、そ
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
ど
う
し
の
噛
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
荷
重
を
分
散
さ
せ
る

｢イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン

グ
舗
装
｣
な
ど
が
あ
る

(写
真
川
)。

二
次
製
品
に
よ
る
舗
装
は
、
デ
ザ
イ
ン
性
が
大
き
い
た

め
、
商
店
街
路
や
住
宅
街
路
の
舗
装
と
し
て
よ
く
使
わ
れ

て

い
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
同
様
他

の
舗
装
材
料
の
ベ
ー
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
多
い

が
、
目
地
が
舗
装
破
壊
の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
る
の
で

注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③

焼
き
物
の
舗
装

焼
き
物
と
は
陶
磁
器
で
で
き
た
タ
イ
ル
や
レ
ン
ガ
の
こ

と
で
あ
る
。
古
代
の
エ
ジ
プ
ト
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
に
お
い

て
は
石
板
の
下
地
と
し
て
日
干
し
レ
ン
ガ
が
使
わ
れ
て
い

る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
現
在
で
は
デ
ザ
イ
ン
性
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が
よ
い
た
め
、
景
観
舗
装
の
表
層
の
材
料
と
し
て
最
も
使

用
さ
れ
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

焼
き
物
に
は
、
吸
水
性
の
あ
る
素
地
を
低
温
で
焼
い
た

土
器
、
吸
水
性
の
あ
る
素
地
に
紬
薬
を
施
し
て
焼
い
た
陶

器
、
吸
水
性
の
な
い
素
地
を
強
く
焼
い
た
せ
っ
器
、
長
石

類
を
多
く
含
ん
だ
石
の
粉
を
高
温
で
焼
い
た
磁
器
が
あ
る
。

比
較
的
柔
ら
か
い
土
器
は
落
ち
つ
い
た
感
じ
で

｢
レ
ン

　　　

　　　

、{

{

　　
　
　　
　

き
な
さ
褻

翼　　
　

　

　　

　

･

▲イ

　
　
　
　
　

　
　

　写真12 タイル舗装

ガ
舗
装
｣
と
し
て
使
用
さ
れ
る
が
、
紬
薬
の
か
か
っ
た
陶

と
し
て
施
工
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

｢人
工
芝
舗
装
｣

器
は
滑
り
や
す
く
強
度
が
小
さ
い
の
で
厚
め
の

｢陶
板
舗

も
合
成
樹
脂
の
舗
装
に
分
類
さ
れ
る

(写
真
協
)。

器
は
滑
り
や
す
く
強
度
が
小
さ
い
の
で
厚
め
の

｢陶
板
舗

装
｣
と
し
て
使
用
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
。
レ
ン
ガ
は
ブ
ロ

ッ
ク
ど
う
し
の
噛
み
合
わ
せ
で
荷
重
を
分
散
さ
せ
る
イ
ン

タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
の
よ
う
な
使
い
方
を
す
る
こ
と
が
多
い
。

せ
っ
器
や
磁
器
は
、
そ
の
硬
さ
を
利
用
し
て
一
0
i
三

○
臘
程
度
の
厚
さ
の
タ
イ
ル
と
し
て
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
の
ベ
ー
ス
の
上
に
モ
ル
タ
ル
で
張

り
付
け
る

｢せ
っ
器
質
タ
イ
ル
舗
装
｣
や

｢磁
器
質
タ
イ

ル
舗
装
｣
と
し
て
使
用
さ
れ
る

(写
真
掟
)。

の

合
成
樹
脂
の
舗
装

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を
簡
単
に

着
色
す
る
方
法
は
、
そ
の
上
に
着
色
材
料
を
塗
り
付
け
る

こ
と
で
あ
る
。
｢ア
ク
リ
ル
樹
脂
舗
装
｣
は
ア
ク
リ
ル
樹
脂

エ
マ
ル
ジ
ョ
ン
を
バ
イ
ン
ダ
ー
と
す
る
水
溶
性
の
塗
料
を

塗
布
す
る
工
法
、
｢
エ
ポ
キ
シ
樹
脂
舗
装
｣
は
エ
ポ
キ
シ
樹

脂
に
顔
料
や
カ
ラ
1
骨
材
を
混
合
し
た
樹
脂
モ
ル
タ
ル
工

法
、
あ
る
い
は
ベ
ー
ス
舗
装
の
上
に
塗
布
し
た
樹
脂
が
固

ま
る
前
に
カ
ラ
ー
骨
材
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
ニ
ー
ト
工
法

と
い
う
形
で
施
工
さ
れ
る
。
｢ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
舗
装
｣

は
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
単
体
を
使
用
し
、
｢ゴ
ム
チ
ッ
プ
ウ

レ
タ
ン
舗
装
｣
は
ポ
リ
ウ
レ
タ
ン
樹
脂
と
ゴ
ム
チ
ッ
プ
の

混
合
物
を
使
用
す
る
弾
力
の
あ
る
歩
き
や
す
い
舗
装
で
あ

る
。
｢脱
色
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
｣
は
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の

よ
う
な
熱
可
塑
性
の
透
明
な
樹
脂
を
バ
イ
ン
ダ
ー
と
し
て

顔
料
を
加
え
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
と
同
様
加
熱
混
合
物
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合
成
樹
脂
の
舗
装
は
カ
ラ
フ
ル
で
、
広
場
や
歩
道
、
公

園
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
舗
装
を
改
修
す

る
と
き
の
廃
材
の
処
理
が
今
後
の
課
題
と
な
ろ
う
。

③

植
栽
の
舗
装

地
上
を
覆
う
グ
ラ
ン
ド
カ
バ
ー
･
プ
ラ
ン
ツ
の
中
で
も
、

舗
装
と
し
て
使
用
さ
れ
る
の
は

｢天
然
芝
舗
装
｣
で
あ
る
。

よ
く
手
入
れ
さ
れ
た
芝
生
は
最
も
人
に
優
し
い
舗
装
で
あ

る
が
、
生
き
物
で
あ
る
た
め
日
常
の
き
め
細
か
な
養
生
管写真14 天然芝舗装

理
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
公
園
の
広
場
や
サ
ッ
カ
ー

場
な
ど
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
舗
装
ぐ
ら
い
に
し
か
使
わ
れ
て
い

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
五
○
評
の
芝
生
は
人
間
一
人
の
酸

素
を
供
給
で
き
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
歩
道
や
駐
車
場
や

校
庭
な
ど
の
舗
装
と
し
て
試
み
ら
れ
て
い
る

(写
真
協
)。

芝
草
の
品
種
の
改
良
、
床
土
や
排
水
施
設
の
開
発
、
養

生
管
理
方
法
の
研
究
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
球
規

模
で
の
C
鋺
削
減
な
ど
環
境
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
現
在
、
道
路
へ
の
天
然
芝
舗
装
の
使
用
が
期
待

さ
れ
る
。

四

結
び

舗
装
に
使
用
さ
れ
る
素
材
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
こ
こ

で
は
代
表
的
な
も
の
の
紹
介
に
終
わ
っ
た
が
、こ
れ
か
ら
も
、

特
に
産
業
廃
棄
物
の
利
用
な
ど
を
通
じ
て
新
し
い
材
料
が

紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。
景
観
舗
装
が
周

囲
と
の
調
和
に
よ
っ
て
人
々
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を

も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
産
業
廃
棄
物

を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
安
全
な
形
で
の
利
用
を
進
め
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
人
々

に
や
す
ら
ぎ
を
感
じ
さ
せ
る
芝
生
景
観
舗
装
な
ど
に
も
取

り
組
ん
で
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(長
谷
川
体
育
施
設
㈱
取
締
役
技
術
部
長
)
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足
立
区
が
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
等
禁
止
条
例

編

集

部

東
京
都
足
立
区

(面
積
五
三
･
二
〇
孃
、
人
ロ
約
六
三

万
六
千
人
)
は
区
民
の
美
化
意
識
の
普
及
と
啓
発
を
図
る

た
め
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
等
を
禁
止
し
た

｢足
立
区
ま
ち

を
き
れ
い
に
す
る
条
例
｣
を
定
め
、
四
月
一
日
か
ら
施
行

し
た
。
条
例
は
区
内
全
域
が
対
象
で
、
先
行
し
て
い
る
新

宿
区
、
豊
島
区
な
ど
の
特
定
地
域
禁
止
と
異
な
り
成
果
が

注
目
さ
れ
る
。
条
例
の
背
景
と
な
っ
た
モ
ニ
タ
!
調
査
の

内
容
、
条
例
を
紹
介
し
た
い
。

モ
ニ
タ
ー
の
七
二
%
が
条
例
を
希
望

平
成
七
年
一
二
月
に
区
政
モ
ニ
タ
ー
調
査

｢
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
に
つ
い
て
｣が
行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
全
員
が
｢ま

ち
が
ご
み
な
ど
で
汚
れ
て
い
る
と
感
じ
る
｣
と
答
え
た
。

そ
し
て
、
汚
れ
て
い
る
場
所
は

｢空
き
地
｣
七
0
･
0
%
、

｢道
路
｣
六
八
･
0
%
、
｢公
園
｣
｢駅
前
周
辺
｣
五
二
･

0
%
等
で
あ
っ
た
。
捨
て
ら
れ
て
い
る
物
は

｢た
ば
こ
の

吸
い
殻
｣
が
七
九
･
一
%
と
多
く
、
｢空
き
缶
･紙
コ
ッ
プ
｣

六
0
･
五
%
、
｢紙
く
ず
な
ど
の
小
さ
な
ご
み
｣
三
四
･九

%
と
続
い
て
い
る
。
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
を
な
く
す
に

は
何
が
重
要
か
に
対
し
て
は
｢学
校
や
家
庭
で
の
マ
ナ
ー
･

モ
ラ
ル
を
教
え
る
｣
が
五
四
･○
%
と
多
く
、
｢
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
条
例
を
つ
く
る
｣
は
四
二
･
%
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
人
に
対
し
て
防
止
条
例
を
つ
く
り
、

ポ
イ
捨
て
を
防
止
す
る
事
に
対
し
、
｢条
例
を
つ
く
っ
た
方

が
よ
い
｣
が
七
二

･
0
%
に
な

っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

｢条
例
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
区
民
の
美
化
意
識
を
高

め
ら
れ
る
と
思
う
｣
七
七
･
0
%
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ご
み
の
散
乱
や
大
の
ふ
ん
放
置
に
対
し
取
締
り

の
請
願
･
陳
情
が
あ
り
、
今
回
の
施
行
と
な
っ
た
。
施
行

に
あ
た
り
区
は
四
月
一
日
か
ら
地
域
振
興
課
内
に
美
化
推

地

路

園

辺

川

停

内

他

き

造

公

園

河

ス

橋

の

　

　

　
　

　

どのような場所が汚れていると感じるか
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l口 条例をつくる 圓 競 つくらなぃ 圓 ゎからなし、!

ゴミのポイ捨てなどマナーを守らない人に対して防
条例をつくり、 空き缶等のポイ捨てを防止してい

く方法について、 どのように思うか

ノ、
等し

　
　

例
法

条
方

止
く

進
の
係
を
つ
く
り
、
施
策
推
進
の
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

所
に
収
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
し
て
い
る
。
七
条

の
事
業
者
の
責
務
と
し
て

｢事
業
活
動
の
中
で
、
空
き
缶

等
及
び
吸
い
殻
等
の
散
乱
の
防
止
に
心
掛
け
る
と
と
も
に
、

事
業
所
及
び
そ
の
周
辺
そ
の
他
の
事
業
活
動
を
行
う
地
域

に
お
い
て
、
美
化
活
動
の
充
実
等
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
｣
と
し
、
看
板
等
の
設
置
、
自
動
販
売
機
設
置
に
つ

い
て
ご
み
の
散
乱
に
な
ら
な
い
よ
う
求
め
て
い
る
。
九
条

で
は
①
空
き
缶
等
、
吸
い
殻
等
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
。

②
大
の
ふ
ん
等
の
適
正
な
処
理
を
怠
る
こ
と
、
を
禁
止
行

為
と
定
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
十
三
条
で

｢九
条
に
違
反

し
た
者
は
、
二
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
｣
と
罰
則
規

定
を
設
け
て
い
る
。

告
知
運
動
と
し
て
、
区
広
報
･
街
頭
で
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
配
布
等
の
P
R
、
行
政
施
設
で
の
の
ぼ
り
･
ポ
ス
タ
ー

掲
示
、
バ
ス
社
内
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
行

っ
て
い
る
。

悪
質
な
者
に
対
し
て
は
二
万
円
以
下
の
罰
則
規
定
が
あ

り
、
適
用
は

一
〇
月

一
日
か
ら
と
な

っ
て
い
る
。

参
考足

立
区
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例

(目
的
)

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
ま
ち
の
美
化
に
つ
い
て
東
京
都
足
立
区

(以
下

｢区
｣
と
い
う
。)、
区
民
等
、
事
業
者
及
び
団
体
等
の
責
務
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
ご
み
の
散
乱
防
止
、
大
の
飼
い
主
の
管
理
義
務
そ

の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
、
各
人
が
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ま
ち
を
き
れ
い
に
し
、
も
っ
て
区
民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
め
ざ
す
こ

と
を
目
的
と
す
る
。

(定
義
)

第
二
条

ご
み
の
条
例
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
次
の

各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

ご
み
と
は
次
の
物
を
い
う
。

イ

空
き
缶
等

飲
料
、
食
料
等
を
収
納
し
、
又
は
収
納
し
て
い

た
缶
、
瓶
そ
の
他
の
容
器
を
い
う
。

口

吸
い
殻
等

た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
の
か
み

か
す
、
紙
く
ず
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
物
を
い
う
。

ハ

大
の
ふ
ん
等

大
の
ふ
ん
及
び
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
た
毛
を
い

>-"ノo

二

看
板
等

は
り
紙
、
は
り
札
、
立
て
看
板
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

も
の
を
い
う
。

三

区
民
等

区
の
区
域
内

(以
下

｢区
内
｣
と
い
う
。)
に
居
住
し
、

若
し
く
は
滞
在
し
、
又
は
区
内
を
通
過
す
る
者
及
び
区
内
に
土
地
を

所
有
す
る
者
を
い
う
o

四

事
業
者

区
内
に
お
い
て
事
業
活
動
を
行
う
す
べ
て
の
者
を
い
う
。

五

団
体
等

区
民
等
又
は
事
業
者
を
構
成
員
と
し
て
活
動
す
る
団
体

及
び
こ
れ
ら
の
連
合
体
を
い
う
。

(区
の
責
務
)

第
三
条

区
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
次
の
各
号
の
施

-牝

策
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
-

道

一

ご
み
の
散
乱
防
止
及
び
大
の
適
正
な
管
理
等
ま
ち
の
美
化
に
つ
い

て
区
民
等
、
事
業
者
及
び
団
体
等
へ
の
意
識
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

%

二

区
民
等
、
事
業
者
及
び
団
体
等
に
よ
る
ま
ち
の
美
化
活
動
等
の
推

違
反
者
は
二
万
円
以
下
の
罰
金

条
例
の
第
一
条
で

｢ま
ち
を
き
れ
い
に
し
、
も
っ
て
区

民
の
生
活
環
境
の
向
上
を
め
ざ
す
｣
と
目
的
を
う
た
っ
て

い
る
。
二
条
は
定
義
。
三
-
八
条
で
は
区
、
区
民
等
、
喫

煙
者
、
(大
の
)飼
い
主
、
事
業
者
、
団
体
等
そ
れ
ぞ
れ
の

責
務
を
定
め
て
い
る
。
五
条
は
喫
煙
者
の
責
務
で
①
歩
行

中
の
喫
煙
は
し
な
い
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
屋
外
で
喫
煙
す
る
場
合
は
、
吸
い
殻
を
定
め
ら
れ
た
場



進
及
び
支
援
に
関
す
る
こ
と
。

三

清
潔
で
住
み
良
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
の
美
化
活
動
等
の
実
施
に

関
す
る
こ
と
o

四

看
板
等
の
設
置
に
係
る
事
業
者
へ
の
意
識
の
啓
発
に
関
す
る
こ
と
。

五

前
各
号
の
ほ
か
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
育
成
及
び
モ
ラ
ル
の
向
上

に
関
す
る
こ
と
o

(区
民
等
の
責
務
)

第
四
条

区
民
等
は
、
屋
外
で
自
ら
生
じ
さ
せ
た
空
き
缶
等
、
吸
い
殻
等

を
持
ち
帰
り
、
又
は
定
め
ら
れ
た
場
所

(ご
み
箱
又
は
回
収
容
器
等
)

に
収
納
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

区
内
に
居
住
す
る
者
は
、
そ
の
居
住
す
る
地
域
に
お
い
て
、
ご
み
の

散
乱
防
止
に
つ
い
て
、
連
帯
し
て
意
識
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、
美

化
活
動
の
充
実
等
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

区
民
等
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
区
が
実
施
す
る

施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

1

ぬし
で
き
を

　
　　　　　　
　
　

　　　　　　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　

　

　

位置図

(喫
煙
者
の
責
務
)

第
五
条

区
民
等
は
、
歩
行
中
の
喫
煙
を
し
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
〉い
。

2

区
民
等
は
、
屋
外
で
喫
煙
を
す
る
場
合
は
、
吸
い
殻
を
定
め
ら
れ
た

場
所

(吸
い
殻
入
れ
等
又
は
吸
い
殻
回
収
容
器
)
に
収
納
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

(飼
い
主
の
責
務
)

第
六
条

犬
を
飼
養
し
、
又
は
預
か
る
場
合
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事

項
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
常
に
清
潔
か
つ
適
正
に
管
理
を
行
い
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
努
め
る
こ
と
o

二

屋
外
で
は
、
大
の
ふ
ん
等
の
処
理
を
す
る
た
め
の
用
具
を
携
帯
し
、

ふ
ん
等
を
持
ち
帰
え
る
適
正
な
処
理
を
す
る
こ
と
。

(事
業
者
の
責
務
)

第
七
条

事
業
者
は
、
事
業
活
動
の
中
で
、
空
き
缶
等
及
び
吸
い
殻
等
の

散
乱
の
防
止
に
心
掛
け
る
と
と
も
に
、
事
業
所
及
び
そ
の
周
辺
そ
の
他

事
業
活
動
を
行
う
地
域
に
お
い
て
、
美
化
活
動
の
充
実
等
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

2

事
業
者
は
、
法
令
の
手
続
き
に
し
た
が
っ
て
看
板
等
を
設
置
す
る
場

合
、
ま
ち
の
美
化
を
損
な
わ
な
い
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

空
き
缶
等
、
吸
い
殻
等
の
散
乱
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
物
の

製
造
、
加
工
、
販
売
等
を
行
う
者
は
、
散
乱
防
止
に
つ
い
て
、
消
費
者

に
対
す
る
意
識
の
啓
発
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

4

自
動
販
売
機
に
よ
り
飲
料
を
販
売
す
る
者
そ
の
他
空
き
缶
等
の
散
乱

の
原
因
と
な
る
物
の
販
売
を
行
う
者
は
、
空
き
缶
等
の
回
収
及
び
資
源

化
に
つ
い
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

動
物
取
扱
業
を
行
う
者
は
、
動
物
の
適
正
な
管
理
に
つ
い
て
飼
い
主

に
対
す
る
意
識
の
啓
発
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

6

事
業
者
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
区
が
実
施
す
る

施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(団
体
等
の
責
務
)

第
八
条

団
体
等
は
、
当
該
団
体
等
の
構
成
員
に
対
し
、
ま
ち
の
美
化
に

つ
い
て
意
識
の
啓
発
を
図
る
と
と
も
に
、
ま
ち
の
美
化
活
動
の
推
進
に

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

団
体
等
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
区
が
実
施
す
る

施
策
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(禁
止
行
為
)

第
九
条

区
民
等
は
、
道
路
、
河
川
、
公
園
そ
の
他
公
共
の
場
所
及
び
他

人
が
所
有
し
、
占
有
し
、
又
は
管
理
す
る
場
所
で
次
の
各
号
の
行
為
を

し
て
は
な
ら
な
い
。

一
空
き
缶
等
、
吸
い
殻
等
を
み
だ
り
に
捨
て
る
こ
と
。

二

大
の
ふ
ん
等
の
適
正
な
処
理
を
怠
る
こ
と
。

(美
化
推
進
地
域
の
指
定
)

第
十
条

区
長
は
、
こ
の
条
例
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
特
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
地
域
を
美
化
推
進
地
域

(以
下

｢推
進
地
域
｣
と
い
う
。)

と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(施
策
の
重
点
実
施
)

第
十
一
条

区
長
は
、
前
条
の
規
定
に
基
づ
き
指
定
し
た
推
進
地
域
に
お

い
て
、
区
、
区
民
等
、
事
業
者
及
び
団
体
等
と
一
体
と
な
っ
て
、
次
の

各
号
の
施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。

一
ま
ち
の
美
化
に
関
す
る
意
識
啓
発
の
実
施
。

二

ま
ち
の
美
化
に
関
す
る
地
域
活
動
の
啓
発
及
び
支
援
の
強
化
。

三

そ
の
他
ま
ち
の
美
化
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項
。

(重
点
実
施
期
間
の
指
定
)

第
十
二
条

区
長
は
、
区
民
等
の
美
化
意
識
の
向
上
と
、
美
化
活
動
等
を

推
進
す
る
に
あ
た
り
、
重
点
実
施
期
間
を
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(罰
則
)

第
十
三
条

第
九
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
二
万
円
以
下
の
罰
金
に

処
す
る
。

(委
任
)

第
十
四
条

こ
の
条
例
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
条
例
の
施
行
に
関

し
必
要
な
事
項
は
、
規
則
で
定
め
る
。

付
則

こ
の
条
例
は
、
平
成
十
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第

十
三
条
の
規
定
は
、
平
成
十
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

道イテセ 98 ,4 5 7



3 2

=

月
･
日

世
界
の
動

き

○
ク
リ
ン
ト
ン
米
大
統
領
が
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
緊
急
記
者
会
見

し
、
ア
ナ
ン
国
連
事
務
総
長
が
イ
ラ
ク
と
交
わ
し
た
大
量
破
壊
兵

器
に
関
す
る
合
意
を
評
価
し
、
原
則
と
し
て
受
け
入
れ
る
姿
勢
を

示
し
た
。

○
韓
国
の
金
大
中

(キ
ム
･
デ
ジ
ュ
ン
)
大
統
領

(七
二
)
の
就

任
式
が
、
ソ
ウ
ル
の
国
会
議
事
堂
前
広
場
で
行
わ
れ
た
。

○
中
国
の
第
九
期
全
国
人
民
代
表
大
会

(全
人
代
)
で
李
鵬
首
相

が
活
動
報
告
し
、
今
年
の
実
質
成
長
率
を
八
%

(前
年
度
比
八
･

八
%
)、
小
売
物
価
上
昇
率
を
三
%

(同
0
･八
%
)
以
下
と
す
る

目
標
を
掲
げ
、
引
き
続
き
高
度
成
長
路
線
を
維
持
す
る
こ
と
を
強

調
し
た
。

○
米
商
務
省
発
表
の
一
九
九
七
年
の
国
際
収
支
統
計
に
よ
る
と
、

資
本
収
支
は
前
年
比
三
五
･
一
%
増
の
二
、
六
三
五
億
五
、
九
〇

0
万
ド
ル
の
黒
字
で
、
六
〇
年
の
統
計
開
始
以
来
の
過
去
最
高
。

米
国
の
株
式
や
債
券
に
対
す
る
海
外
か
ら
の
投
資
が
順
調
だ
っ
た
。

○
中
国
の
全
国
人
民
代
表
大
会
が
新
首
相
に
共
産
党
ナ
ン
バ
ー
3

の
朱
繁
基
副
首
相

(六
九
)
を
選
出
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
中
国
は

江
沢
民
国
家
主
席
(七
=
、
李
鵬
全
人
代
常
務
委
員
長
、
朱
首
相

の
新
体
制
が
誕
生
し
た
。

事

項

3 2

劇
月
･
日

国
内
の

動

き

○
総
務
庁
発
表
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、
一
月
の
男
子
の
完
全

失
業
率
は
三
･
七
%

(季
節
調
整
値
)
で
、
前
月
比
○
･
三
%
上

昇
し
て
過
去
最
悪
。
製
造
業
、
建
設
業
の
就
業
者
が
減
少
。

○
日
本
道
路
公
団
の
外
債
発
行
を
め
ぐ
る
汚
職
事
件
で
東
京
地
検

が
前
理
事
、
井
坂
武
彦
容
疑
者

(五
四
)
を
収
賄
の
罪
で
追
起
訴
。

収
賄
額
は
前
回
起
訴
分
を
含
め
七
二
二
万
円
に
の
ぼ
っ
た
。

○
東
京
地
検
が
山
一
証
券
の
旧
経
営
陣
に
よ
る
粉
飾
決
算
事
件
で
、

前
会
長
･行
平
次
雄

(六
六
)
ら
三
容
疑
者
を
証
券
取
引
法
違
反

で
逮
捕
。

○
東
京
地
検
が
大
蔵
省
証
券
局
課
長
補
佐
、
榊
原
隆
容
疑
者

(三

八
)
ら
を
逮
捕
。
榊
原
容
疑
者
は
キ
ャ
リ
ア
官
僚
で
野
村
、
日
興

證
券
な
ど
か
ら
の
収
賄
容
疑
。

○
預
金
保
険
機
構
の
金
融
危
機
管
理
審
査
委
員
会
が
、
公
的
資
金

投
入
で
申
請
し
た
第
一
勧
業
銀
行
な
ど
四
行
に
対
し
計
三
、
九
五

六
億
円
の
投
入
を
承
認
。

○
東
京
地
検
が
日
本
銀
行
営
業
局
証
券
課
長
、
吉
沢
保
幸
容
疑
者

(四
二
)
を
収
賄
容
疑
で
逮
捕
。

○
経
済
企
画
庁
発
表
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
一
九
九

七
年
一
〇
月
-
-
二
月
期
の
国
内
総
生
産

(G
D
P
)
の
成
長
率

は
、
実
質
で
前
期
比
○
･
二
%
減
、
年
率
換
算
で
○
･
七
%
減
。

こ
の
結
果
、
九
七
年
度
の
実
質
成
長
率
は
マ
イ
ナ
ス
に
転
落
す
る

こ
と
が
必
至
と
な
っ
た
。

○
橋
本
龍
太
郎
首
相
が
幹
部
が
接
待
汚
職
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
責

任
を
取
っ
て
辞
意
を
表
明
し
た
松
下
康
雄
･
日
本
銀
行
総
裁

(七

二
)
の
後
任
に
日
銀
O
E
で
日
商
岩
井
相
談
役
の
速
水
優
氏

(七

二
)
を
就
任
さ
せ
る
こ
と
を
内
定
。
二
〇
日
に
正
式
発
令
さ
れ
た
。

事

項

0獅
月
･
日

道

路

行

政

の
動

き

,

○
京
都
縦
貫
自
動
車
道

(綾
部
宮
津
道
路
)
綾
部
J
C
T
I
舞
鶴

大
江
I
C
が
開
通
。

0
近
畿
自
動
車
道

(舞
鶴
道
)
舞
鶴
西
I
C
-
舞
鶴
束
I
C
が
開

通
。

○
三
陸
縦
貫
自
動
車
道
(矢
本
石
巻
道
路
)鳴
瀬
奥
松
島
I
C
ー
石

巻
I
C
が
開
通
。

○
東
金
九
十
九
里
道
路
が
開
通
。

○
米
子
道
路
･
安
来
道
路
が
開
通
。

○
四
国
横
断
自
動
車
道

(高
知
道
)
南
国
I
C
-
伊
野
I
C
が
開

通
。

○
東
名
高
速
道
路
の
横
浜
青
葉
I
C
が
供
用
開
始
。

事

項

58 道行セ 98.4
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醇
!



に
見
は

由
意
書

自
て
肩

て

っ
た

い
が
ま

お
た

o

に
し
す

任

o
で

貴
す
解

　
　
　

　
　
　

者

っ
は

筆
と
分

執
を
部

、
前
る

は
遠
･た

誌
く
わ

本
書
に
原稿執筆及び座談会実施時のものです。

　

　
　

　
　

可

-

ナ
局

駆
鋤

　
　
　
　　　

政

省
行
設
田

燃

240

繊
建
字
082
円
穰

｢

修

人

粉
わ
送
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相
撲
の
行
司
の
掛
け
声
ハ
ッ
ケ
ョ
イ
が
、
私
に
は

｢八
卦
良
い
｣
に
聞
こ
え
て
な
ら
な
い
。
易
で
い
う

八
卦
は
森
羅
万
象
の
こ
と
だ
か
ら
、
用
意
万
端
と
･

の
っ
た

"さ
あ
!
勝
負
"
と
い
う
意
味
に
受
け
と
れ

る
の
で
あ
る
。
易
を
作
っ
た
古
代
中
国
人
は
身
近
な

自
然
の
中
か
ら
、
天
と
地
、
水
と
火
、
風
と
雷
、
山

と
澤
の
八
つ
を
相
対
関
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
捉
え
、

こ
の
関
係
は
天
と
地
の
間
で
し
か
、
存
在
が
許
さ
れ

な
い
人
間
の
吉
凶
禍
福
に
も
強
い
影
響
を
与
る
筈
で

あ
る
。
と
し
て
八
卦
と
名
付
け
、
易
の
基
本
に
据
え

た
の
で
あ
る
。
が
、
八
卦
と
す
る
為
に
は
こ
れ
ら
目

かたち

然
現
象
を
象
と
し
て
現
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
か
く
し
て

　

…
㈱
と
-
㈱
の
マ
ー
ク
を
三
本
組
み
合
わ
せ
た
霊
･

地

水

火

風

雷

山

澤

田
･
霊
･
囮
･
霊
･
田
･
難
･
聖
に
な
っ
た
の
で
あ

しょうせ
い

け

る
。
こ
の
八
卦
そ
れ
ハ
＼
を
小
成
の
卦
と
も
言
い
、

た
い
せ
い

も
う
一
組
重
ね
て
六
本
組
に
し
た
の
が
大
成
の
卦
で

全
部
で
六
四
の
組
み
合
わ
せ
に
な
る
。

ぜ
いちく

さ
ん
ぎ

えききょう

笙
竹
･
算
木
･
易
経
の
三
点
は
易
占
い
の
道
具
だ

.
･
･
･

てき
せ
ん

が
、
笙
竹
は
前
回
述
べ
た
と
お
り
サ
イ
コ
ロ
、
邨
銭

或
い
は
念
珠
、
時
計
の
長
短
針
に
よ
っ
て
代
用
が
き

け
いこう

く
し
、
易
経
は
要
点
を
暗
記
す
れ
ば
常
時
携
行
の
必

要
は
な
い
。
し
か
し
、
算
木
だ
け
は
別
で
、
実
占
に

陰

陽

使
う
と
き
は
M
と
-
が
互
い
に
変
化
す
る
か
ら
代
用

品
で
は
だ
め
な
の
で
あ
る
。
m
が
一
に
な
り
-
が
…

と
な
る
き
っ
か
け
は
前
回
述
べ
た
盤
竹
等
の
操
作
に

よ
る
が
、

m
と

-
が
交
替
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
吉
凶

の
全
く
違
う
卦
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
例
え

ば
占
っ
て
、
と
い
う
こ
と
は
筆
竹
等
の
操
作
に
よ
っ

て
地
天
泰
の
二
炎
変
と
い
う
卦
が
出
た
と
し
よ
う
。

二
炎
変
の
炎
と
は
六
本
組
の
算
木
の
一
本
/
＼
を　

い

＼

下
か
ら
上
に
順
に
教
え
る
。
一
ヌ
久
変
だ
と
薹

天
た
い

雷
泰
の
下
か
ら
二
番
目
の
-
が
…
に
変
わ
る
の
で
あ

●

地
火
め
い
い

る
。
す
る
と
田
-m一明
夷
の
卦
に
な
る
。
泰
と
い
う
の

は
安
泰
と
か
泰
平
と
い
う
よ
う
に
安
定
し
た
状
態
を

め
い
い

い

き̂
ず

･
･
.
･

言
う
。
明
夷
の
夷
と
は
傷
つ
き
や
ぶ
れ
る
と
い
う
こ

と
で
、
明
る
い
こ
と
が
や
ぶ
れ
て
暗
く
な
る
。
即
ち

泰
平
の
安
定
状
態
が
崩
壊
し
て
し
ま
う
と
い
う
凶
卦

で
あ
る
。
今
、
N
H
K
テ
レ
ビ
の
徳
川
慶
喜
の
あ
の

幕
末
の
状
況
を
、
幕
府
側
か
ら
見
た
卦
と
考
え
て
も

地
火

ら
ぇ
ば
よ
い
。
易
経
で
は
こ
の
田
-M-明
夷
の
卦
を

うちぶんめいにしてそとじゆうじゆん

もつてたいなんをこうむる

｢内
文
明
而
外
柔
順
、
以
蒙
二大
難
こ
と
説
明
し
て

い
る
。
泰
か
ら
明
夷
に
変
化
す
る
こ
の
卦
を
現
代
風

に
言
う
と
、
ー
ト
ッ
プ
に
立
つ
人
が
、
内
外
と
も
厳

し
い
姿
勢
を
も
っ
て
経
営
に
当
た
ら
な
い
と
、
今
は
--

安
泰
そ
う
に
見
え
る
が
二
年
後
に
会
社
は
重
大
な
経

　　
　
　

営
危
機
に
陥
る
。
-
と
い
う
占
断
に
な
る
。
勿
論
占

的
に
よ
っ
て
事
情
は
変
わ
る
が
!
･。

算
木
に
彫
ら
れ
て
い
る
m
と
-
の
マ
ー
ク
は
何
を

象
ど
っ
た
か
に
つ
い
て
二
説
あ
る
。

一
つ
は
哲
学
的

で
-
は
0
か
ら
転
化
し
た
も
の
だ
か
ら
円
転
性
乃
至

連
続
性
を
現
し
、
m
は
折
断
性
や
不
連
続
性
を
現
す

と
い
う
の
で
あ
る
。
も
う

一
つ
の
説
は
造
型
的
解
釈

で
、
-
は
男
性
、
…
は
女
性
の
生
殖
器
の
形
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。
学
者
の
多
く
は
造
型
説
を
附
会
の
説
、

即
ち
こ
じ
つ
け
だ
と
い
う
。
昼
と
夜
、
暖
と
寒
、
男

と
女
と
い
う
よ
う
に
現
象
の
す
べ
て
を
、
陰
陽
二
元

で
割
り
切
り
そ
れ
を
吉
凶
禍
福
に
結
び
つ
け
る
。
こ

の
相
対
関
係
を
男
女
の
肉
体
の
違
い
に
着
目
し
、
一

番
単
純
な
造
型
を
も
っ
て
表
現
し
た
こ
と
は
天
恵
と

も
言
え
る
驚
異
的
な
智
慧
だ
っ
た
と
思
う
。
と
同
時

に
そ
れ
し
か
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
太
古
の
時
代
に
あ

っ
て
は
、
当
然
の
成
り
行
き
で
こ
う
な
っ
た
の
か
も

知
れ
な
い
。

い
づ
れ
に
し
て
も
紀
元
前
千
五
百
年
前
か
ら
あ
っ

た
占
い
と
し
て
の
易
に
、
倫
理
的
整
合
性
を
見
出
し

易
経
と
し
て
完
成
さ
せ
た
の
は
、ず
ー
っと
後
世
の
紀

元
前
五
百
年
の
孔
子
の
時
代
に
な
る
の
で
あ
る
。
と

す
れ
ば
易
を
作
っ
た
太
古
の
人
々
が
、
連
続
性
と
か

折
断
性
と
言
っ
た
近
代
哲
学
的
思
考
の
も
と
に
m
と

-
の
マ
ー
ク
を
作

っ
た
と
す
る
こ
と
自
体
、
後
世
の

附
会
の
説
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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